









































サークルクラッシャーのあの娘、ぼくが既読スルー決めたらどんな顔するだろう２








秀章





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第三章　国が変わる夜
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エピローグその２　そしてサークルクラッシャーのあの娘は、あなたの許に……
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　抱かかえていた薪まきを全すべて放り捨て、僕はクリスティーナの手を取った。

「下がって！」

　そしてクリスティーナの盾たてとなって、僕は目の前のそれを睨にらみつける。

　夕暮れの森の中──僕らの眼前には、葉は落ち、苔こけむし、捻ねじくれた、一本の枯かれ木きが立っていた。

　それはちょうど玉たま葱ねぎみたいな形で、根本のほうの幹がぼてっと太い。そしてその太ましい部分には、ヤツメウナギのそれに似た口があった。

　牛の一頭二頭は優に丸まる吞のみにしてしまいそうな大きさで、円形の口こう腔こうに不ふ揃ぞろいの牙きばが並ぶ。牙は鋭するどく、樹液で濡ぬれ、禍まが々まがしいぬめり気で照っていた。

　肉食樹マンイートツリー──その危険性の高さからモンスターに分類されている植物だ。

　魔ま力りよく濃のう度どの濃こい土地を好むため、この辺りには生育しないはずなのだが、厄やつ介かいなことにこいつは根ごと蛸たこのように移動する。

　大方元いた土地の魔力濃度が薄うすまり、より濃い土地を求めてこんなところに現れたのだろう。

　それに遭そう遇ぐうしてしまうなんて、己おのれの運の悪さを呪のろわずにいられない。

　薪拾いに夢中で、気付いたら僕らは肉食樹マンイートツリーの餌えさ場ばに足を踏ふみ入れていた。

　──移動するとはいえ、相手は木だ。回れ右して逃にげればよかろう。杖つえをついた年寄りでも、木の根よりは速く歩けるぞ──。

　肉食樹マンイートツリーのことをよく知らない者はそう笑う。

　けれど無理なのだ。

　確かに肉食樹マンイートツリー自体の移動速度は、人の歩行速度よりも遅おそい。

　ただ肉食樹マンイートツリーには、蛇へびのように素す早ばやく這はい寄る触しよく手しゆが、無数にある。

　そして肉食樹マンイートツリーの餌場というのはつまり、この触手の手の内を指すわけで──。

　僕とクリスティーナは今、鎌かま首くびをもたげる夥おびただしい数の触手に、四方を囲まれていた。

「ど、どうしましょう……。ミック君……」

　クリスティーナが僕の名を呼ぶ。

　クリスティーナは僕よりも背が高く、並び立てば姉弟きようだいのようだと言われる。

　けれど今のクリスティーナは幼い妹のように、不安げに僕のシャツの裾すそを摑つかんでいた。声も身体からだも、震ふるえている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。なんとかするから、隙すきを見つけて逃げて」

　僕がクリスティーナを守らなくちゃと、強く思わされた。

　この商隊に参加している以上僕はもう一人前の男なのだからと、自分を奮い立たせ、枝払はらいの鉈なたを引き抜ぬいた。

　けれど、勇んだくせに、それが振ふるわれることはなく終わった。

　地中から這い寄ってきた触手が、僕の足首に絡からみついてぐんと引いた。

「うわっ！」

「！　ミック君！　──きゃっ！」

　僕とクリスティーナの悲鳴が同時に上がる。

　呆あつ気けなく転ばされ、全身を搦からめ捕られ、鉈も手放し、僕が蓑みの虫むしのように吊つるされるまであっという間だった。

「[image: ～][image: ～][image: ～]！　くそっ！　クリスティーナ!?」

　必死に首をひねってクリスティーナの名を呼ぶ。

　と、




「──……ん、あ、……は……っ。……や、……いやっ……！」




　湿しめっぽく、蠱こ惑わく的な吐と息いきと、囁ささやくような喘あえぎ声。

　武器や戦意の有う無むか、男女での違ちがいかはわからない。けれど僕とクリスティーナとでは、触手からの扱あつかいが異なった。

　僕が荒あら々あらしく、ぞんざいに縛しばり上げられたのとは違い、クリスティーナの肢し体たいを這う触手は、その身体を検分しているかのようだった。

　ほっそりとしたふくらはぎを柔やわらかく締しめ上げながら、スカートの中へと侵しん入にゆうしていく触手──蠢うごめくそれが布地を隆りゆう起きさせ、妙みように艶なまめかしい。

　身を捩よじらせる以上の抵てい抗こうをクリスティーナが出来ずにいるのは、両手首を縛り上げられているから。

　ブラウスの上から、そしてボタンの隙間から、触手が胸部を這い回り、緊きん縛ばくされてなされるがまま。

　締め上げられて強調されたクリスティーナの胸は、見ていて潰つぶれないかと心配になるが、触手に合わせて形状を変えて、潰れそうで潰れない。零こぼれそうで零れない。
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　驚おどろくほどにむちむちと、弾だん力りよく性と柔じゆう軟なん性に富む肉感だ。

　そしてこの時の光景は、僕の瞼まぶたの裏に、胸の深いところに、克こく明めいに焼き付くことになる。

　それは死の瀬せ戸と際ぎわに見たものだから、強きよう烈れつな印象を僕に与あたえた。

　そう、僕はこの瞬しゆん間かん、自分は死ぬと思い込んでいた。

　僕を吊るし上げている触手が、大口を開ける肉食樹マンイートツリーのもとへ、僕を運んでいったから──。




「──まさか肉食樹マンイートツリーとはな。とんだ災難だ」




　肉食樹マンイートツリーの本体に縦一本、細く鋭い白はく閃せんが疾走はしった。

　それは流れ星のような一瞬の残光で、目の錯さつ覚かくかと思った。

　けれどその直後、肉食樹マンイートツリーはおぞましい叫きよう喚かんを上げながら、ずるっと縦にズレて割れた。

　両断されたのだ。

　同時に触手も力を失って、僕はどさりと地面に落とされる。

　簀す巻まき状態の触手から抜け出そうと苦労していると、「動くな」と一言声が降ってきた。

　風切り音がひゅんと鳴り、背中に風を感じた。途と端たんに身体が軽くなり、触手がはらりと落ちる。

　起き上がって振り返ると、白銀の甲かつ冑ちゆうが冴さえ冴ざえしい一人の騎き士しが立っていた。

　片手には抜き身の剣けんを携たずさえ、もう片方の手はクリスティーナの肩かたをそっと抱だき、歩く補助をしてあげている。

　僕はその立ち姿に頼たのもしさを覚え、またクリスティーナの無事な微笑ほほえみに胸を撫なで下ろし、礼を述べた。

「危ないところをありがとうございました。パリトンさん」

「なに、これが仕事だ。怪け我がはないか？　ミック」

　見るからに歴戦の強つわ者ものといった風ふう貌ぼうのパリトンさんが、頷うなずきながら剣を納めた。




　　　　☆




　僕はミック。ホイット村の農家の倅せがれだ。今年で十三になる。

　ホイット村では年に一度、農作物と陶とう器きを売って回るための商隊を組む。

　特に陶器は、村全体で分業体制をとって手間ひまかけて生産される工芸品で、近きん隣りん各都市からの人気が高く、村の主たる収入源となっている。

　そのためこの商隊は、村の命運を握にぎると言っても過言ではない。

　二ふた月つきは村に戻もどれないし、山さん賊ぞくやモンスター、悪天候などの危険も常に伴ともなうため、参加できるのは村でも一人前と認められた男だけだ。

　そんな商隊に、僕は今回参加している。

　年ねん齢れいも年齢だし、例年なら参加していた父が膝ひざを悪くした事情もあり、ちょうどいい機会だろうということで。

　そう、この商隊に参加した時点で、僕はもう一人前の男なのだ。

　それなのに、相手が肉食樹マンイートツリーとはいえ、女の子一人守れないなんて……。




　クリスティーナに出会ったのは、デーゼル川のほとりの港都市レピニリカ。水の都ヴィムタリアの姉妹都市だ。

　飯屋で知り合ったと、商隊の隊長が急にクリスティーナを連れてきた。

　何でも記き憶おくを失い、身寄りもないのだそうだ。

　だからちょっとうちで面めん倒どうを見てやらないかと、隊長はそう言うのだ。

　隊の面々からは異論なんて出なかった。みんな優やさしいから、可哀かわい想そうなクリスティーナのことを放っておけなかったんだと思う。

　でも僕は内心、不満だった。

　一人前の男だけしか入れないはずの商隊に、なんで女が？

　そう思うと、いい気はしなかった。みんなはクリスティーナをちやほやしてたけど、僕は口を利きくのも嫌いやで、極力接しないようにした。

　なのにクリスティーナは、やたらと僕に話しかけてきた。

　商隊の中で、一番歳が近かったからかもしれない。

　僕と行動を共にしたがった。

　露ろ骨こつに鬱うつ陶とうしがっても、邪じや険けんにしても、気にする様子もなく、にこにこ笑って子犬みたいについてきた。

　薪拾いなんかもそうだった。

　隊のみんなは、クリスティーナに休んでていいと言ったけれど、僕を手伝うと言ってついてきた。

　それで、あのザマだ。

　守ってあげられなくてごめんと、僕はあの後、クリスティーナに謝った。

　けれどクリスティーナは、

「私のこと、庇かばってくれました。自分のことを差し置いてでも、逃にがそうとしてくれました。とても勇ゆう敢かんで、かっこ良くて、嬉うれしかったです。ありがとう」

　そう言って、僕のことをそっと抱きしめてくれた。

　びっくりするほど柔らかくて、いい匂においがした。

　身体がかっと熱くなって、固まってしまった。

　その時から僕は、クリスティーナを見るだけで胸がドキドキするようになってしまった。




「近ちか頃ごろこの辺りじゃ山賊が出るらしい。用心しないとなぁ」

「なぁに。こっちにはパリトンさんがいるんだ。山賊なんて稲いねを刈かるようなもんよ」

「逆に身み包ぐるみ剝はいでやらぁな」

　パリトンさんはこの商隊の護衛を毎年引き受けてくれる傭よう兵へいだ。

　なんでも厳しい戦いくさから落ち延びたところを、ホイット村の人たちに助けられた過去があるらしい。

　それに深い恩義を感じ、毎年こうして、タダ同然で商隊の護衛を買って出てくれる。

　腕うではあの通り。肉食樹マンイートツリーをたった一人で、たった一ひと太刀たちで、容易たやすく倒たおしてのける猛も者さだ。

　傭兵としてもかなりの名うてだとか。

　肉食樹マンイートツリーの件もあって、パリトンさんに触しよく発はつされた僕は、夜な夜な棒っ切れを素す振ぶりするようになった。

　クリスティーナにそのことを知られるのは無む性しように恥はずかしかったので、誰だれにも言わずにこっそりと。

　それでこの日もみんなが寝ね静しずまった頃、僕は野営のテントから抜け出して、近くの林に行った。

　そこには泉があって、拓ひらけていて、月明かりをよく取り込めるため、夜の秘密特訓にはもってこい。

　……の、はずだったのに。

　何やら人の声が聞こえる。言い争っているような怒ど鳴なり声だ。

　もしや山賊かと僕は息を殺し、慎しん重ちようにそちらへ行ってみる。

　すると、泉のほとりで六人の男たちが激しい摑み合いになっていた。

　よくよく見れば、それは商隊の人たちで──、




　その悶もん着ちやくの傍かたわらには、羽織一枚を肩に掛かけただけの、ほぼ裸はだかのクリスティーナがいた。




　息が止まった。心臓も止まりかけた。

　月明かりを吸ったクリスティーナの肌はだは青白く、妖よう艶えんな光こう彩さいを漂ただよわせていた。

　その姿に目を奪うばわれながらも、耳は商隊の人らの罵ば声せい怒声に傾かたむけていた。

　要約すると、あそこにいるほぼ全員がクリスティーナと肉体関係を持っているというのだ。それが争いの原因らしい。

　胸むな糞くその悪さに吐はき気がした。

　男たちの顔ぶれを見ると独身もいたけれど、大たい抵ていは村に妻子のある人だ。

　それがクリスティーナと肉体関係を持ったという。

　しかも、今しがたクリスティーナと事に及およんでいたという半はん裸らの男なんて、商隊の隊長ではないか。

　最悪だ。

　最悪の商隊だ。

　何が〝一人前の男しか商隊には参加できない〟だ。

　そう呼ぶに値あたいしないクズばかりじゃないか。こんな商隊に拾われてしまうとは、クリスティーナはなんて不運なのだろう。ただでさえ、記憶も身寄りもないというのに……。

　助けなきゃ。

　僕が彼女を助けなきゃ。

　今度こそ彼女を逃にがしてあげるんだ。

　それでこそ本当の意味で一人前の男のはずだ。

　僕は自分のテントに引き返し、自分の荷物をまとめると、クリスティーナのテントの前で待った。

　そしてやがて帰ってきたクリスティーナの手を摑つかみ、夜よ闇やみに紛まぎれ、一目散に駆かけ出した。

　一度も振ふり返ることなく、林をかき分け、道なき道をただひたすらに逃げた。

「え!?　え!?　あの、ミック君!?　どうしたんですか!?」

「逃げるんだよ！　こんな商隊にいちゃダメだ！」

「それは、あの、どうしてですか!?」

「どうしてって、クリスティーナだって嫌だろ!?　あんな奴やつらと一いつ緒しよにいるのは！　あんな奴らの……おもちゃにされるのは！」

「……あぁ……」

　クリスティーナから、腑ふに落ちたような嘆たん息そくが漏もれる。

　と同時に、クリスティーナはぐっと足に力を込め、僕を引き止めた。

　そして言った。




「私、商隊の皆みなさんのおもちゃなんかじゃありませんよ。確かに、またこじれてしまったのは困りましたけど……安心して下さい。私別に、嫌ではなかったですから」




「──……は？」

　僕は耳を疑った。あんなクズたちに群がられるのが、嫌じゃないというのだから。

「それに、商隊の方々と一緒でなければ旅も続けられませんし……ほら、戻りましょう？」

　僕は目を疑った。クリスティーナはそう言って、後ろ暗さも何もなく、とても澄すんだ顔で笑うのだから──。

　……なんだ。なんだこれは。

　てっきり僕は、クリスティーナが無理やりあのクズどもの餌え食じきになっていて、きっと苦しんでいるのだろうと、怖こわがっているのだろうと、そう思った。

　なのに……。

　僕は愕がく然ぜんとしてしまった。

　クリスティーナとの温度差に。

　認にん識しきの違ちがいに。

　そして何よりも、クリスティーナに得体の知れない恐怖を覚えてしまっている自分自身に──。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「あ、あの！　ミック君!?」

　僕は逃げ出した。

　商隊からも。クリスティーナからも──。




「──……えと、ミック君？　帰り道……。……こんなところに置いて行かれてしまうと、とても困るのですが……」




　　　　☆




　クリスティーナと別れてから丸一日が経たった。

　最も寄よりの都市の方角は把は握あくしているけれど、そちらへ行けば商隊と鉢はち合あわせしてしまう可能性が高い。それだけは避さけたかった。

　なので僕は行く当てもなく、野を彷徨さまよっていた。

　そうこうしているうちに、また日が暮れる。

　どこか寝ねるのに良さそうな場所を探そうと、辺り一帯、起き伏ふくに富む草原を見み渡わたす。

　あの、灌かん木ぼくが肩かたを寄せ合ってる辺りがいいか。

　そう思ってそちらへ行こうとして、僕は転んでしまった。

　何かに躓つまずいたわけではない。左足がすっぽ抜ぬけたような、奇き妙みような感覚があった。

　不思議に思って、倒れ込んだ状態で僕は自分の足を振り返る。




　するとそこには、膝ひざから下の僕の左足が、棒立ちになっていた。




「──え？」

　意味がわからなくて、僕は恐おそる恐る、倒れ込んでいる自分の身体からだを見る。

　僕の左足は、膝から先がなかった。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　──っっっつああああああああああああああああああああああ！」

　遅おくれて激痛が走り、僕は絶ぜつ叫きようを上げた。




「──クリスティーナをどこへやった。ミック」




　痛みのあまり、飛びそうな意識のその隙すき間まに、ドスの利きいた声が滑すべり込む。




「わかっているのだぞ！　お前がクリスティーナを連れ出したそうだなぁ!?　あの女は、私のものだ！」




　涙なみだでぐしゃぐしゃの目で声の方を見ると、パリトンさんが鬼おにの形相でそこにいた。手に提さげた抜き身の剣けんには、僕の血が滴したたっている。

　あぁ……この人もクリスティーナと関係を持ってしまっているのか……僕は朦もう朧ろうとしながら思った。

　そして薄うすれ行く意識の中で起こったこの後の光景は、僕の瞼まぶたの裏に、胸の深いところに、克こく明めいに焼き付くことになる。

　それは死の瀬せ戸と際ぎわに見たものだから、強きよう烈れつな印象を僕に与あたえた。

　そう、僕はこの瞬しゆん間かん、自分は死ぬと思い込んでいた。

　パリトンさんが、殺気を[image: ]ほとばしらせ、血に濡ぬれた剣を振り上げたから──。




「──今、クリスティーナって言ったか？　言ったよな？」




　視界に突とつ如じよ、白い影かげが躍おどり出る。

　月明かりを反射する白いマントに銀の甲かつ冑ちゆう。

　端たん整せいな顔立ちが口くち許もとに描えがくその弓形は、勝ち気で不敵。

　それは絶世の美男子と言っても差し支つかえない騎き士しだった。

　稲いな妻ずまの如ごとく振り下ろされた、パリトンさんの剣撃を、その騎士は自らの剣で受ける。

　刹せつ那な、力と力の熾し烈れつな相克。

　雷らい鳴めいのような音と衝しよう撃げき波はが全身を叩たたき、そして──肉食樹マンイートツリーを屠ほふったパリトンさんの必殺の一ひと太刀たちは、ぴたりと止まった。

「っ!?」

「その話、詳くわしく聞かせてもらえるか？」と、騎士が言う。

　パリトンさんは飛び退のいて間合いを取り、忌いま忌ましげに怒鳴った。

「誰だ貴様はぁ！　名乗れ！」

「ルシオン・メナード」

「!?　る、ルシ……!?」

　そして平然と告げられたその名に、パリトンさんは驚きよう愕がくした。

　僕も内心で驚おどろいていた。

　ルシオン・メナード──この冒ぼう険けん者しや時代においては、誰だれもが一度は耳にする伝説だ。

「あ、あの、〝閃せん刃じんの剣聖〟!?　〝軍資に一番近い旅団サークル〟の!?　──な、なぜ貴様がクリスティーナを!?」

「なぜって、説明しづらいんだけど、そうだな……」

　パリトンさんに質ただされ、ルシオン・メナードは少し考え、小指を立てた。

「ま、俺のコレ？」

　なんてサマになる仕草だろう。

　ルシオン・メナードは数々の美女を虜とりこにしてきた稀き代たいの色男との噂うわさだけど、どうやら本当らしい。

　と、




「違いマース！　ボクのソレデース！」

「いやいやいやいや俺のアレだから」

「コレだのソレだのアレだの、一体どれじゃ、たわけども」




　声のしたほうへ首を巡めぐらすと、陽気そうなエルフと、性格悪そうな黒尽ずくめの男と、大きな鉄の腕うでを装着した女の人がてくてくと歩み寄ってくる。

　あれが、〝軍資に一番近い旅団サークル〟の面々──！

「ふ、ふざけるなぁぁああああ！」

　しかしパリトンさんにも意地があるのか、伝説の旅団サークルを前にしても剣を納めない。

　自らを奮い立たせるように気を吐はいて、ルシオン・メナードに斬きりかかる。

　が、

「──ま、クリスティーナのことはそっちの坊ぼう主ずが知ってそうだし……ちょっと静かにしててくれるか、オッサン」

　言下に振るわれた閃刃は、パリトンさんの刀身そのものを断たち──、

「なっ!?　──かはっ……！」

　首筋に叩き込まれた手刀は、パリトンさんの意識を断った。

　あのパリトンさんが相手にならないなんて──本当にこの人たち、あの〝軍資に一番近い旅団サークル〟だ！

　僕は興奮を覚えたけれど、ふと疑問に思った。

　確か〝軍資に一番近い旅団サークル〟というのは五人編成だったはず。

　でも今目の前にいるのは四人。

　とすると、残り一人は……？

「立てるか？　坊主」

　ルシオン・メナードが剣を納めて僕を振ふり向いた。

「あ、はい。……──っ！」

　弾はずみで身体を起こそうとして、僕はそれを思い出してぞっとした。

　どっと心臓が跳はね上がり、脂あぶら汗あせが噴ふき出した。

　立てるかだって？

　無理に決まってる。

　だって、僕、足が──！

「──って、あれ……？」

　斬り落とされたはずの足が──ある。

　僕は呆あつ気けにとられた。

　これは一体どういうことだろう。

「く、くっついてる……？　……なんともない……」

　パリトンさんに斬られたはずの僕の左足、膝から下が、ちゃんとあった。

　左足だけズボンが膝ひざ丈たけで、その切り端はしにも、膝にも生なま乾がわきの血が付着しているけれど、確かに左足がそこにあった。

　そういえば斬られたときの激痛もいつの間にか感じなくなっていたし、朦朧としていた意識も知らず知らずのうちに冴さえている。

　悪い夢でも見ていたのだろうか。

　まさか狐きつねにつままれたのか。




「──うん。あの人の剣の腕が良かったのも幸いしたね。しばらく無理は禁物だけど……大だい丈じよう夫ぶ。普ふ通つうに走り回れるようになるよ」




　ふと気付けば僕の傍かたわらに、どこにでもいそうな白しろ魔ま道どう士しがいた。

　あぁ、そういえば、〝軍資に一番近い旅団サークル〟には、有名な白魔道士が一人いたはず。

　確か、名前は──、




「ぼくはユーリ。君の名前は？　今話してたクリスティーナって子のこと、詳しく聞かせてもらっていいかな」







[image: 第一章　早速ですが新キャラの登場です]




　緩ゆるやかにうねる街かい道どうを、五つの足音が連なり行く。

　降り注ぐ日差しは暖かく、沿道の林が風を遮さえぎるため、歩いていると薄うっすら汗あせをかく。しかし道半分に落ちる木こ陰かげに入れば、空気は涼りようで塩あん梅ばいは良い。

　歩きながら水すい筒とうを呷あおって、ひと心地ごこちつく。キンキンに冷えた水の喉のど越ごしは最高だ。

　さっきケケにぶーぶー文句を言われながらも、氷冷の黒魔法を水筒にかけてもらってよかった。

　爽さわやかな気分になったところで、ぺこんぺこんとぼくのコネクテルが鳴る。

　慣れた手つきでコネクテルを操作。画面に文字列ラインが表示される。





《もうこの仕事辞やめさせてもらいます》






「…………」

　なにやら不ふ穏おん当とうな文言に、爽やかな気分も一変した。

　ぼくはいや～な予感を覚えつつ、この文字列ラインの送り手──エマに直接、音声コネクトをかけた。

「あの、エマさん？　今送られてきた文字列ラインなんだけど……」

『書いてある通りだよ。もうこの仕事辞めさせてもらいます』

　探さぐり探さぐり伺うと、エマの声こわ音ねはつっけんどんで、長年の経験から直感する。

　あぁ、これマジなやつだな……と。

「……またまた～」

『いや冗じよう談だんとかじゃないから。ほんともう無理』

「エマが倉庫番してくれなくなったら、ぼくの大事なコレクションたちはどうなっちゃうの……？」

　情に訴うつたえるように、ぼくはおもねった声を出したが、かえってエマは不満をぶちまけた。

『それ、倉庫番。ユーリ、最初に言ったよね？　本の整理をするだけでいいって。私もそれならって引き受けたんだよ。なのにこれ、契けい約やく違い反はんじゃん。なんで私が調べ物なんてしなくちゃいけないの？』

　刺とげ々とげしい語気に、ぼくはぐうの音も出ない。

　実はエマには、ぼくの膨ぼう大だいな蔵書の中からハイウェザー戦せん役えきについて──特にマリアについて、調べ物をしてもらっているのだ。加えてシェグの手帳から気になる文言を拾ってはそれについても調べてもらっているので、ただでさえ本を敬遠しているエマには苦行だろう。ぐずるのも仕方ない。

『最近、本に溺おぼれる夢見るんだけど』

「え、いいなー！」

『…………』

「……じゃなくて、それは悪夢だね、うん」

　素すでリアクションを間ま違ちがえた。ぼくは神しん妙みように訂てい正せいする。

『ハァ……もうやだ。うんざり』

「いや、まぁそうかもしれないけどそこをなんとか……もちろん相応の手当は出すしさ」

　ため息が真に迫せまるものだったので、ぼくは慌あわてて報ほう酬しゆうのことも口にしたが、エマの心はついに摑つかめなかった。

『だからそういう問題じゃないんだってば。私には私の生活もあるし、そっちにも支障が──あ、もうこんな時間。行くね』

　コネクテル越しに、パタンパタンパタンパタンと、本を閉じる音が立て続けに聞こえる。

「え、ちょっとエマ、どこに？」

『次の仕事場。倉庫から直接』

　そう強調されてしまっては、もはや引き止められはしない。

「……いってらっしゃい。気をつけてね」

『はい』

　力なくぼくが見送りの言葉を告げると、エマはつんと澄すました声で応こたえ、コネクテルを切った。

「はぁ……」

　今度はぼくの口から、ため息が漏もれた。

「例の幼おさな馴な染じみか？」

　前を行くルシオンが、ニヒルな笑えみでこちらを振り返っている。

　ぼくが目の前にいもしない相手にへこへこしている姿は、さぞ面おも白しろかったことだろう。

　ぼくは自じ虐ぎやく的に笑って頷うなずいた。

「うん……本嫌ぎらいだからさ、調べ物に嫌いや気け差してきたみたいで」

「そうか。俺達としても、その幼馴染みさんには頑がん張ばってもらいたいところなんだけどな」

　そうそう。これはぼくだけの問題じゃない。七しち氏し族ぞく軍ぐん資しが懸かかった大事な調べ物だ。

　だからそんな面白がってないで、エマのご機き嫌げんを取る方法を一いつ緒しよに考えてよ──そう目で催さい促そくすると、ルシオンは勝ち気な笑みを浮うかべ、勝手知ったる様子で答えた。

「花束に一言直筆を添そえて贈おくっておけよ。大たい抵ていの女はそれで上機嫌だ」

　すると、

「──うわぁ、女性経験詐さ称しようのクソ童どう貞てい野や郎ろうが何か言ってるぅ～」

　すかさず嫌味ったらしい横よこ槍やりが入る。

　言うまでもなく、ケケだ。

　ルシオンは一いつ瞬しゆん口こう端たんを引き攣つらせたが、すぐに取り澄まして言い返す。

「……じ、実じつ践せん経験はともかく、これまでに山やま程ほどの女の子を落としてきたのは事実だ。金で愛を買うしかないお前と違ってな」

　いい加減ルシオンも、ケケの童貞いじりに耐たい性せいがついてきたようだ。

「はぁあ？」

「あぁん？」

　逆にケケに嫌味を応おう酬しゆうし、張り合うまでになっていた。

　逞たくましくなったねぇ、ルシオン。同じくケケの童貞いじりに辟へき易えきしてる身としては、その成長は嬉うれしいです。一緒にケケのウザ絡がらみに立ち向かっていこうね。

「ふぅむ。女子の機嫌か……」

　さて男二人が無益な睨にらみ合いをしてる一方、シイナさんもぼくのために頭をひねってくれていた。女の子の意見、大変貴重です。拝はい聴ちようします！

「儂わしなら花より団子じゃがのう。つまり鳥のササミじゃ」

「…………」

「脳筋系女子も参考にならないから、話に入ってこないでくれるー？」

　ぼくは聞こえなかったふりをして、ケケはシイナさんの案を一刀両断したけれど、ふと閃ひらめいて膝ひざを打った。

「あーでも、ササミはともかく、それいいかもしれないですね。エマ、料理好きで、お菓か子しとかもよく作ってましたし、そういうのあげれば喜ぶかも」

「であれば、保存の利きくものを贈ってやるのはいいかもしれんな。……燻くん製せい肉とか」

「肉から離はなれろ」

　そう口にしたが最後、ケケはシイナさんに睨まれて、「わー、ちょうちょ」などと白々しく逃にげていく。

　その横でぼくは、ふむふむと相あい槌づちを打っていた。

　エマ本人からリクエストされたこともあって、何かにつけて料理本を送るようにはなったけれど……そうか、直接的に食べ物とか食材を送ってあげるのも喜ばれそうだな。

　いやーこんな簡単なことになんで今まで頭回らなかったかなぁ。本に囚とらわれ過ぎなんだよなぁ、ぼく。

　そうしてエマのご機嫌取り大作戦に光明が見えたときだった。

「──ア～ハン？」

　先頭を歩くアハトの尖とがった耳が、草食動物よろしく機き敏びんに動く。

　かと思うと急に道を外れて、沿道の林の中に踏ふみ入っていった。

「…………」

　暗あん黙もくの了りよう解かい的にぼくらがそれを見て見ぬふりすると、アハトが林の中で振ふり返り、ぼくらを手招き。

「ヘイ！　みんなもカモン！」

　ぼくらは気まずげに顔を見合わせて、ケケが無ぶ遠えん慮りよに毒づいた。

「いやだよ……。なんでお前がうんこしてるとこ見なきゃいけないんだよ……」

「!?　シット！　ホーリーシット！　ひどい誤解デス！　エルフはうんこシマセン！　いいから来てクダサーイ！」

　あ、なんだ違ちがうの？

　でも、じゃあ一体なんだろうと訝いぶかしみながら、ぼくらもアハトに続いて林の中へ踏み入った。




　　　　☆




　ぼくら〝軍資に一番近い旅団サークル〟が今いるのは、とある王国の辺境だ。

　国の名はアインブルク。豊かで治安も良好だそうだが、最近は遊牧民族による略りやく奪だつに悩なやまされているとか。

　とはいえ首都のアルテミッサは平へい穏おんそのもの。旅人や商あきないの往来にも、さしたる滞とどこおりはないらしい。

　ミック君がはぐれたという場所から、クリスティーナの足で行けるところは虱しらみ潰つぶしに探したのだけれども空から振ぶりに終わった。

　となると、クリスティーナはまたどこぞの旅団サークルにでも拾われて、さらに遠くまで行ったのかもねと、アインブルク王国の名が浮ふ上じようしたという訳だ。

　あ、ちなみにミック君が元いたホイット村の商隊は、山さん賊ぞくに襲おそわれて身み包ぐるみ剝はがされてました。

　あのパリトン？　とかいう傭よう兵へいがミック君を追いかけて商隊から離れてる間にやられちゃったそうです。

　すぐにその山賊を探し出して諸もろ々もろ取り返してあげたけど……あのギスギスした様子じゃろくに行商なんて続けられないだろうな……。

　それもこれもクリスティーナが事の発ほつ端たんということを考えると……なんか……ごめんなさい……。

　あと、ミック君はこの一件で色々トラウマを植え付けられてしまったろうけど……強く生きてね……？　性せい癖へきこじらせたりしちゃダメだよ……？

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　ともあれクリスティーナを追い、アルテミッサを目指していたぼくら。

　それが急に、アハトが道なき林の中へ。

　しばし行くと前方が拓ひらけて、林を抜ぬけてしまった。

　そこはなだらかな丘おかの上で、眼下には緑が眩まぶしい野原が広がる。

　そして勾こう配ばいを下りきった平地には、小さな集落が見え──そのすぐ近くでは、刀とう槍そうと甲かつ冑ちゆうの煌きらめきがひしめいていた。

「フー！　やっぱりデース。見てクダサーイ。天下ワレ目のＯｈ戦いくさ！」

「……分け目、ね」

　天下分け目は言い過ぎだけど、総勢一〇〇〇はありそうな、そこそこの規模の戦だ。

　一方は鳥の図ず柄がらの軍旗を掲かかげ、重じゆう厚こうそうな甲冑に身を包む騎き士したち。

　もう一方は皮革の軽装備で、民族的な装そう飾しよくを随ずい所しよにあしらった軍容の衆。

　ここがアインブルクの国内で、事前情報も鑑かんがみれば、これがなんの戦いなのかはおおよそ見当がつく。

　騎士側がアインブルク王国の正規軍。そして民族風の戦士たちが、略奪を働く遊牧民族なのだろう。

　両陣じん営えいは入り乱れ、吶とつ喊かんの声と絶ぜつ叫きようが重なる激しい戦せん闘とうを繰くり広げていた。ちなみにざっと見た感じだと、正規軍の旗色が悪い。遊牧民族の機動力に翻ほん弄ろうされているようだ。

　どうやらアハトは、これをぼくらに見せたくて寄り道をしたらしい。

「……え、なに、やっぱりうんこじゃん」

「ブルシット。ケケにとってはそうかもネ」

　にべもないケケの文句に、アハトは軽く肩かたを竦すくめるが、しかしその口くち許もとには意味ありげな笑みが浮かぶ。

「でも、シイナはこういうの好きデショウ？」

　そう。シイナさんだけは、目の前の光景を興きよう味み津しん々しんといった様子で眺ながめていたのだ。

「うむ。血が沸わくわい。目ぼしい強つわ者ものがおるならこっそり紛まぎれ込んで手合わせも……」

　シイナさんは素す直なおに首しゆ肯こうしたが、途と中ちゆうではっと言葉を飲み込んだ。さらには眼下の戦場からもアハトからも顔を背そむけてしまう。

　なんだろうと思ったが、ぼくの立ち位置からはシイナさんの表情がよく見えた。

　シイナさんは頰ほおを赤く染め、ニヤニヤと口許を緩ゆるめていた。

　あー……なるほど。アハトが自分のために気を利かせてくれたことが嬉しいのね。

　多分シイナさんからしたらこの状じよう況きようは、夜景スポットにエスコートしてもらったような感覚なんだろう。

　めっちゃ血なまぐさいけど。ロマンチックさゼロだけど。まぁ気持ちはわかる。

　でもね？　シイナさん。多分だけどね？　アハトのこの計らいはシイナさんへの恋こい心ごころとかじゃなくて、仲間への厚意の類たぐいだと思うから……浮かれ過ぎに注意ね？

「……もういいだろ。先を急ぐぞ」

　一方、ケケ同様さしてこの戦に興味が無いのか、ルシオンはさっさと踵きびすを返した。

　その背中にアハトは声を掛かける。

「でも、この国の正規軍っぽいほうが押されてマース。加勢したほうが良くないデスカー？」

「……なんでだ？」

　ルシオンは振り向いて問う。なぜだろう。心なしかその仕草はぎこちなく見える。

「正規軍が負けたら、ボクたちがこれから向かう都にも火の粉がアチチアチじゃないデスカー？　そしたら面めん倒どうくさくナ～イ？」

　そしてアハトのこの答えに、ルシオンはほっとしたような表情を覗のぞかせた。

「あ、ああ、そういうことか。……でも、いらない心配だろ」

「Ｈｍｍ～？　今日のルシオン、スゥパァドゥラ～イ。いつもならこういう時、一番に駆かけ出すのにィ」

「見てる女がいないからでしょ。こいつはそういうやつだよ。女ウケしか考えてないから。だからダメなんだよ。いいかルシオン、本当にカッコいい男ってのは、男からの信しん頼らいが厚い奴やつのことを言うんだぞ」

　老ろう若にやく男なん女によ全方位から嫌きらわれてるケケに言えた台詞せりふじゃないけどね。

「俺は分別を弁わきまえてるだけだ。他所よその国の諍いさかいに首を突つっ込むべきじゃない」

　確かにルシオンの言うことは一理あるのだけれど……なんかやっぱり様子おかしいなぁ。まるでこの場から一刻も早く離れたがっているかのような……。

「……で、あーだこーだ言ってる間にシイナさん行っちゃったけど」

　そしてそんなルシオンとは逆に、シイナさんは戦場に誘さそわれるように丘を下っていたのだった。

「！　見てないで止めろよユーリ！」

　ルシオンがげっと顔をしかめ、その後を追う。

　ごめんねルシオン。シイナさん、色んな意味で嬉しそうだったから、止めづらくてさ。




　　　　☆




　白はく刃じんが火花を散らし、魔ま力りよくの奔ほん流りゆうが飛沫しぶきを上げる。

　気勢の雄お叫たけびが天を衝つき、白熱した空気が逆巻く大乱戦──その真っ只ただ中なかを、ぼくらは物もの見み遊ゆ山さんでてくてく歩く。

「＠＠＠＠＠！　＠＠＠＠＠！」

　すると行く手に立ちはだかるのは、聞き慣れない言葉で怒ど鳴なり散らし、短たん剣けんを突きつけてくる民族風の戦士。

「……パードゥン？」

「ルシオンの地元の友達？」

「おらといっしょにするでね。おらのいうごだぁわがっぺ？」

「＠＠＠[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　緊きん張ちよう感かんも何もないぼくらに業ごうを煮にやし、民族風の戦士は襲い掛かってくる。

　が、

「話が通じる相手ではないわ！　下がって！」

　叱しつ声せいとともに、横合いから一人の女騎士が突とつ撃げきしてくる。その女騎士が鋭するどく突き出した剣が、民族風の戦士を地に沈しずませた。

「ハァ、ハァ、旅の人!?　この者達はどこぞより流れてきた遊牧民族よ。金目の物はおろか、女子供の命までも平然と奪うばうわ！　早く逃げなさい！」

「あ、は、はい。すみません。あの、ありがとうございました」

　ぼくらをこの戦いに巻き込まれた一いつ般ぱん人とでも思って助けてくれたのだろう。ぼくが緊張してついドギマギしてしまうレベルの美人さんだし、や～いい人だ。

　女騎士さんはぼくらに忠告すると、猛もう然ぜんと遊牧民族の一群に斬きり込んでいく。なのでぼくはこっそり女騎士さんの背中に、治癒ヒールをかけておいた。ガンバです。

「……で、シイナはどこ行った？」

　ルシオンが焦じれた様子できょろきょろと戦場を見回す。

　そのくせどういうわけか、ルシオンはさっきからマントのフードを目ま深ぶかに被かぶっているのだ。それ見回しづらいでしょ。ますます怪あやしい。どうしたのルシオン。

　こんな戦場においても、アハトにはしっかりシイナさんの居場所が把は握あくできているようで、アハトについていった先でシイナさんを見つけた。

　シイナさんは襲い掛かってくる遊牧民族を鉄てつ腕わんでやすやす弾はじき飛ばしながら、じっくりと何かを見物している。

「……でかしたぞアハト。面おも白しろいものが見れた」

　ぼくらがシイナさんに並び立つと、シイナさんは口こう端たんを持ち上げた。

　それはアハトへの惚のろ気けなどによるものではない。

　血気に浮うかされた、好戦的な笑えみだ。

「まだまだ未熟じゃが……筋はいい」

　シイナさんの視線の先では、一人の騎士が孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていた。

　身の丈たけは二メートル半ばにも達しようか。全身隈くまなく鋼鉄で鎧よろい、分厚い大剣を手にしながら、軽装備の遊牧民族にも引けを取らぬ機き敏びんさで、まとわりつく敵方を薙なぎ払はらう。

　その豪ごう気きな戦いざまは鬼き神しんのごとし。なるほど、シイナさんが唸うなるわけだ。

　うちの旅団サークルの面々とは比べようもないけれど、世間一般からすれば相当強い。少なくとも、白しろ魔ま道どう士しのぼくよりは強そうだ。

　とはいえである。全体の戦せん況きようとして見るならば、やはり正規軍が押されている。というより、その巨きよ体たい騎き士しの踏ふん張りのおかげで、辛かろうじて敗北は免まぬかれているといった様子だ。

　やがてジリ貧で、正規軍は潰かい走そうの憂うき目に遭あうだろう。そしてその引き際ぎわを見誤れば、あの巨体騎士とて身が危ない──そうシイナさんは見み越こしたのだろう。

「……どれ。ひとつ加勢してやるとするかのう。未来の好敵手となりうる者に、こんなところで倒たおれられてもつまらんからな」

　鉄腕をぐるぐると回し、爛らんと目を光らせて歩を進めるのだった。

　ケケが辟へき易えきして顔をしかめる。

「はい。出ました。マジでイミフな武ぶ俠きよう思考。言こと葉ば遣づかいもあんなんだし、そのうち髭ひげとか生えるんじゃないのあの人。もうめんどくさいから置いてかない？　仲間に髭生えた女いたら嫌いやでしょ？」

「でも、ここで正規軍のヘルプに入れば、都に行った時にヒーロー扱あつかいで両手にフラワーかもデスヨ？」

　しかしアハトがそうそそのかすと、

「わーい代金国持ちの酒池肉林！　ケケ、いっきまーす！」

　ケケはまんまとシイナに続き、激戦の渦うずへその身を躍おどらせた。

　まぁこうなると、ぼくも参戦せざるをえない。さっきぼくらを助けてくれた女騎士さんにも報むくいたいしね。正規軍の怪け我が人、治して回ろーっと。

「！　馬ば鹿かアハト、煽あおるな！　俺達が〝軍資に一番近い旅団サークル〟だってことは伏ふせとけよ！　厄やつ介かいはごめんだ！」

　そして最後まで参戦に渋しぶっていたのは、いつもなら真っ先に首を突っ込んでは〝軍資に一番近い旅団サークル〟であることを吹ふい聴ちようするルシオンだった。




　　　　☆




「くっ……！」

　大剣の嵐あらしを巻き起こし、他を寄せ付けずにいた鉄の山が、ついに苦く悶もんの呻うめき声とともに傾かしぐ。

「＠＠＠＠！　＠＠＠＠＠＠！」

「＠＠～！　＠＠＠＠ッ！」

　多勢に無勢。いかに精強たる巨体騎士でも、執しつ拗ようにまとわりつく数の力には抗こうしきれない。

　膝ひざをつく巨体騎士に、遊牧民族の凶きよう刃じんが殺さつ到とうした──刹せつ那な。

「〝拒絶シールド〟！」

　巨体騎士の周囲に咲さき乱れる防護の魔ま法ほう陣じん。

　輝かがやける紋もん様ようが、遊牧民族の短剣をすべて弾き飛ばす。

　そして、

「──あんたも運がいいな。俺達が通りかからなかったら危なかったぜ」

「っ!?」

　白き一陣の風が、遊牧民族たちの間かん隙げきを吹ふき抜ぬけて、巨体騎士の眼前で立ち止まり声をかける。

　依い然ぜんフードを被ったままのルシオンだ。

　ルシオンは手にした剣を一ひと振ふりして返り血を落とし、鞘さやに納める。

　と同時、遊牧民族たちの一群が、一いつ斉せいに血泉を噴ふいて倒れた。

　さらに遊牧民族たちの後背から、両りよう脇わきから、鉄腕の乙女おとめが、黒衣の魔道士が、飄ひよう然ぜんたる弓手が痛つう撃げきを加え、遊牧民族たちを一いち網もう打だ尽じん、攻こう囲いする。

「おぉ！　蛮ばん族ぞくどもがあっという間に……！」

「な、なんという強さ……あの者達は軍神の使いか何かか!?」

「この機を逃のがすな！　追い立てよ！」

　劣れつ勢せいに立たされていた正規軍が息を吹き返し、反撃の鯨波ときを上げて、戦いくさの勝敗は決したのだった。




　　　　☆




　遊牧民族たちがほうほうの体ていで潰走する様を、ルシオンは黙だまって睥へい睨げいしていた。

　背後で呆ぼう然ぜんとへたり込んでいる巨体騎士には目もくれない。

　大たい抵ていルシオンって、助けてあげた相手にカッコいい台詞を掛けるんだけど……今回は相手が男だから興味が無いのかな。

　ほったらかしにされてる巨体騎士に、なんとなく侘わびしさを覚え、ぼくがルシオンに代わって声を掛けた。

「お怪我はないですか？」

「え、えぇ……」

　返事は兜かぶとの中でくぐもっていたが、戸と惑まどいと動どう揺ようは伝わってくる。

　見ず知らずの助っ人が降って湧わいたことも、その助っ人たちの尋じん常じようならざる強さにも面めん食くらっているのだろう。無理もない。

　一応自己紹しよう介かいしたほうがいいかな？　とも思ったけれど、戦いを終えて集まってきたケケ、アハト、シイナさんにルシオンが性急に言った。

「……お前ら！　もう行くぞ！」

「いやいや、名乗り上げもしないで去るとか意味分かんないから。それじゃ加勢してやった意味ないから。俺の名前はケ──もがもがっ」

「行、く、ぞ」

　ルシオンはケケの口を塞ふさぎ、力ずくで引きずっていく。

　さっきから素す性じようを隠かくそうとしたり、この場から離はなれたがったり、なんなんだろう。

　ともあれルシオンがそんな調子なので、ぼくらも巨体騎士に一言ずつ別れを告げて、あとに続く。

「お主には天てん稟ぴんがある。精しよう進じんするが良い。いつかどこかで手合わせ出来る日を楽しみにしておるぞ」

「ハバナイスデ～イ」

「それじゃぼくらはこれで」

　と、




「ルシオン様!?」




　くぐもった声が、ぼくらの背中に追いすがった。

「…………」

　名を呼ばれた当の本人ルシオンは、ぎくりと肩かたを強こわ張ばらせ、おずおずと振ふり返る。

　するとどうだ。

「え、うそ、やっぱりそうなの!?」

　へたり込んでいた巨体騎士が、正座を崩くずしたような──いわゆる女座りというやつにぴょこんとなって、前のめりに手をついた。

　え……なにその口調と座り方……。

　おネエなの？　それとももしかして、鎧の中身は超ちようデカイ女性なの？

　などと面食らっていると急に、鎧のお腹なかがパカッと開いた。

　鳩はと時ど計けいみたいに、両開きで。

　しかしそこから飛び出してきたのは鳩ではない。

「ルシオン様ぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　人形──そう見み紛まがうほどに、瞳ひとみも髪かみも紅玉のように透すき通り美しく、未成熟の愛らしさを目鼻立ちに留とどめた、あどけない少女。

「さ、サフィ!?」

　ルシオンが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　二人は知り合いなのか、サフィと呼ばれたその少女は、嬉き々きとルシオンに抱だきついていった。

「き、君だったのか!?　どうしてこんなところに!?」

「それはこっちの台詞せりふ──いえ、こちらの台詞ですわ[image: ～][image: ～]！」

　抱きつかれたルシオンは露ろ骨こつに狼ろう狽ばいし、自分の腕うでの遣やりどころに困っている。

　そんな光景に、ケケが一言。

「ほー……いいんじゃない？　いいよ。うん。いい」

　なにが？　なにその全身舐なめまわすような目。なんでしきりに頷うなずいてんの？

　確かに鎧よろいを脱ぬぎ捨てたサフィの格好は、薄うす手ででぴっちりとした肌はだ着ぎのようなもので、ボディラインがもろに出ているけれど……相手、子供なんだけど……。女性らしい起き伏ふくとかほぼ──あぁ、まぁ、多少膨ふくらみかけみたいなところもあるけど──ほぼ皆かい無むなんだけど……。それなのに女として見てるの？　……ヴおえ！　反吐へどが出る！

　またケケとは別に、シイナさんもサフィの全身をしげしげと見やり、しきりに頷く。

[image: ]

「なんとオートマタであったか。この歳としであれだけ使えるのであればますます将来有望じゃのう。どうじゃわっぱ、我が流派の門下に入らぬか。今時期はキャンペーン中じゃから、入門料三〇パーセントオフ。さらには我が流派との提てい携けい先商館ギルドで使えるＤドラゴンポイントを六〇〇〇銅貨分プレゼントじゃ」

　オートマタ──ドワーフやホビットなど、手足が短かったり膂りよ力りよくに欠けたりする種族が、その欠点を埋うめて白兵戦に臨のぞめるようにと編み出した魔ま術じゆつ式戦せん闘とう法だ。要は鎧よろい兜かぶとを操あやつり人形のように動かし戦うのだが、修得難度はかなり高く、よほどの才能がないと使い物にならない。

　だからこそシイナさんは感心し、熱心に勧かん誘ゆうまでしているのだろう。

　まだ年とし端はもいかないのにオートマタであれだけ戦えるとあらば、相当のタマだ。

　で、一体誰だれなんだろね、この子。

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべていると、横から声が飛んでくる。

「こ、こらあなた達！　助すけ太刀だちには感謝するけど分を弁わきまえなさい！」

　ぼくらを助けてくれた女おんな騎き士しさんだ。ご無事なようで何よりです。

　女騎士さんは慌あわただしげに駆かけて来ると、サフィと、そしてルシオンの傍かたわらに侍じ立りつし、襟えりを正して呼ばわった。

「この御お方かたはアインブルク王国王女にしてルシオン・メナード様のご婚こん約やく相手、サフィ・シルバーラッシュ様であらせられる！」

　その大だい喝かつに、ぼくらは全員仰ぎよう天てんして息を吞のんだ。

「!?　婚約って……え、じゃあまさか、この子がルシオンの許嫁いいなずけ!?」

「ずっと、この時を待ち焦こがれていましたわ……。もう、離しません！」

　ぼくの驚おどろきの声など気にも留めず、サフィはルシオンのお腹にうっとりと頰ほおずりをしている。

　そしてルシオンはというと……、

「…………」

　助けを求めるような目で、ぼくらを見ていた。







[image: 第二章　そして例のあの娘も登場です……]




　アインブルク王国の首都アルテミッサは、万ばん雷らいの拍はく手しゆ喝かつ采さいと大だい歓かん声せいで沸わいていた。

　目め抜ぬき通りの道みち端ばたも、通りに面した建物の屋根や窓辺も市民が埋め尽つくし、盛大に花はな吹雪ふぶきを舞まわせている。

　彼らのお目当ては言うまでもなく、遊牧民族の討とう伐ばつに出ていた王女・サフィの凱がい旋せんだ。

「みんな～！　ただいま～！　アインブルクを脅おびやかす連中はやっつけてきたから、もう安心して～！」

　豪ごう奢しやなチャリオットに乗ったサフィ王女が、戦勝の笑え顔がおを振りまくと、市民は大きく波打った。

「って言っても、全然私のお手て柄がらじゃないんだけど……実は白馬に乗った王子様に助けてもらっちゃって。紹介するね！　〝閃せん刃じんの剣けん聖せい〟ルシオン・メナード様だよ！」

　そしてサフィ王女が隣となりのルシオンを紹介すると、市民たちもそれに応こたえてさらに沸く。

「うおおおおお！　ルシオン様ぁああ！　ついにご結婚なさるのですね～！」

「おめでとうございます～！」

「まっことお似合いじゃ、あのお二人は！」

　戦勝の喜びに、結婚への祝福も合わさって、市民の熱ねつ狂きようはとどまるところを知らない。

　ルシオンは引きつった笑みで首を横に振るが──、

「はは、は。違ちがう。たまたま立ち寄っただけで結婚とかはまだ──」

「あとでまた公式に発表するけど、とりあえず準備は進めといてくれる？　国をあげて盛大にやるから！」

「うおおおおおおお！　かしこまりました───！　余興は我らにお任せを───！　出し抜けに歌ったり踊おどったりしますぞ───！」

「うおおおおおおお！　エルフの里で流行はやってるという〝ふらっしゅ・もぶ〟たらいうやつ、今から練習しておきますぞ───！」

「え、ちょ、サフィ？　準備って？　盛大に何をやるって？」

　ルシオンのささやかな抵てい抗こうなど、あえなくこの熱狂にかき消される。

　ルシオンのお仲間としてチャリオットに同乗していたぼくは、心配になってルシオンに耳打ちした。

「……ねえルシオン。大だい丈じよう夫ぶなんだよね？　ぼくたち、クリスティーナを探して七しち氏し族ぞく軍ぐん資しを探す旅に出るんだよね？　結婚なんてしないよね？」

「当たり前だ。心配すんでね」

　ルシオンは決然と頷いたが、表情は硬かたいわ訛なまっちゃってるわで余計心配は募つのった。

「ていうかさぁ、なんで黙だまってたの？　アインブルクがルシオンの婿むこ入いり先だって。言ってくれれば対策打てたのに」

　続けてぼくがそうなじると、ルシオンはケケとアハトを顎あごで指す。

「……下手へたに言ったら、絶対こいつらが面おも白しろがるだろ……」

「あー……まぁ、確かに。野次馬根性出すだろうねえ……。でも、それならぼくかシイナさんだけにでも相談してくれればよかったのに」

　ケケとアハトはともかく、ぼくとシイナさんは無む闇やみやたらと面白がったり茶化したりするような性格ではない。分別を弁えてるつもりだ。

　するとルシオンも得心がいったようで、後こう悔かいを滲にじませて目を伏ふせた。

「……悪い。確かにその通りだな」

　まぁ、ぼくらが頼たよりなかったっていうのもあるかもしれないけどさ、次は一言くらい声かけてよ。相談に乗るから。

「ねえねえ。私とルシオン様はこれから王宮に行くけど、他ほかの人たちはどうする？」

　ぼくとルシオンが内ない緒しよ話ばなしをしていると、サフィ王女がぼくらを振り向いて訊たずねてきた。

「もちろんついて──もがっ」

「こいつらは町に宿を取るそうだからいい。俺だけ行く」

　王宮まで同行する気満々だったケケの口を塞ふさぎ、ルシオンが独断で答える。

「サフィの親父おやじ──ここの国王にうまく話つけて来る。お前らはちょっと待っててくれ」

　そしてぼくらにはそう耳打ちしてきた。

　まぁ、ぼくらが王宮に行く意味もないし、話こじれそうだしね。それでいいと思います。

　ぼくらがルシオンに同調すると、サフィ王女は「そう……」と少しだけ残念そうに眉まゆ尻じりを下げたが、すぐに笑顔を取り戻もどし、コネクテルを取り出した。

「じゃあさじゃあさ、連れん絡らく先だけ交こう換かんしとこ？」

「姫ひめ様、王家の者が軽々しく連絡先を教えるなど──！」

　チャリオットと並行する馬の鞍あん上じようから、女騎士さん──たぶんサフィ王女の侍臣か従卒かなんかなんだろう──がすぐさま諌いさめる。

「はいはいうるさーい。ルシオン様の友達なんだしいいじゃん別に」

　しかしサフィ王女はやかましそうにそれをあしらい、構わずケケとアハトと連絡先を交換していた。ちなみにコネクテルを持っていないシイナさんは、道場の案内カードを渡わたしていた。

　さすが王女なだけあって社交的なのね。

　あとまぁ旦だん那なになる人の友達とは仲良くしとこうという、妻としての義務感に駆られたか……なんにせよ、見かけや物もの腰ごしの子供っぽさとは裏腹にしっかりしてらっしゃる。

　素す直なおに感心していると、サフィ王女はぼくに向き直り、人ひと懐なつっこい笑みを咲さかせた。

「ほら、ユーリ君も」

「ええ。王女様さえよろしければ、喜んで」

　女騎士さんもこちらを睨にらんでいるし、礼を尽くして恭うやうやしく応じたが、サフィ王女は無む邪じや気きな笑い声を上げる。

「あはは。そんな畏かしこまらなくていいってば。ルシオン様のお友達は私の友達なんだから。サフィでいいよ」

　女騎士さんがまたも「姫様！」と叱しつ声せいを飛ばしてきたが、サフィ王女はそれを聞き流し、柔やわらかく目を細める。

「それと、ありがとね」

「え？」

「〝拒絶シールド〟かけてくれて。助かっちゃった」

「…………」

　一いつ瞬しゆんなんのことかわからなくて言葉に詰つまったが、すぐに戦場でのことを思い出す。

　サフィ王女に迫せまっていた遊牧民族たちの凶きよう刃じん──それを防いだ〝拒絶シールド〟は、確かにぼくが展開したものだ。そしてそのことに、この子は気付いていたのか……。

「……うん。どういたしまして」

　見返りや礼を求めていたわけではないけれど、それでもこうして感謝してもらえると、助太刀した甲か斐いがあったというものだ。

　にこっと笑うサフィちゃんに、ぼくもまた自然な微笑ほほえみを返した。




　　　　☆




「サフィ様は私ら国民の娘むすめみたいなもんだよ。なにせちょっと前までは、街の子供らに交じって下町を駆け回ってたくらいなんだから。今でも私ら国民と分け隔へだてなく接してくれてねえ、本っ当にいい子。私、サフィ様大好き」

　とは、ぼくらが泊とまることになった宿屋の女将おかみさんの弁だ。

　すると宿屋のご主人も、鼻高々といった様子でこの話に割って入ってきた。

「ま、サフィ様がそんな風にのびのび出来るのも、ひとえに国王様の治政のおかげだけどな。アドルフ様は名君さ。アドルフ様が王座についてからのアインブルクは、遊牧民の奴やつらがやっかむほどの繁はん栄えいと平へい穏おんぶりだ」

「ああ、確かにそうだね。それで今度はあのルシオン様がサフィ様のお婿むこに来るんだろう？　アインブルクはますます安あん泰たいだわ」

「あんたらもいい時期にアインブルクに来たな。これからサフィ様のご結婚を祝う祭りで、国中が沸わくぞ。楽しんでいくといい」

　宿屋の夫ふう婦ふはそうぼくらに語り聞かせてくれながら、店先に飾かざり付けるものらしい結婚祝いの花はな環わを編んでいた。

　どうやらサフィちゃんはアインブルクの姫として、かなりの好感度を誇ほこっているようだ。市し井せいの隅すみ々ずみに至るまで、お祝いムード一色である。

　そしてそれは、アインブルク国民のみに限らない。

「ちくしょぉぉおおお！　あんのクソロリペド野や郎ろおぉぉぉお！　イエスロリータノータッチの一線をあっさり越こえようとしてやがる！　うらやまけしからん死ねぇぇええ！」

「ボクの故郷のエルフの里にもジョージ・タカハーシとミカ・ミーフネっていう有名な歳としの差カップルいたヨ～。でも二人を待ち受けていたのは無念の破局カタストロフ！　だから彼らの分までルシオンには頑がん張ばって欲しいデス！　応おう援えんしてマ～ス！」

「見上げたものじゃ。一国の姫でありながらあれほどの武辺を身につけるとは。類たぐいまれなる才と気骨の持ち主と見た。是ぜ非ひ我が流派に迎むかえ入れ、儂わしの直じき弟で子しとして指南したい。ルシオンに夫としてその許しを乞こえぬかのう……」

　気づけばケケもアハトもシイナさんも、すっかりサフィちゃんを気に入ってしまったようで、当たり前のようにルシオンとの結婚を受け入れてしまっていた。

「……ちょっとみんな？　ダメだよ？　目を覚まして？　ルシオンは七氏族軍資探しの大事な仲間だよ」

　そんなことを言ってみんなをなだめすかしつつ、ぼくもふと思うところがあった。

　そういえばルシオンって、許嫁いいなずけとの結婚が嫌いやで七氏族軍資を探してるんだよなぁ確か。

　そうすると、ルシオンはサフィちゃんの何が不服だというのだろう。

　やっぱり年の差だろうか。まぁ確かに彼女はまだまだ子供だ。なにせあんなに可愛かわいらしいのに、彼女としゃべっていても、このぼくがまったく緊きん張ちようしないくらいなのだから。

　……その定義の仕方もどうなんだって話ではあるけど……でもともかく年の差なんてのは、歳月を重ねるほどに気にならなくなる話。

　きっと数年もすれば素す敵てきな女性になるだろう。それを見み越こして考えても、サフィちゃん、結婚相手としていいと思うんだけどなぁ……。




　　　　☆




　ルシオンとサフィちゃんのことをぼんやりと考えながら、ぼくは本ほん棚だなに並ぶ古書の背表紙に指を這はわす。

　店構えからして感じ入るものがあったが、ずばり正解。品しな揃ぞろえも状態もなかなか良く、すでに何冊か購こう入にゆうを決めた。

　アルテミッサ商店区の、とあるこぢんまりとした本屋である。

　ルシオンが王宮へ行ってる間、少し手持ち無ぶ沙さ汰たになったので、ぼくはエマへの贈おくり物を物色しに出たのだ。エマに調べ物を続けてもらうために。

　しかしふとこの本屋を見つけてしまい……ついつい……吸い寄せられるように……足を向けてみれば……おろろ？　いつの間にか本を物色してるではないか……面めん妖ような……。

　あ────────────────────もう！

　ぼくの馬ば鹿か！　本オタク！　筋金入り！　いよっ、蒐しゆう集しゆう家かの鑑かがみ！

　いけないいけない。さっさと本来の目的に戻らねばと、さらに数冊の本を抜ぬき取って、会計へ向かおうとした。

　すると視界の隅、店の最さい奥おうに、子供の後ろ姿を捉とらえた。

　その子は背せ伸のびし、目いっぱいに手も伸のばし、本棚上部の本の背表紙を指先でなぞっていた。

「──面白いよね。オルテス・リリアの掌しよう編へん。ぼくも好きだ」

　そんな光景の見て見ぬふりは、本好きの風上にも置けない。しかも手を伸ばしているのが良著とあらば尚なお更さらだ。

　だからぼくはその子の代わりに、オルテス・リリアの本を取ってあげた。

　その子は「わあ」と声を弾はずませて、こちらを振ふり向く。

　と、

「ありがとう──って、ユーリ君？」

「え、サフィちゃん？」

　ぼくらは顔を見合わせて息を吞のんだ。

　そこいらのお嬢じようちゃんとさして変わらない格好の、この国のお姫様がそこにいた。




　　　　☆




　ミドルダンディーなマスターが、銅製の杯さかずきをトレイに載のせて、ぼくとサフィちゃんのテーブルに運んできた。

　なんでもサフィちゃん一いち推おしの喫きつ茶さ店てんの、おすすめの一品なんだそうで。

　サフィちゃんが「飲んで飲んで」と笑え顔がおで催さい促そくするので、早さつ速そく頂く。

「──おぉ。ぼく、行く先々でフルーツジュース飲んでるけど……美味おいっしいねこれ！」

　たった一口飲んだだけで、ぼくはこのフルーツジュースの虜とりこになった。

　ぼくの感激っぷりに、サフィちゃんもはしゃいだ笑みを咲かせる。

「でっしょー!?　ここのフルーツジュース最高だから！　牛乳を混ぜててね、季節限定でね、ちゃんとマスターが産地まで行って買い付けてくるんだよ」

「ほほー。こだわってるんだ。道理で」

「そー。毎日でも通いたいくらいなんだけどさ、私お姫様なのにお小こ遣づかい全然なくて。でも今日はユーリ君と一いつ緒しよだから久々に来られて超ちようハッピー！　ありがとうごちそうさまー！」

「え、あ、うん……」

　なにこの子すごい。ぼく、一言も奢おごるなんて言ってないのに、ちゃっかり奢らされる流れになってる。いやまぁ奢るけどさ！　言われなくても！　相手は子供だし！

　しかしどうやらサフィちゃん、無邪気な笑顔の裏できっちり算そろ盤ばん弾はじいてるクチらしい。……正直嫌きらいじゃないです、そういう子。

「コーヒーとか紅茶より全然美味しいよねー」

　サフィちゃんもまたフルーツジュースに口をつけながらそんなことを言うので、ぼくは深ーく首しゆ肯こうしておいた。

　わかるー。さらに付け加えるなら絶対お酒より美味しい。絶対だ！

　あと決してぼくの味覚がお子様というわけではない。絶対だ！

　さてばったり本屋で出くわしたぼくらだが、そもサフィちゃんはなぜ本屋などにいたのか。ルシオンとともに王宮へ行ったのではなかったか。

　聞くところによると、ルシオンと二人で話があると、国王陛下に席を外すよう言われたらしい。そしてその暇ひまを潰つぶすべく、本屋へとやって来た……というわけだそうだ。

　宿屋の女将さんも言っていたが、サフィちゃんが城下町を散策することは極ごく日常的なことのようだ。こういう、市井との距きよ離り感かんの近さもまた、サフィちゃんの好感度を確固たるものにしている要因だろう。

　あと個人的には、暇潰しの場所に本屋を選ぶ辺りが超好感度高い。なんとサフィちゃん、ノリや見かけによらず読書を嗜たしなむ子なのだそうだ。

　文字すら読めない子供がざらにいるというのに、この歳としでオルテス・リリアの掌編に食指が動くとか超ちよう渋しぶい。ぼくたち、良いお友達になれそうだね。

　また、お召めし物なんかは飾り気がなく簡素でありながら、よくよく見れば材質は良いものを使っている。無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まんな振る舞まいながら、ふとした所作からは気品が漂ただよう。

　俗ぞく世せに溶とけ込んでいるようでいて、やはり随ずい所しよに姫ひめたる一面が垣かい間ま見みえるのだ。

　けれど、フルーツジュースに舌した鼓つづみを打っているサフィちゃんは、やっぱりどこにでもいる子供で……面おも白しろい子だなぁと、ついついぼくの口くち許もともほころぶ。

「ユーリ君もオルテス・リリア好きなんだ」

「好きだね。似た系統だとガヴァ・フェルミノも好き」

「！　ガヴァ知ってるの!?　えっ、もしかしてユーリ君って結構本読む人!?」

「……まあ、そこそこ」

　澄すまし顔でぼくは答えた。

　正直超読んでるし超本好きだしそもそもぼくが七氏族軍資を探してるのは『ガーネッシュ戦記』っていう本のためだしこれはもう世界一の本好きを名乗ってもよいのではと自負しているけどそれをひけらかすのも嫌いや味みっぽいかなと口先で謙けん遜そんしつつ表情のドヤ感を隠かくし切れていない辺りが……本好きという生き物だ！

　すみませんね、めんどくさくて！

　そんなぼくのこじらせた自意識など意にも介かいさず、サフィちゃんは嬉き々きと身を乗り出す。

「私も私も！　本、面白いよね！　パパがね、ちっちゃい時から寝ねる前にいっつも本読んでくれてたんだ。それで今でも好きなの」

　パパとは、無論アインブルク国王のこと。

　国王自ら娘むすめに本の読み聞かせとは、愛情深いお人ひと柄がらのようだ。

　そのままぼくらは、お互たがいの好きな本の話をして盛り上がった。

　サフィちゃんが読んでいる本は大たい抵ていぼくも読んでいたので、その本にまつわる薀うん蓄ちくを話すと、とても興味深そうに聞いてくれた。

『ガーネッシュ戦記』のことも勿もち論ろん話した。

　サフィちゃんは興味を持ってくれたようで、「すごいすごい！　超レアな本なんだ！　読みたい読みたい！」と目を輝かがやかせていた。

　あぁ、いいなぁこういうの……本当に楽しい……。

　本の話を存分に出来ている今この瞬しゆん間かんが、ぼくには幸せで仕方なかった。

　そしてどうやらサフィちゃんも同じ気持ちのようだった。

　本の談義が一区切りつくと、サフィちゃんは満足げに深い息をついた。

「はー……楽しい。外で遊ぶのも好きだけど、あんまり街の子たちは本読まないから、こういうお話できる人いなくて……」

　わかる～。超わかる～。ぼくもそう～。

　サフィちゃんとは本読みとしての孤こ独どくな境きよう遇ぐうも似通っているようで、ぼくは一層親近感と好感が湧わいた。

「でもなんかパパが、街の子たちも気軽に行けるような学校？　を作って、将来的には国のみんなが本を好きになるようにするんだってー。もっと早くそれやってって感じ！」

「へー」

　ぼくは深く感心して相あい槌づちを打った。

　国王は単に愛情深いだけでなく、教育にも熱心なようだ。それも実の娘に対してだけでなく、国民に対して。

　これはなかなか立派なことだ。

　下々の民たみに教育を施ほどこそうとする統治者は、あまり多くない。むしろ被ひ支し配はい者しや階級が知ち恵えをつけることを疎うとみ、教育や学習を取り上げようとする者もいるくらいだ。

　それからすると、サフィちゃんのお父さんのアドルフ国王は、真に民のことを思いやっていると言えよう。

　宿屋の夫ふう婦ふも褒ほめちぎってたけど、本当に名君っぽいな。

「でも、そんな人がよくサフィちゃんを遊牧民退治に行かせたりしたね」

　ふと思ったことが、口をついて出てしまった。

　いくらサフィちゃんが強いからといって、一国の王女を戦場の最前線に立たせたりするのはどうかと思うのだけど……重箱の隅すみをつつくような、意地悪な質問だったかな。

　しかしサフィちゃんは気に留めた様子もなく、あっけらかんと答える。

「あーそれは仕方ないんだー。王家に伝わる秘術？　があって、それを習得するには強くなきゃで……あ、これ、超秘密の話だから他ほかの人には内ない緒しよね？」

「あはは。うん」

　なるほど。そういう事情があったのね。

　サフィちゃんのうっかり具合にほっこりしつつ、ぼくが納なつ得とくしていると、サフィちゃんのほっぺたがぷくーっと膨ふくらんだ。

「でも、あんな人たちに負けてるようじゃまだまだだなー」

　遊牧民族との戦いにおいて、一時窮きゆう地ちに立たされたことを不ふ甲が斐いなく思っているのか、サフィちゃんは悔くやしげに唇くちびるを尖とがらせる。

　が、すぐにその膨らんだほっぺたは破は裂れつして、表情がデレデレ～っと緩ゆるんだ。

「──あ、でもでも、そのおかげでルシオン様に助けてもらえたって考えたらむしろラッキー？　キャー！」

　そしてほんのりと顔を上気させて、小さな握にぎり拳こぶしをぶんぶん振って身み悶もだえした。

　サフィちゃんの小さな全身からは、ルシオンへの恋こい心ごころが[image: ]ほとばしり、うずうずしちゃってどうしようもないといったご様子。

「大好きなんだね。ルシオンのこと」

　なので話を振ってあげると、サフィちゃんはこくこくと頷うなずいて、嬉うれしそうに話し始めた。

「うん。超カッコぃぃ……。超イケメンじゃん？　毎日あんなイケメンと一緒にいられるなんてヤバい。絶対太れないよ～」

「あはは、いいことだね」

「超強いしさ。──魔ま族ぞくと争いが起きてー、私は攫さらわれちゃってー、魔族がやらしい目でにじり寄って来たところをー、『やれやれ、世話の焼けるお姫様だ』みたいな、余よ裕ゆうな感じで助けてもらいたい。でもよくよく見ると戦いの傷きず跡あとが全身にあるの」

「細部まで詰つめてるね、妄もう想そう」

「ほらルシオン様って俺様系でしょ？　私、お姫様だし、ちやほやされて育ったから、そういう雑な扱あつかわれ方に弱いっぽい」

「お、おぉ……意外と冷静な自己分ぶん析せき……。でもルシオン、モテるから心配じゃない？」

「大だい丈じよう夫ぶでしょ！　宮きゆう廷てい恋れん愛あいは騎き士しの嗜みだって言うし。色んな女の人と恋愛してー、でも最終的にはちゃんと私を選んでくれたってことはー、私が一番だったってことだよね？」

「ん、うん。そう、ね……」

　これは自信なのか……それとも幼さゆえの都合のいい思い込みなのか……。っていうかサフィちゃん、ロマンチストかと思いきや結構耳年増な恋愛観もお持ちなのね……。

　ぼくが曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かしていると、サフィちゃんはほふぅと深く、一息つく。

　しゃべりたいことをしゃべって惚のろ気けて、満足したかな？

　と思った矢先、最後に一言、こう付け足した。

「……それにほら、恋愛経験豊富だから、上手にリードしてくれそうだし……」

「…………」

　それは心の声が漏もれ出たような、夢ゆめ見み心地ごこちな囁ささやきだった。

　ルシオンに思いを馳はせる遠い目は、飴あめ玉だまのように甘く溶けそうで──なるほど、これが世に言う〝恋する乙女おとめ〟かと、ぼくは妙みように感心した。

「……そうだね。ルシオンならきっといい旦だん那なさんになるだろうね」

　だからこそぼくは、それがリップサービスと知りながら、笑顔で相槌を打つのだった。

　ルシオン、サフィちゃんが思ってるようなカッコいい男じゃないんだけどね。むしろダッサダサで、それこそが真の姿なんだけどね。

[image: ]

　とはいえ彼女がルシオンに抱いだく理想、幻げん想そう、憧あこがれを、ぼくがむざむざ砕くだく意味もない。

　それに、いい旦那さんになると思ったのは本心だ。

　カッコつけがちで気き障ざなところはあるけど、良いやつなのには違ちがいないから……。

　すると、

「やっぱり!?　だよねー！　ルシオン様、ほんと好き……さっきからニヤニヤが止まらなくてやっばいの私……！　頭が沸ふつ騰とうしそうだよー！　前にアインブルクに来たときにもねー！　──あ、マスター！　メニュー持ってきて！　ユーリ君、ここケーキも超々美味しいから是ぜ非ひ食べてみて！　──でね、ルシオン様なんだけど、この前アインブルクに来たときも、──……」

　ぼくのリップサービスに気を良くしたサフィちゃんは、ルシオン熱を再燃させて、ルシオンとの思い出を話し始めるのだった。

　恋する乙女の惚気はエンドレス！　もうぼくお腹なかいっぱいですマスターお勘かん定じよう！　ケーキはこれサフィちゃんが食べたいだけだから！　ほんとちゃっかりしてるなこの子！

　けれどサフィちゃんの熱ねつ烈れつな惚気話に耳を傾かたむけていて、ぼくはふと、わかってしまったような気がした。

　なぜルシオンが、サフィちゃんとの結けつ婚こんを渋しぶっているのかが。

　それはきっと、サフィちゃんに幻げん滅めつされるのが怖こわいというのもあるんじゃないだろうか。

　サフィちゃんが、自分をこんなにも慕したってくれているからこそ、失望されるのが嫌いやなんじゃないだろうか。




　　　　☆




　アドルフ国王と話をつけてくる──。

　安心しろ、サフィと結婚なんてしない。俺は七氏族軍資を探す旅に出る──。

　ルシオンはそう言って一人、王宮へ向かった。

　ぼくらはそれを信じて待ち、城下町の宿で一夜を明かして、翌日。

　ルシオンから、教会へ来るよう文字列ラインが入った。

　指定されたのはアルテミッサ一の教会で、ぼくらはその執しつ務む室へと通された。

　中へ入ると下着一丁姿のルシオンが、仕し立たて屋やらしき男に身体からだの寸法を採られているところだった。

「む、ルシオン、お主最近たるんどるのではないか。腹筋のカットが甘いぞ」

　いやシイナさん、今注目すべきなのはそこじゃなくてですね……。

「……話、つけられなかったんだ」

「悪い……」

　ルシオンが申し訳なさそうに項うな垂だれると、仕立屋の男が背筋を伸のばさせて巻き尺を当てる。これが結婚式用の衣い装しようの採寸であろうことは、確かく認にんするまでもなく理解した。

　……まあ、教会に着いたときからさ、薄うす々うす嫌いやな予感はしてたけど……。

　だって着々と結婚式の飾かざり付けらしいことしてたもの……。

　作業工程をウエディングケーキに見立てた進しん捗ちよく表とか貼はってあったもの……。

　今日は二段目まで積み上がってたけど、あれ多分、式の前日には立派なウエディングケーキになるんだろうな……。

　とりあえず採寸が終わるのを待ち、仕立屋が出ていくのを見計らって改めてルシオンに状じよう況きようを問う。

　ルシオンは自前の服をのそのそと着ながら、苦々しい表情で答えた。

「……元々メナード家のほうが圧あつ倒とう的に立場が弱いってのもあるんだが、アドルフ陛下がかなり遣やり手でな……ここへだって、とりあえず礼拝でもして落ち着けって言われて連れ出されたんだぞ俺……採寸やら予行演習やらだなんて聞かされてなかった」

「アハン？　ワッツ予行演習」

「このあと人前式の練習やら打ち合わせやらをするらしい……」

「Ｏｈ！　リアリィ!?　それもうルシオン、人間で言うところの、ま、ま、……〝マライアのキャリー〟状態デスネ！」

　うん、そうだね。アハトの言う通り、ルシオンは〝まな板の鯉こい〟状態にあるようだ。

　しかしそれにしてもこの手て際ぎわの良さ、着実に外そと堀ぼりを埋うめられていってる感じは、もしかして……、

「ルシオンがこの結婚を渋ってるの、国王様には見み抜ぬかれてる感じ？」

「……おそらくな」

　ぼくが訊たずねると、ルシオンは呻うめく。

　なるほど、善政を敷しく名君なだけあって才知は秀しゆう逸いつ。この手の権けん謀ぼうもお手の物というわけだ。

　難しい顔のルシオンに、ケケが活を入れるように吼ほえる。

「そんなに嫌なら全部バックレて逃にげちゃえばいいじゃん！　いい加減な気持ちでサフィたんと結婚とか舐なめんな！　──あとこれ相談なんだけど、サフィたんに、俺のことは『おじ様』って呼ぶように言ってくんない？」

「強きよう硬こう手段でバックレられるんならとっくにしてる。けど俺の家のこともあるから下手へたな真似まねは出来ないんだよ」

　苛いら立だたしげな声こわ音ねと表情──ルシオンの抱いている焦しよう燥そうともどかしさが、ありありと伝わり、ぼくは気を引き締しめ直した。

「ちょっと事態を甘く見てたかも。ぼくらはすぐにクリスティーナ探しに移るよ」

　ルシオンの許嫁いいなずけとの鉢はち合あわせというアクシデントに翻ほん弄ろうされ、ついうかうかしていたが、そもそもぼくらがアインブルクに来たのはクリスティーナを探すため。

　アルテミッサに長居するのは危険なのだから、すぐにでもこの都市を発たてるよう、早さつ急きゆうにクリスティーナの身み柄がらを押さえておく必要がある。

　ぼくが言うと、ルシオンもまた決然と頷いた。

「ああ。俺ももうちょっと粘ねばってみて、突とつ破ぱ口こうを探さぐってみる」

「…………」

　ぼくはその物言いに不服を覚えたが、ルシオンはそれを察したようで、すぐにこう付け足した。

「わかってるって。助けを借りたくなったら文字列ラインするから……その時は頼たのむ」

「うん」

　その言葉を聞けて安心した。

　一人で抱かかえ込まないで、ちゃんと頼たよってほしかった。カッコつけたがりのルシオンには特に。

　これ以上状況がこじれるのは嫌だしね。

　曲がりなりにもぼくら、志を同じくする仲間だしね。

「──ルシオン様！　司教様の準備も整ったそうですわ。礼拝堂へ参りましょう！」

　ルシオンと約束を交かわしたちょうどその折、何も知らないサフィちゃんが、ウキウキした様子で執務室に飛び込んできた。

　クリスティーナ探しもあるし、ぼくらはお暇いとましようかとも思ったけれど、

「新しん郎ろうの友人にもなんかしてもらったりしたいかも！　演出で！」

　とサフィちゃん。

　満面の笑えみで言われてしまってはどうにも断りきれず……、

「……まぁ少しくらい付き合ってやってもよいのではないか。いずれこの中の誰だれかも、このような式を挙げることがあるかもしれんし、後学のためじゃ。のう？　のう？」

　とかなんとか、ちらっちらアハトのほうを見ながらシイナさんが乗り気なので、やむなく人前式の予行演習に付き合うことに。

「──司教様は祭さい壇だんでお待ちですので」

　礼拝堂の大おお扉とびらの前には、お手伝いなのか教徒らしき人が控ひかえており、ぼくらに一礼すると扉を開く。

　っていうか司教様か……。ぼくは教会を破門された身で、ぼくのことを快く思ってない人も教会組織には大勢いるのだけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか。司教レベルだと知り合いも結構いるしな……。

　一いち抹まつの不安を覚えつつも、まぁなるようになるかと祭壇へ続く赤あか絨じゆう毯たんを踏ふみしめる。

　アインブルク自体が栄えた国なだけあって、礼拝堂も立派なものだ。

　高い天てん井じようを見上げると、神々の絵画と彫ちよう刻こくがぼくらを見下ろし、自然と背筋を伸ばさせる。

　採光のステンドグラスから差し込む、色いろ鮮あざやかな光の階きざはしが美しい。

　身を包むようなパイプオルガンの音色に合わせ、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きの中を、ルシオンとサフィちゃんが腕うでを組み進む。ぼくらはその後ろからついていく形。

　祭壇では、掲かかげられた十字に向かって、司教様が声なき祈いのりを捧ささげていた。

　ぼくらは頃ころ合あいを見計らい、通路から逸それて長なが椅い子すに腰こし掛かける。

　ルシオンとサフィちゃんの二人だけが祭壇に上がった。

　するとちょうどパイプオルガンの演奏が止やんで、粛しゆく然ぜんたる静せい寂じやくが下りる中、司教様がゆっくりとこちらを振ふり返る──。




　──時が止まった。凍こおり付いた。




「──……神よ」

　ルシオンの口から祈るような言葉が漏もれるのを、ぼくはこの時初めて聞いた。

　しかしそれも無理からぬこと。

　歴れつきとした司教の法ほう衣えを纏まとい、司教としての祭事を執とり行っていたのは──、




「あれ？　みな、さん？」




　ぼくらが探し求めていた人物、クリスティーナだ。




　　　　☆




　聖歌隊の透すき通るような歌声が、礼拝堂に神こう々ごうしく響ひびく。

　しかしその厳おごそかな雰囲気に畏かしこまるでもなく、ぼくらはひそひそ話を交わしていた。

「──ふんっ。馬子にも衣装じゃな。あんな悪女が聖職者とは、世も末じゃ」

「……〝孫にもヨイショ〟……？　……オーウフ……ノ～ウ……想像しただけで泣けマ～ス。きっと家に居場所がないのデショウネ～、そのお年寄り」

「やっばい……。あの服装のクリスティーナちゃん、超ちようツボ……。俺の〝脱ぬがしたい欲〟と〝穢けがしたい欲〟を刺し激げきしまくりだよぅ……。ねえユーリ君、あの服どこで手に入るの？　元教会の人間なんだからツテあるでしょ？　言い値で買うから仕入れてよ、オネシャス！」

「破門された身ではあるけど魂たましいまで売った覚えはないから絶対やだ」

「そこをなんとか！　シャシャシャス！」

　ぼくらは長椅子に腰掛けて、祭壇上で進行する人前式の予行演習を見物していた。

「──聖なる歌が神のお耳を引き、我ら神の子らの言葉も届くことでしょう。偽いつわらざる心のままに、生しよう涯がいの伴はん侶りよを決する宣せん誓せいを」

　手元に台本があるのか、ちらちらと視線を落としつつ、それでも真しん剣けんに、粛々と、クリスティーナは司教としての役目を全まつとうしている。

「…………」

　対するルシオンは顔面蒼そう白はく。クリスティーナに目が釘くぎ付づけで、脂あぶら汗あせをだらだらと搔かいていた。
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　それを緊きん張ちようしているからとでも思ったか、隣となりでサフィちゃんはくすりと笑い、そっとハンカチでルシオンの額を拭ぬぐってあげていた。その姿の甲か斐い甲が斐いしさ、いじらしさと言ったらない。……そしてぼくの胃が痛いったらない……。

「──ルシオン・メナード様」

「は、はんいぃ!?」

　急に名を呼ばれ、ルシオンは妙みようなイントネーションで返事をしたが、クリスティーナは落ち着いた様子で微笑ほほえみ、問う。

「健すこやかなる時も、病やめる時も、あなたはこの女性を変わることなく愛すると誓ちかいますか？」

　傍はたから見ているこちらがドキドキして、そしてハッとさせられた。

　ルシオンに向けられたクリスティーナの微笑みは、どこか切なげで、寂さみしげな色しき彩さいを帯びていたから……。

「…………」

　ルシオンもそれを感じ取ったのだろう。

　ふと胸苦しさを覚えたように、きゅっと唇くちびるを引き絞しぼる。

「……ち、誓──」

　そして乾かわいた唇で答えかけた。

　が、

「ルシオン様！」

「っ!?」

　ルシオンと一いつ緒しよにぼくまでビクッとした。

　急にサフィちゃんが、ルシオンの返答を遮さえぎったのだ。

　一体何かと思えば、サフィちゃんは頰ほおを染め、口くち許もとを綻ほころばせ、もじもじとこう言う。

「……その先は、本番まで取っておいて下さい」

「[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　なんともまぁ色んな意味で破は壊かい力の高い一いち撃げきに、ルシオンは引き攣つった笑みを浮うかべ、

「うひょー！　おいおいこのヒヤヒヤ感、最高かよ～！　たまんねぇ～」

　ケケは下げ衆すっ気全開で面おも白しろがっていた。

　これを楽しめるとかどういう神経してんだこの人……ぼくはもうハラハラしすぎて心臓がもたないよ。

　そしてそれはきっと、ルシオンもそう──。




　　　　☆




　人前式の予行演習を一通り終え、諸もろ々もろの打ち合わせなども済むと、サフィちゃんはルシオンともども王宮へと引き上げていった。

　なのでぼくらだけは残り、この教会の最高権力者にあてがわれた部屋──即すなわち、司教様の私室の扉を叩たたく。

「──はい。お待ちしておりました」

　扉を開けて出てきたのは、無論クリスティーナ。

　司教用の華か飾しよくな法衣こそもう脱いでいるが、纏まとっているのは修道服。

　クリスティーナが清せい楚そな顔立ちなこともあり、とっても似合──じゃなくて、馴な染じんでいてすっかり教会関係者といった趣おもむきだが、一体何がどうしてこうなったのやら……。

　ともあれ部屋の中へ通されて、各おの々おの適当に身の置き所を定める。

　そしてぼくらの視線を一身に集めたクリスティーナが、満を持して話し始めた。

「……改めまして、お久しぶりですみなさん！　またお会い出来て嬉うれしいです！」

　これまで抑おさえていた感情が、一気に噴ふき出したかのように、クリスティーナの笑顔が瑞みず々みずしく弾はじけた。

「俺もだよー！」

「ボクもデース！」

　ケケもアハトもそれに続いて再会を喜び合い、手に手を取っての大団円！

「──って、いやいやいやいや、違ちがう。違う。そうじゃない」

　一いつ瞬しゆんぼくもケケたちに続きそうになってしまったけれど、すんでのところで踏み止とどまる。

「え……違うのですか？」

　違うでしょ。シイナさんもめっちゃ冷ややかな目でアハトとクリスティーナのことを見み据すえているし、違うはずだ。

　クリスティーナはばつが悪そうに肩かたを縮ませて、ショボンとしょげる。

　そして、

「そうですか……すみません……。私は嬉しかったのですけれど……。あんな別れ方をしてしまいましたし、もう二度とお会い出来ないと思っていたので……。特に……」

　言下に、クリスティーナは郷きよう愁しゆうを孕はらんだような瞳ひとみで、じっとぼくを見つめる。

「…………」

　ぼくはつい言葉をつまらせる。

〝特に〟……なに？　〝特に〟のあとに省略された言葉は何さ。

　もしかして、〝特にユーリ様は〟って言いたいのか？

　ぼくがクリスティーナの文字列ラインを既き読どくスルーしたから？　もう会えないと思ってたけど？　会えて嬉しいって？　そう言いたいの？　その意味深な微笑み、そういうことだよねえ？　この子に対して深読みは危険と重々承知してるけど、多分絶対そう言いたいんだよねえ君は！

　……ずるいよぉ。そういうの無しでしょぉ。嬉しくなっちゃうじゃぁん。

「…………」

　そうしてぼくとクリスティーナが訳ありっぽい感じで見つめ合っていると、それを邪じや推すいしてか、ケケがクリスティーナに囁ささやいた。

「でもユーリは、クリスティーナちゃんのこと、ボロクソ言ってたよ」

　はあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?

「いいいい言ってない言ってない！　ちょ、そういうのほんっとやめて！　ほんっとケケ最低！　言ってないからねクリスティーナ！　これケケの噓うそだから！」

「おーおー、必死必死……これは痛いところを突つかれた男の反応ですわ……」

「ケケええええええ！　治癒取消ヒールキヤンセルされたいぃぃぃぃ!?」

「ご安心をユーリ様！　ケケ様が根も葉もない噓を人に吹ふき込んで陥おとしいれようとするような方であることはわかってますので！」

「えっ!?　……ははっ、や、やだな～クリスティーナちゃん。人聞き悪～い。俺はそんなひどい真似まねしないよ？　なぁアハト？」

「マザファッカ」

「……ね？　アハトもこう言ってるでしょ？　クリスティーナちゃん」

「ケケー？　これ貶けなし文句の最上級デスヨー？　──クリスティーナ？　話を元に戻もどしマショウ。聞きたいこと、話したいこと山積みマウンテンデス。でもここだとケケがうるさいデスのでとりあえずボクと二人で別室に──ごぼへ」

　話してる途と中ちゆうで、アハトの脇わき腹ばらに鉄の握にぎり拳こぶしがめり込んだ。

　アハトの身体からだはくの字にへし折れ、吹っ飛び、部屋の壁かべに激げき突とつした。

「「「…………」」」

　ぞっとして黙だまり込むぼく、ケケ、クリスティーナ。

　鉄の握り拳を解きながら、シイナさんは何事もなかったかのように平然と言う。

「何をはしゃいどるんじゃ、お主ら。話を元に戻さんか。──それとユーリ、アハトの内臓も元に戻しておいてくれるかの」

「はい……」




　　　　☆




　思案げな顔をしながら、クリスティーナが話を始めた。

「ええと、どこから話せばいいのでしょうか……。商隊の方々に拾って頂いたということは文字列ラインしたと思うのですが……あのあと色々あって、商隊の方々とははぐれちゃいまして……」

　ああ……うん……それ知ってる……。ぼくらその人達と会ったもの……。

「〝色々あった〟ではなく〝色々した〟の間違いじゃろ」

　すかさずシイナさんの指し摘てきが飛び、クリスティーナは恐きよう縮しゆくして眉まゆ尻じりを下げる。

「すみません……そんなつもりはなかったんですが……」

　そんなつもりはなくても人間関係を狂くるわせるんだから、本当に恐おそろしい子だよこの子は。

　で、そのあとは？

「ケケ様に買って頂いたコネクテルも、商隊の方々のところに置いてきてしまって……そもそも魔ま力りよく切れで使えない状態でしたし……行く当てもなく途方に暮れていたところ、今度は巡じゆん礼れい者しやの旅団サークルに拾って頂きまして、こちらの教会に」

　巡礼者の旅団サークル……旅団サークル？

　ぼくは猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚えつつ、話の先を促うながす。

「なるほど。で、それがなんで司教なんてやってるの？　そう簡単になれるもんじゃないはずなんだけど……」

　言うまでもなく、司教は教会における重役だ。教会で生まれ育った生きつ粋すいの修道士や、神学校で教育を受けた貴族ですら、その地位にまで上がれるのはほんの一握り。

　アインブルクのような大国における教会の最高責任者が司教職であるということからも、その地位の高さが推おし量れよう。

　そんな役職になぜ、たまたま巡礼者旅団サークルに拾われただけのクリスティーナが就ついているのか。

　ぼくが恐こわ々ごわと問い質ただすと、クリスティーナは言いづらそうに口を開いた。

「それがその……巡礼者旅団サークルの方々ともども、この教会でしばらくご厄やつ介かいになることになったのですが……みなさん失しつ踪そうしてしまいまして……」

「……みなさんって？」

「その巡礼者旅団サークルの方々と、この教会の司教様と助祭様たちです……」

「ちょっともぉぉう……！」

　悲ひ嘆たんの呻うめき声を絞しぼり出しながら、ぼくはその場に膝ひざから崩くずれ落ちた。

　やっちゃったよ……やってくれちゃったよこの子……。

　詳しよう細さいを語ってもらうまでもなく、この教会の関係者が失踪した理由を理解した。

　クリスティーナ、商隊だけに飽あき足らず、ぼくの古巣にして博愛と奉ほう仕し、克こつ己きと禁欲の園そのたる教会を崩ほう壊かいさせてくれちゃったよ……。

　しかもみんな失踪したって……これきっと相当もつれさせたんだろうな……。

　人間関係、しっちゃかめっちゃかにしてくれたんだろうな！

　道理で教会内で結けつ婚こん式の準備とかしてるの、教徒の方ばっかりなわけだ！

「なので責任を取らねばと思い、教徒の方々のご協力を得ながら教会の仕事をすることになりまして……気付いたら司教様のお役目も代理で務めているという状じよう況きようです……」

「…………」

　正直、この件に関してはクリスティーナに反感を寄せずにはいられない。

　破門されてしまったとはいえ、ぼくは今でも教会に恩義を感じ、里心を強く持っている。

　そしてそれは故郷の教会にのみ寄せられた思いではない。教会という組織そのものへの思いだ。

　だから、それをめちゃくちゃにされたなんていうのは、自分の家族を引き裂さかれたような気さえしてしまう。

　なのに──、

「…………っ」

　クリスティーナのこの、本当に申し訳なさそうな表情を前にすると、憎にくみきれずにいるぼくがいる。

　彼女に悪意がないことはわかっているし、責任という言葉も出たし、反省しているのは伝わってくるから、恨うらみきれずにいるぼくがいる。

　それに冷静に考えると、一方的にクリスティーナばかりを責めるのも筋すじ違ちがいかなとも思うのだ。

　だってクリスティーナは、何も司教様たちを襲おそったりしたわけではないだろうから。

　司教様たちがクリスティーナに惑まどわされさえしなければ、何事も起こらずに済んだはずなのだから。

　現にぼくはギリギリのところで自制心を利きかせて、踏ふみ止まれた。クリスティーナの毒どく牙がに掛かからず貞てい操そうを──白魔道士としての能力を守り抜ぬいた。

　だからこの教会の崩壊は、司教様たちの自じ業ごう自じ得とくと言えなくもないのかもしれない。

　心が弱かったというか、修しゆ行ぎよう不足というか……。

　そう考えると、クリスティーナへの反感も緩かん和わされていって、立ち上がる気力も湧わいてきた。そして膝を払はらいながら、何とはなしに訊たずねる。

「……ちなみになんだけど、ここの司教様の名前は？　ぼく、結構教会の人と繫つながりあったから知ってるかも」

「ええと、お名前は、ゼクト・ベルファスト様です」

「…………」

　耳を疑った。

「…………」

　言葉を失った。

「？　あの、ユーリ様？」

　思考も身体も硬こう直ちよくして、クリスティーナに戸惑われた。

　ようやく掠かすれた声で、ぼくは聞き返す。

「……え？　今、なんて……？」

「ですから、ゼクト・ベルファ──」




「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　その名を最後まで言わせてたまるかと、ぼくは喉のどが張り裂けんばかりに絶ぜつ叫きようした。

「聞きたくない聞きたくない聞きたくない噓だぁああああああああああああああああ！」

　その名を耳にしてたまるかと、ぼくは自分の耳を塞ふさぎ、半はん狂きよう乱らんで喚わめき散らした。

　急に何事かと旅団サークルのみんなもぎょっとしているが、なりふり構ってなどいられない。

「おいユーリ！　自分で聞き返しといてなんだその態度！　情じよう緒ちよ不安定か！　クリスティーナちゃん困ってるだろ！」

「困ってないですお気き遣づかいなく。……あの、ユーリ様？　もしかしてゼクト様のことをご存知なのですか？」

　ケケを即そく座ざにあしらい、クリスティーナは気遣わしげにぼくに問いかける。

　ぼくは吠ほえるように答えた。

「ご存知も何もっ……ゼクト様はぼくの先生！　師し匠しよう！　片かた田舎いなかの教会の小こ僧ぞうに過ぎないぼくに、白魔法のいろはを叩たたき込んでくれた人！」

　さらに言うなら、出自や経歴が大きく昇しよう進しんに響ひびく教会において、身寄りのないぼくが〝なんともない白魔道士〟などと呼ばれるまでに、ぼくのことを守もり立ててくれた人。

　今のぼくを形作ってくれた大恩人だ。

「ええ!?」とクリスティーナが口くち許もとを押さえる。

「む」とシイナさんが片かた眉まゆをあげる。

　教会を破門されたぼくと懇こん意いにしていては、ゼクト様のお立場も悪くなりかねないからと、この旅団サークルに入ってからは一いつ切さいの連れん絡らくを断たっていたが……まさか今はアインブルクに赴ふ任にんされていたなんて……しかもよりによって、クリスティーナと遭そう遇ぐうしてしまうなんて……。

　運命のイタズラに打ちひしがれて、ぼくは再び、その場に崩れ落ちた。

「……確かに、大変ご立派な方でした。一見厳しそうで、怖こわそうなお方でしたが、本当は慈じ悲ひ深く、私のような素す性じようも知らぬ者にも手厚い施ほどこしを授さずけてくださって……街の人達の怪け我がや病気も、白魔法で熱心に診みられて……」

　そう。そうなのだ。恩義はもちろんあるのだが、それだけがゼクト様を慕したう理由ではない。ゼクト様は人間的にも尊敬して止やまないお方だった。

　教会も、体面のとおりに清せい廉れん潔けつ白ぱくな組織ではない。俗ぞく気けの多い人や権力志向の人もいる。むしろ上層部になればなるほどその傾けい向こうが強い。けれどもあの人は正しよう真しん正しよう銘めいの聖職者だった。厳格でありながらに、人を大らかに包み込む度量があった。

　が、

「ただ、失踪する直前にはもう白魔法をほとんど使えなくなってしまわれたようで……怪我人にはひたすら唾つばを塗ぬりたくってました。病人にはネギを首に巻きつけて帰してました」

「ぼくの恩師を返してええええええええええええええええ！」

　ぼくはたまらず泣き叫さけんだ。

　ゼクト様はそんな迷めい信しんみたいな民間療りよう法ほうに頼たよる人じゃあない！

「よし、やるのじゃユーリ！　殴なぐれ！　師の仇かたきはその弟で子しがとるものじゃ！」

「ク───ルダウン。ユーリ？　クールダウン。クリスティーナに罪はありマセーン。あとシイナも煽あおるのＮＧ」

「こんなのってないよ……」

　シイナさんがけしかけてきたけれど、ぼくにはそんな気力も甲か斐い性しようもなく、ただただ痛切の涙なみだに暮れる。

　そんなぼくの姿に同情し、罪悪感も覚え、慰なぐさめようとしてくれたのだろう。クリスティーナはこう補足する。

「ごめんなさい……。でも、あの、ゼクト様、ベッドで飛び跳はねながら『性の喜びを知った！』と、はしゃいでらっしゃいましたよ？」

「うぅ……それも聞きたくなかった……」

「あ……ごめんなさい……」

　しかしそれはかえって、ぼくの心の傷口に塩を塗るものだった。

「……ぷーくすくす」

　おお!?　今笑ったの誰だれだ!?　ケケか!?　ケケだな!?　そこに直れぇぇぇぇぇえ！　頰ほお張っぞオラァァァァァ！

「だーいじょうぶだいじょぶ！　謝る必要ないない！　そんなことより、無事合流出来たんだからさっさと行こ！」

　ケケはぼくの視線を受け流し、さりげなくクリスティーナの手を取ろうとして──さっと逃にげられる。

「イェスイェース！　めくるめくクレイジージャーニーへ出発デース！」

　続けてアハトがクリスティーナの手を取ったが、そのアハトの手をシイナさんが鉄てつ腕わんでしっぺした。

「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡ！」

「あの、行くってどこへですか？　みなさんはルシオン様のご結婚のためにアインブルクに来たのでは？」

　そしてようやく、話は本題へと戻もどる。

　ぼくは心の痛みを引きずりつつも、何とか起き上がって答えた。

「……いや、君を追いかけてたんだ」

「え……」

　その、ちょっと嬉うれしそうな、期待したような顔、やめてほしい。

　別にそういうんじゃないから。ぼくらが君を追いかけてきた理由は──、

「君の正体がわかったかもしれない。君はマリアの可能性がある」




　　　　☆




　シェグのダンジョンで見つけた手帳。

　そこに記されていたマリア・ハイウェザーの生存と封ふう印いんの件。

　そしてマリアと何かと符ふ合ごうする、クリスティーナという記き憶おく喪そう失しつの少女──つまり、クリスティーナ＝マリア説。

　それらに加え、ルシオンとサフィのことも含ふくめたここに至るまでの一連の経けい緯いを、ぼくはクリスティーナに語って聞かせた。

　やがてクリスティーナは情報を整理し、吟ぎん味みするように、そっと瞼まぶたを伏ふせ、長く息をついた。

「そうですか……私はマリア……」

「あくまで仮説だけど、可能性は高いと思う。……どう？　何か思い出した？」

　期待半分で訊ねてみたが、クリスティーナは首を横に振ふる。

「……いえ。すみません……」

「そっか……。いや、謝ることはないよ。でもとにかくそういうわけだから、お互たがいのためにももう一度やり直したいんだ。もし君が本当にマリアなら、君の記き憶おくを探すことが七氏族軍資を見つける大きな手て掛がかりにもなるだろうから」

「…………」

　ぼくが旅団サークルとしての意向を伝えると、クリスティーナは思いがけぬ申し出に戸惑っているのか、ふと押し黙だまる。そして、

「……そう、ですか……七氏族軍資のために……それで……」

「？」

　クリスティーナは束つかの間、視線を落とし、ぎこちない微笑ほほえみを口こう端たんに浮うかべる。前まえ髪がみに手ぐしを通して、毛先をいじる。

　なんだろう……。心なしか、ぼくにはその表情が、仕草が、いじけた子供のように見えた。

　しかし、

「確かに、お互いにとって良さそうですので、是ぜ非ひまた同行させてもらえたらなぁと思います」

　言いながら顔を上げるクリスティーナ。

　そこにはもう、先さき程ほどぼくが覚えた違い和わ感かんはない。

　なのですんなり話はまとまるかとも思ったが、クリスティーナは躊躇ためらいがちにこう続けた。

「ですが、今すぐにというのはちょっと……」

　濁にごる言こと葉ば。

　そこに、扉とびらをノックする音が重なった。

　クリスティーナが返事をすると、教会のお手伝いらしき男が入ってきた。

「クリスティーナ様！　そろそろお時間です！」

「あ、はい！　今行きます！　──すみません。ちょっと席を外させてもらいます」

　クリスティーナはぺこりとぼくらにお辞じ儀ぎすると、男に続いて部屋を出て行く。

　はて何事かとぼくらもそのあとをついてくと、クリスティーナは再び礼拝堂へと足を向けた。

　そしてそこで見た光景に、ぼくらは目を見張った。

「……なにこれ……」

「Ｏｈ……バーゲンセール？」

　礼拝堂の隅すみには、懺ざん悔げ室という小屋が設置されている。聖職者が教徒の罪の告白や悩なやみなんかを、内密に聞いてあげるためのものだ。

　そういった性質上、懺悔室は普ふ通つうひっそりとしているものなのだが……なんとこの教会の懺悔室には長ちよう蛇だの列が出来ていた。

　しかも並んでる人の顔がみんな、妙みようにワクワクしてる。その瞳ひとみの輝かがやき方は、とても悩みを抱かかえてるようには見えない。

「！　見ろ……！　聖女様がいらっしゃったぞ……！」

「おぉ……今日も神こう々ごうしい……！」

　クリスティーナが礼拝堂に姿を現すやいなや、列をなす教徒たちがにわかにさざめいた。

　そして彼女が懺悔室へ入ると、列に並んでいた人たちも順番に懺悔室に入っては出てくる。……るんるんのスキップで。

　しかも懺悔室を出たその足で、再び最さい後こう尾びにつき、『こちら最後尾』と書かれた札を掲かかげるのだ。

「Ｏｈ……ループ！」

　あまりの盛せい況きようぶりを、ぼくらは啞あ然ぜんと見守る他ほかなかった。

　懺悔室がこれほどまでに盛況だなんて、普通に考えておかしな話。

　嬉き々きと繰くり返し列に並び直すループ勢を見ても、それが信しん仰こう心や本当の懺悔などではなく、下心であることは明白だった。……いや、ある意味では信仰心か、これも……。

「でゅふ、でゅふふ、そこの新規さーん、そんなとこで物欲しそうに突つっ立ってたって、懺悔室には入れないよー？　並ぶなら並ぶ。並ばないならたまらず捌はける。鍵かぎ閉め狙ねらいならループに加わるー。これ、マナー」

「お、新規にもウェルカムに声を掛かけてくなんて、さすがてっちょんさん！　古参の鑑かがみ！」

「ま、やっぱさ、俺みたいなおまいつがさ、現場の空気良くしてかないと、ね」

　ぼくらが呆ぼう然ぜんと懺悔室を眺ながめていると、ループ勢がそんな風に声を掛けてきたのだけれど……なんかこの人たち、ノリが……ちょっと……。

　自分たちで言ってるほどウェルカムじゃないし……てっちょんさん、絶対それマウンティングだし……。

　多分クリスティーナのことが大好きで、〝クリスティーナのことが大好きな自分〟に誇ほこりとアイデンティティーを持っちゃってるタイプだろうな……。

　本読みにも似たようなとこあるから、ぼく、そういう空気には敏びん感かんだよ。

　同族嫌けん悪おがむらむらと湧わき上がってきますよ。

「──それできりがないので、コネクテルで『お告げの言葉』というのをはじめてみたんです。懺悔に来る人も減らせないかなと思い」

　懺悔の時間というのは予あらかじめ決められており、それを終えたクリスティーナが疲つかれた顔でぼくらに言った。

　司教用の備品らしいコネクテルを取り出して、画面を見せてくる。

　それは〝掲けい示じ〟と呼ばれる機能画面で、特定の相手に文字列ラインを送るのではなく、クリスティーナが発信する文字列ラインを不特定多数が閲えつ覧らん出来るというものだ。

　そしてその掲示された文字列ラインには、自由にコメントを残すことも出来るのだが……、





《今日一番運勢のいい人は牡お羊ひつじ座ざのあなた。思いがけない出会いがあるかも！　ラッキーカラーは〝赤〟。ラッキーアイテムは〝ブロンズナイフ〟。今日も一日頑がん張ばりましょう！》




《おはです聖女様～。僕は牡羊座じゃないですが頑張ります～》《わーやった！　俺牡羊座！　朝食にはブロンズナイフでスライスしたトマトでも齧かじるっすー》《聖女様の仰おつしやる通りブロンズナイフを手首に当てたら赤が流れて来ましたありがとうございますそれでは仕事に行って参ります》






「浅いお告げじゃのう……。こんな占うらないをありがたがる者の気が知れんわい」

「っていうか最後のなにこいつ……怖こわくね？　黒くろ魔ま道どう士しもドン引きの闇やみの感じる……」

　お告げの内容からそれへの反応に至るまでが、苦笑いを誘さそうひどいもので……。

「はい……。このお告げもルーレットで決めてますし……」

「……ねえ、さっきも気になったんだけど、この聖女様っていうのは……？」

「ええ……こんな呼ばれ方、私なんかがおこがましいと思うのですが、何やら巷ちまたではそう呼ばれてしまっているようでして……」

　教会に聖女なんて役職はないので、愛あい称しようとしてそう呼ばれているということだろう。

　人気出過ぎだ。しかもその人気の出方が聖職者に対するそれではない。

　喩たとえるならそう……遊ゆう郭かくや娼しよう館かんの一番人気に対するそれだ。

「……というか、コネクテルはそうやすやすと庶しよ民みんに手が出せるものではなかろう。この国はそんなにも豊かなのか？」

「いえ、この国でもコネクテルは高級品です。ですが、どうやら無理してコネクテルを買う人が多くいるようで……『お告げの言葉を聞くために生活カツカツです！』とか『お告げの言葉を授さずかりたくてコネクテルを買ったら妻に実家帰られましたが後こう悔かいはないです』とか、そういった懺悔を寄せられてしまったりして……」

　クリスティーナに入れ込んで、懺悔して、そこでまたクリスティーナの魅み力りよくにのめり込んでって……なにこの負の螺ら旋せん……ダメ人間蟻あり地じ獄ごくとはクリスティーナのことよ！

　どうやらクリスティーナは教会関係者だけでなく、その教徒までをも狂くるわせてしまっているらしい。

　傾けい城せいの美少女と謳うたわれた、マリアとしての記憶──それが戻っていないにもかかわらず、これだ。

　その天然の魔ま性しようっぷりには戦せん慄りつすら覚え、ぼくが頰ほおを引き攣つらせると、クリスティーナは心苦しそうに言った。

「それであの、今このような状じよう況きようで、私の後任も決まっておりませんので、すぐに旅に出るというわけにも……。国王様にも後任を派は遣けんしてもらうよう頼たのんではいるのですが……なかなか……」

「まぁ、司教クラスの異動となると、近きん隣りんの教区との調整とか手続きとか、それなりに必要になってくるしねえ……」

　教会を崩ほう壊かいさせ、教徒をも狂わせたクリスティーナとしては、そのけじめをちゃんとつけてからこの地を去りたいのだろう。

　そしてそれには、ぼくも賛成だ。古巣である教会が荒あれに荒れているのを目まの当たりにしながら、何のケアもせず立ち去るような真似まねはしたくない。

　加えてルシオンのこともある。

　あっちもあっちで渦か中ちゆうだから、どのみちすぐにアインブルクを発たつというわけにはいかないのだ。

　せっかく七氏族軍資の大きな手掛かりを摑つかめたと思ってたのに、山積するのは七氏族軍資とは直接的に関係のない問題ばかり……。




　もどかしさを強く覚えたその日の夜の寝ねる前の読書は、いつにもまして捗はかどった。







[image: 第三章　国が変わる夜]




　昨日、人前式の予行演習を終えて以降、ルシオンからの連れん絡らくはない。

　アドルフ国王との交こう渉しようが難航しているのだろうか。助けが必要ならすぐに言ってくれと念を押してはいるので、無ぶ沙さ汰たは無事の便りとも取れるが、はてさて……いい報告を期待したい。

「──シイナさん、アハトが抜ぬけ駆がけしないように見張っといてくれません？」

「……ゆ、ユーリがそう言うなら仕方ないのう。別にアハトがどこで何をしようが儂わしは一向に構わんが、ユーリがそこまで言うのなら、アハトにデートに連れ出されてやるとするかのう。まったく仕方ないのうユーリは！　今回だけじゃぞ!?　──アハトはまだ寝とるのか？　ちょっと行って起こしてくるわい！」

「え、ええ。お願いします。……別にデートしろとまでは言ってないけど……」

　ひとまずクリスティーナの居所は押さえたので、また少しぼくら旅団サークルメンバーの身体からだは空いた。だがこの機に乗じ、またアハトがクリスティーナに手を出したりなんかしたら面めん倒どうだ。

　なので宿屋で朝食を食べながら、ぼくはシイナさんにそうお願いした。シイナさんも大喜びの様子だったので、ナイスアシストだったんじゃなかろうか。

　ちなみにケケは放置。クリスティーナにその気がないので、放っておいて大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そうして旅団サークルに気を配りつつ、ぼくはというと一人で街へと繰り出した。

　エマへの贈おくり物を探すためだ。

　一昨日おとといはついつい本屋に寄ってしまい、そこでサフィちゃんと鉢はち合あわせしてしまったこともあって、結局買いそびれていたのだ。

　宿屋の女将おかみさんに、今日開かれる市で一番大きなところを教えてもらい、足を向けてみる。

　すると、ぼくのコネクテルがペコンペコンと鳴いた。

　お、ルシオンかな？　と思いきや──、


《ユーリ君、今どこー？　なにしてるー？》



　それは、思いがけぬ人物からの文字列ライン。


《ブロッサム通りに向かってるところ。買い物したくて》

《それじゃブロッサム通りの真ん中の広場にパパの銅像が立ってるから、その前で待ち合わせしよ☆》



　何やら当たり前のように合流することになってしまったが、特に断る理由もないので、ぼくは指定された場所へ向かった。

　ブロッサム通りはすでに市が開かれて、人々の往来と屋台からの呼び込みで賑にぎわっている。

　その中央の広場では、精せい悍かんにして威い厳げん溢あふれる男の銅像が、采さい配はいを振ふるポーズで市を睥へい睨げいしていた。

　そしてそのお足元で待つこと十数分、

「お待たせー」

　先さき程ほど文字列ラインしてきた、待ち合わせのお相手──サフィちゃんが、人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべてやって来た。

「や。どうしたの？　なにかぼくに用？」

　こういうときに気の利きいた前置きも何もなく用件を急いでしまうのは、ぼくの悪い癖くせだと思う。

　サフィちゃんの笑顔に、ほんのわずかだが気き後おくれが差し込むのを見て、ぼくは内心でそう反省した。

「あ、ごめんねー。別に大した用があったわけじゃないんだけどさ、なんかまたパパとルシオン様だけでお話があるからーって」

　なるほど。それで席を外すように言われ、暇ひまを持て余しぼくのところへ──と、そういうわけか。

「迷めい惑わくだった？」

　サフィちゃんの心配に、ぼくは笑顔で首を横に振った。

「まさか、そんなことないよ。むしろサフィちゃんが付き合ってくれるなら嬉うれしいし、楽しいよ。友達だもん」

　これはお世辞でも何でもなく本心だ。本が好きという共通点もあるけれど、それ以上にサフィちゃん自身が賢かしこいし、いい子だから、一いつ緒しよにいて飽あきない。

　するとサフィちゃんは安心したように、くしゃっと破顔して胸を叩たたいた。

「よかった！　それじゃあアルテミッサマスターの私がばっちり案内してあげるから、欲しいもの、なんでも言って！　──私もそうする！」

「うん？　サフィちゃんが欲しいもの自己申告する意味、ある？　なに、奢おごれって？」

　あとこの子、油断ならないという意味でも飽きない。

　ただそういう、ちゃっかりしたところも引っくるめて、この子といると本当に心が和なごむ。

　もしかしたら、妹っていうのはこういう存在なのかなと、ふとそんなことを思うのだ。

　……我ながらなかなか気持ちの悪いことを考える。ぼくもあんまりケケのこと笑えないかもなぁ。

　……あとルシオンのことが急に憎にくたらしく思えてきた……。

　こんないい子との縁えん談だんを破は棄きしようだなんて……贅ぜい沢たくにもほどがあるし、何よりサフィちゃんが気の毒だ。罪な男だよ。神に裁かれてしまえルシオン。

　ただその時にはぼくも一緒に裁いてもらいたい。

　ぼくもまた、彼女との結けつ婚こんを望んでいない一人なのだから……。




　　　　☆




「それで、何の買い物？　やっぱり本？」

「ううん。今日は本屋はなし。本の倉庫番をやってもらってる故郷の幼おさな馴な染じみがいるんだけど、ちょっとへそ曲げちゃってさ。贈り物でもして機き嫌げん直してもらえないかなーって」

　通りを埋うめ尽つくす屋台の間を、ぼくとサフィちゃんは目移りしながらぷらぷらと歩く。

「あー、仲直りのプレゼントだ」

「そんなとこ。故郷までちょっと距きよ離りあるから保存の利くお菓か子しとか、刺し繡しゆうが好きだからなんかそういう織物とかがいいかなーって」

　ぼくが言うと、サフィちゃんの目がきゅるんと輝かがやいた。

「お菓子！　ならキャンディーとかビスケットはどう!?　超ちよう々ちよう美味おいしくて結構有名なお店あるよ！」

「あ、いいね。ビスケット好きだったはず。自分でも作ってたくらいだし」

　エマのビスケット、美味しかったなーあれ。

　教会のお務めでたまに遠出するときなんかは、旅中のおやつにとよく持たせてくれたっけ。疲つかれた身体からだに染しみるんだこれが。

「決まりだね！　私も大好きだよビスケット～」

「わかったわかった。買い物付き合ってくれたお礼に買ってあげるから」

「え!?　ほんと!?　なんか悪い～！　でもありがと～！　──あ、でもでもそのお店、ここからちょっと離はなれてるから、織物とかはこの市で探したほうがいいかも」

「そう。じゃあ織物商の屋台を回ってみようか。……ぼく、そういうのの善よし悪あしとか全くわからないから、サフィちゃんアドバイスお願いね？」

「はいはい任してー。……それにしても、お菓子作って刺繡が好きでって、女の子みたいだねー。その人」

　ふとサフィちゃんが言うので、ぼくは答えた。

「？　女だよ？　エマっていうんだけど」

「え!?　あ、そうなの!?　てっきり男の子かと……白しろ魔ま道どう士しの人って、あんまり男女で仲良くしてるイメージないから……」

　禁欲と貞てい淑しゆくがモットーの教会は、その性質上、異性との交流も必要最低限に制限される。

　なので世間一いつ般ぱん的にも、白魔道士は女っ気がない男っ気がないという印象を持たれがちで、挙げ句同性愛者ばかりという偏へん見けんと誤解を持たれていたりするものだ。

「普ふ通つう、男の子同士で仲直りのプレゼントなんてしないよな～とは思ってたけど、ユーリ君、白魔道士だし、そういうことかな～って」

　ああ、やっぱりサフィちゃんもそんな先入観でぼくを見てた……？

　同性同士の性的接せつ触しよくでも、白魔法の能力は落ちるから、同性カップルがデフォみたいな事実は一いつ切さいないんだけどね……？　……まぁ、多いことは認めるけど……。

「違ちがう違う」と、ぼくが苦笑いで否定すると、サフィちゃんは合が点てんがいったように頷うなずき、訊たずねてきた。

「それじゃその幼馴染みのエマさん？　とは付き合ってるの？　彼女？」

「まさか。ただの友達」

　ぼくのこの答えに、サフィちゃんは「ふーん……」と、なぜか腑ふに落ちないような顔でぼくをまじまじと見つめてきた。

「なんでエマさんと喧けん嘩かしたの？」

「いやまぁ喧嘩ってほどのことじゃないんだけど……」

　クリスティーナの名前や詳しよう細さいは伏ふせつつ、かくかくしかじか、手短に説明。

　ちなみに余談として、クリスティーナ絡がらみでもっと険悪な喧嘩をしたことも、そのときもぼくのほうから謝ったことなども合わせて話した。

　すると、ふむふむと相あい槌づちを打っていたサフィちゃんは、やがてふすっとひとつ、失しつ笑しようを漏もらした。

「──ふぅ、わかってないなー、ユーリ君」

　そしてニヤニヤしながらこの言い草である。

　なにがさ。なにがわかってないって？　年上をからかうんじゃありません教えなさい。

　ぼくが目で催さい促そくすると、サフィちゃんは片目をぱちっと愛らしくつむり、得意げな笑みを浮かべた。

「そういうことなら、贈り物なんかよりよっぽど効果てきめんの、魔法の言葉を教えてあげる」

　魔法の、言葉、だと……？

　そんなものがあるのか！　是ぜ非ひご教示願いたい！　……でも、

「ぼく、白魔法以外の魔術体系とかろくに使えないけど、いける!?」

　聞き返した途と端たん、サフィちゃんの顔から表情が抜ぬけ落ちた。

「……違う。そういうことじゃない」

　え、なに、何が違うの？　年上を呆あきれたような目で見るんじゃありません。




　　　　☆




　伝授してもらった〝魔法の言葉〟を文字列ラインでエマに送りつつ、それとは別に贈り物でダメ押しするのがよかろうとサフィ師し匠しようが仰おつしやるので、ぼくらは買い物を続けた。

　そして文字列ラインを送ってからおよそ一時間後のことである。

　キュイキュイとコネクテルが鳴った。音声コネクトだ。画面にはエマの名が表示されている。

　思いの外ほか反応が早い。仕事合間の休きゆう憩けいか何かだろうか。

　サフィちゃんにも通話内容が聞こえるように設定して、ぼくはコネクテルに声を掛かけた。

「もしもし？」

『……あー、私。ちょっと報告遅おくれたけど、昨日また本送られてきて、倉庫に入れといたから』

「あ、そう。うん、ありがとね。今いる街でも何冊か買って送る予定だから、それもよろしくです」

　ぼくとエマの会話を、サフィちゃんが隣となりで息を殺して聞いている。

『それは、何冊かで済むの？　何十冊の間ま違ちがいじゃなくて？』

「いやー、あっはっは、それはまぁ……状じよう況きようによりけり……みたいな……」

『ハァ……ま、いいけどさ。そういえば、神父様がすごく感謝してたよ。また匿とく名めいで絵本が送られてきたーって。孤こ児じ院いんの子たち、すごく喜んでるーって。どこの誰だれか知らないけどありがとうー、身体からだには気をつけてー、だってさ』

「お、そう。──ふっふっふ。どこの誰か知らないけど粋いきな真似まねをする人もいるもんだね」

『多分普通にお金送ったほうが喜ばれるよ？』

「送ってるって！　絵本はおまけ！　照れ隠かくし！」

『はは。わかってるって』

　他愛たわいもない会話に花を咲さかせつつ、頭の片かた隅すみでぼくは首をひねる。

　あれー？　なんか普通に雑談しちゃってるぞー？　さっき送った〝魔法の言葉〟はスルー？

　とか思っていた、その矢先だった。

『あーあと、さっきのあれ、文字列ライン、読んだ』

　ふと思い出したように、エマは言う。

『まぁ、そこまで言うなら、もうちょっとだけ頑がん張ばってあげる。……調べ物』

　漏れ出た吐と息いきと、読点の余白に、ほんのわずかな照れくささを滲にじませて──。

「！　本当に!?　ありがとう！」

　ぼくは歓かん呼こして隣のサフィちゃんを見る。

　サフィちゃんは渾こん身しんのドヤ顔でピースサインを作っていた。

　すっごい本当に一発で機嫌直った！　まだ贈おくり物もしてないのに！　サフィちゃん神！　一生ついてく何でも奢っちゃう！

　──そう喜んだのも束つかの間である。

『──と、言いたいところなんだけど、その前にひとつ聞かせて』

「え？」

『これ、誰の入れ知ぢ恵え？　それか何の本に書いてあったの？』

「え……」

『ユーリがこんな恥はずかしい台詞せりふ、自発的に送るわけないもんね』

「…………」

　バーレバレ。あそーれ、バーレバレ。

　エマに冷めた口くち振ぶりで問い詰つめられ、ぼくは言葉を詰まらせ、冷や汗あせを流す。

　と、

「──ごめんなさい。私です」

　沈ちん黙もくを守っていたサフィちゃんが、悪びれて自ら名乗り出た。

『あれ？　どちらさま？』

　ぼく以外の第三者がいたことと、さらにはその声こわ音ねが子供であることに意表を突つかれたようだ。エマは素すっ頓とん狂きような声を上げた。




　　　　☆




『──あはははは！　そうそう、ユーリって読書家気取ってるくせにそういうところあるよね。変なところで読解力不足というか、読みが浅いというか』

「そうなんですよー。さすがに呆れちゃいました。『ぼく、白魔法以外の魔術体系とかろくに使えないけど、いける!?』って……そーゆー意味じゃなーい、って。あはは」

　はじめはてっきり、サフィちゃんがエマに怒おこられてしまうのではと、ハラハラしながら二人の会話を聞いていたが……蓋ふたを開けてみればこの通り。

　妙みように馬が合ったらしい。

『くっふっふ。サフィちゃん、あんまりユーリに懐なつかれないほうがいいよ？　本の話しかしなくなって鬱うつ陶とうしいから』

「あ、その点は大だい丈じよう夫ぶです！　私も本、大好きなんで何時間でもいけます！　ユーリ君、すっごく本に詳くわしいから、色んなこと教えてくれて超ちよう楽しいです！」

『お、良かったね～ユーリ。サフィちゃんが理解ある子で。……でもサフィちゃん？　ユーリ、本が好きな自分に酔よってる感が透すけて見えたりして、鬱陶しくない？』

「え？　あ、あ───……。……の、ノーコメントで」

『ほらもうユーリ～、サフィちゃんを困らせちゃだめじゃん』

「エマが困らせてるんだよ！　……ねえサフィちゃん、ぼく、自己陶とう酔すいしてるの透けてる……？　バレバレ……？」

　エマとサフィちゃんはすっかり仲良くなり、さっきなんて連れん絡らく先の交こう換かんまでしていた。

　……あの、エマさん……？　あなたのそのコネクテルは業務用で、料金はぼく持ちだってこと、忘れないでね……？

『──それじゃユーリ、アインブルクのビスケットと織物、楽しみにしてるから』

「うん。そのかわり調べ物、引き続きよろしくお願いしますね？」

　ぼくが言うとコネクテルから、ふっとくすぐったそうな吐息が漏れる。

『まったく心にもない台詞ってわけでもないんだよね？』

　この問いかけに、ぼくは本心から「もちろん」と頷いた。すると、

『……わかった。なら、もうちょっとだけ頑張ってあげる』

　しょうがないなぁと観念したエマの微笑ほほえみが、見えずともぼくの目に鮮せん明めいに浮うかぶ。

『──それじゃサフィちゃんも、またね』

「はい！　あとで文字列ラインしますね～☆」

　そうしてエマとの通話を切り、ぼくはようやくほっと一息ついた。

「ふぅ、事なきを得た。サフィちゃん、ありがと！」

　ぼくはサフィちゃんに礼を言う。

　ぼくがサフィちゃんに言われるままに、〝魔法の言葉〟を送ってご機き嫌げんを取ろうとしたことはバレていたわけだけど、サフィちゃんがいい子だったから、きっとエマも気分良く乗せられてくれたのだろう。

　……あれ？　でも、わざわざあの台詞に心がこもってるかどうか聞いてきたってことは、少なからずあの台詞自体にもエマの心を摑つかむ何かがあったのかな？

　ほーん……あんな感じの台詞なら、割とぼく普ふ段だんから口にしてるはずなんだけどなぁ。

「……エマさん、いい人だね。私、結構人を見る目あるから間違いない！」

「はは。うん。そうだね」

　ルシオンのことを見み抜ぬけてない時点で、サフィちゃんの〝人を見る目〟とやらはお察し。さらに会話の半分くらいがぼくの悪口だったというのに、どこに〝いい人〟の要素があったろうか。

　首を傾かしげたくもなったけれど、ぼくは笑って縦に振ふっておいた。

　エマがいいやつなのは、確かに当たっているから。

「ユーリ君、エマさんと付き合っちゃえばいいのに」

　歩き出しながら、何とは無しに、サフィちゃんは言う。

　ぼくは笑って流した。

「えー？　ないない。そういう関係じゃないし。ぼく白しろ魔ま道どう士しだし。白魔道士やめるつもりもないし」

　とか言っといて、一時やめかけたけどね。クリスティーナのために。

　すると、

「ふーん……ユーリ君もそう答えるんだ」

「え？」

「白魔道士の人、みんなそう言うよね」

　サフィちゃんは不思議そうに、独り言のように、言葉を紡つむいだ。

「でもさ、そりゃあキスとか出来るに越こしたことはないけどさ、……実際私も、結けつ婚こんしたらルシオン様と……ふへっ」

　にへらと惚のろ気けを挟はさみつつ──、

「──でも、そういうことしなくても、恋こいってできるんじゃないのかなぁ」

　サフィちゃんはぼんやりと零こぼした。

　遠く、目に見えるものではないところへ向けられた、その純真な赤い瞳ひとみには、一体何が映っているのだろう。

「……うん。そうかもね。どうだろうね」

　サフィちゃんの大いなる疑問への答えを、ぼくは持ち合わせておらず、曖あい昧まいな返事しかできない。

　けれど、それでもサフィちゃんが見つめようとしている何かを、ぼくも見られるものなら見てみたくて、漠ばくたる空の青に目を向けた。




　あ、そうそう。

　ちなみに、サフィちゃんに指南されてエマに送った〝魔ま法ほうの言葉〟──その文言は……、





《君がいないとぼくはダメなので、支えてくれないですか。》






　　　　☆




　エマへの贈り物を無事に買い終え、郵便馬車の集荷場へ持っていった。

　なんとアインブルクの南の砂さ漠ばくには、飛空船の港があるらしい。送料は跳はね上がるが、馬車や船せん舶ぱくよりも断然早くぼくの故郷へ荷を届けられるので、それでの配送を選んだ。

　数日内にはエマのもとに、ビスケットも織物も届くことだろう。喜んでくれるといいけど。

「ちょっと教会寄ってくね！　飾かざり付けされてくの見たいんだー」

　すっかり夕暮れ時ではあるが、サフィちゃんは帰路ではなく教会への道を選んだ。

　なのでぼくもついていくことにした。ちらっとクリスティーナの顔を覗のぞいていこうと思ったのだ。

　……いや別に下心とかじゃなくてね？　単にあの子が色々と危なっかしいとこあるから、気になっただけだよ？　ホントダヨ？

「そういえば、サフィちゃんはあの新しい司教様のこと、知ってるの？」

「え？　ああ、私が外がい征せいに行ってる間に替かわっちゃったんだってね。パパから聞いた」

　例の遊牧民族の討とう伐ばつで、サフィちゃんは半月ほどこのアルテミッサを留守にしていたそうだ。その間に教会は崩ほう壊かいしてしまったわけだが……どうやらその辺りの事情についてはサフィちゃんは知らされてないらしい。

　というか、クリスティーナ以外の関係者が失しつ踪そうしているのだから知りようがないか……。

「前の司教のゼクト様、すごくいい人で、私可愛かわいがってもらってたのに、お別れ出来なかったな～。いつかまた会えるといいなぁ」

「ほんとに、ね……いつかまた会いたいね……」

　ただ、もしまた会えたとしても、それはゼクト様であってゼクト様じゃないんだけどね……。ぼくたちが知ってるゼクト様は、もう死んだんだけどね……。

　人前式の準備も、懺ざん悔げの時間も、もう今日は終わったのだろう。教会は閑かん散さんとしていた。敷しき地ち内に人ひと気けはない。

　けれど昨日よりもさらに、人前式の準備は進んでいた。

　門には飾り付けがなされ、庭先には椅い子すとテーブルがたくさん用意されている。きっと本番ではそこに豪ごう勢せいな料理が並ぶのだろう。

　礼拝堂の外がい壁へきに貼はり出された、例のウエディングケーキの進しん捗ちよく表は、すでに五段目まで積み上げられて、完成まで残すところあと一段となっていた。

　……ルシオン、これ逃にげ切れるのかな……本気で心配になってきた……。

　一方でサフィちゃんはその光景に、むふーと目を輝かがやかせ、期待に胸を膨ふくらませている。

　……ウエディングハイのサフィちゃん、ルシオンが婚こん約やくスルー決めたらどんな顔するだろう……。

　おぉ……考えるだけで胸が苦しい……。

　ほんとうまいことやってよねルシオン！　こんないい子を泣かせたらお兄ちゃん許さないから！　誰だれがお兄ちゃんか。

「ついでだから軽くお祈いのりしてくー」とサフィちゃんが言うので、ぼくらは二人、礼拝堂へ。

　礼拝堂の大おお扉とびらが半開きだったので、体を滑すべり込ませて中へ入る。

　夕ゆう陽ひをたっぷり取り込んだ礼拝堂は、昼間とはまた違ちがった荘そう厳ごんさを示す。

　橙だいだい色に染まる空間は、火もなく燃えているようだった。

　外同様人気はなく、懺悔室に列もなければ、長椅子に座する人ひと影かげもない。

　ただ礼拝堂の真正面、十字が掲かかげられた祭さい壇だんにのみ、若い男女が二人だけいた。

　一人は精せい悍かんな長身の青年で、もう一人は金きん髪ぱつの映はえる修道女。




「──……ん、ぁ……ぁむ……っ……んん……！」

「ハァ、ハァ、ハァ──」




　弾はずみ、湿しめり、ぴちゃぴちゃと、ヌメった糸を引く、呼吸。

　青年は激しく修道女を抱だきしめて、その唇くちびるを荒あら々あらしく貪むさぼっていた。

　修道女の臀でん部ぶを弄まさぐる青年の指の間から、溶とけそうな肉がこぼれていた。

　燃えるような横顔は、ルシオンとクリスティーナだった。




「……っ!?」

　ぼくは言葉を失って、いつか見た景色を目の前の光景に重ねた。

「え……──」

　隣となりのサフィちゃんからは、気の抜ぬけた声の欠片かけらが漏もれた。

　ぼくらが茫ぼう然ぜん自じ失しつし、棒立ちでいる間、ルシオンの腕うでの中で、クリスティーナはもがいていた。

「は、放して下さい……！　駄だ目めです！　こんなところで……！」

　獣けもののようなルシオンの唇から逃のがれ、クリスティーナは苦しげに、嫌いやそうに呻うめく。

　そしてルシオンとの身体からだの間に細腕をねじ込ませると、ルシオンを剝はがし、突つき飛ばした。

　それは演技や、駆かけ引きや、思わせぶりのそれではない。真に迫せまる拒きよ絶ぜつだった。

　クリスティーナがルシオンを見る目は困こん惑わくと憐あわれみのそれで、乱れた息を整えながら、クリスティーナは口くち許もとを拭ぬぐった。

　するとルシオンの顔が歪ゆがんだ。

　それは精悍な顔立ちも台無しの、今にも泣き出しそうな渋じゆう面めんだった。

　かと思うとルシオンは唐とう突とつにその場で膝ひざをつき、額を床ゆかに擦こすり付けて叫さけんだ。

「後生だべ、クリスティーナ！　おらと結婚してけろ！　おらぁやっぱすおめじゃねえとだめだぺっしゃ！　好きだぁぁべぇぇえええええええええええええええええええええ！」

　もはや慟どう哭こくにも近いそれは、泥どろ臭くささ、情けなさ、みっともなさの、三さん拍びよう子し揃そろった土下座プロポーズだった。

「…………」

　急速に冷めていく、ぼくの頭。

　ショックというよりもこれは、失望と落らく胆たんと辟へき易えきだ。

「え、あ、あの、こ、困りますルシオン様！　お顔を上げて下さい！」

　クリスティーナは壇上でおろおろし、弱りきったように視線を泳がせて──その視線がついに、こちらに向いた。

「あ」

　と、クリスティーナは目を丸くして、言葉をつまらせる。

　危あやうい緊きん張ちようと気まずさに、沈ちん黙もくが生まれ、それを怪け訝げんに思ったか、ルシオンもそろりと顔を上げる。

　そしてクリスティーナの視線の先を追い──ぼくらの存在に気づいた。

「!?　さ、さささサフィ!?」

　声は上うわ擦ずり震ふるえ、ルシオンの顔から見る間に血の気が失うせていく。

「ルシオン、様……？　え？　え？　あの、これ、どういうこと、ですか？　結けつ婚こんって？　あとその訛なまりは……」

　言葉を失っていたサフィが、困惑と動どう揺ようを露あらわに訊たずねる。

「……っ！」

　ルシオンは助けを求めるような目でぼくを盗ぬすみ見た。

　けれどぼくの眼まな差ざしときたら、きっと過去に類を見ないほどに冷めきっていたと思う。

　当然だ。この時ぼくは、たったひとつの思いに駆られていたのだから。

　その思いとは、

　何やらかしてくれてんだよルシオンのクソボケぇぇえええええええええええええ！

　だ。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　──……す、すまねえサフィ！　お、おら、やっぱすサフィと結婚でぎねえっちゃ！」

　するとぼくの助けは期待できないと察したか、ルシオンは今度はサフィに向き直り、土下座した。

「アインブルクさ来たのも、サフィと結婚するためなんかでね。クリスティーナささがすに来ただけだぁ！　クリスティーナは元カノなんだべしゃ！」

「元、カノ……？」

　衝しよう撃げき的なカミングアウトにサフィちゃんは色を失い、一いつ瞬しゆんふらっとよろめいた。

　それにしても元カノねぇ……元カノ……元カノって言っていいのか……？　ルシオン、ぼく含ふくめると四よん股また掛かけられてたうちの一人だから、なんか微び妙みようにモニョる表現だけど……まぁ今は細かいことはいいか。

「……婚約者の私よりも、元カノを選ぶと仰おつしやるのですか……？　過去にお付き合いした誰よりも、私のほうが良いと思ったから、お迎むかえに来てくださったのではないのですか……!?」

　泣き縋すがるようにサフィちゃんは叫んだ。

　瞳ひとみは今にも砕くだけそうなのに、それでもルシオンを真っ直すぐに見つめて離さない。それはルシオンのことを信じようと、信じたいと思っている気持ちの表れのように見えた。

　けれど、そんなサフィちゃんの瞳から、ルシオンは視線を逸そらした。そんな目で見られるのは、耐たえられないとでも言うかのように……。

「……すまね……おらぁ、サフィが思ってるよな男でねえべしゃ……」

「……っ！」

　ルシオンの力ないつぶやきを引き金に、サフィちゃんは踵きびすを返して駆け出した。

「サフィちゃん！」

　ぼくは呼び止めたけれど、サフィちゃんは礼拝堂から走って出ていってしまう。

「[image: ～][image: ～][image: ～]！　あーもー！　ほんっと何してくれてんのルシオン！」

　サフィちゃんの後を追おうとしたけれど、その前に文句のひとつでも言っておかねば腹の虫が治まらない。ぼくはルシオンを叱しかりつけた。

　しかも頭に来ていることは山積みだ。どれから糾きゆう弾だんしてやろうか。

　とりあえず一番言いたいことから言うか！

　お互たがい合意の上でのキスならまだ諦あきらめもつくけど、強ごう引いんなキスとかやめてよ！　なんか見てて悔くやしいじゃん！

　……あれ？　これがぼくの言いたいこと？

　違う違う！　えーと……。

　ルシオンにがっつり揉もみしだかれてるクリスティーナのお尻しりの映像が頭から離れないんだけどどうしてくれるんだよ！　ぼくが人生で見た中で一番エッチなシーンだ！

　……あれ？　なにこれ。ぼく、ルシオンの何に怒おこってるんだろう……。

　ぼくがルシオンにぶつけるべき怒いかりの言葉を探していると、ルシオンが下唇を嚙かんで言う。

「……っ、悪い。どうしてもアドルフ国王陛下を説得しきれなくて……八はつ方ぽう塞ふさがりで……」

「……ルシオン……」

　ルシオンの忸じく怩じたる思いが伝わって、ぼくは振ふり上げた拳こぶしを下ろしかけた。

　が、

「だから、どうにもならないその悩なやみを、苦しみを、懺ざん悔げ室で打ち明けてたら、気持ちが盛り上がっちまって……」

「ざ、懺悔室!?　クリスティーナのいる!?」

「ああ……。……くっ！」

「こ、ここここの野や郎ろうルシオン馬ば鹿か野郎！　なにが〝くっ！〟だ！　わざと墓ぼ穴けつを掘ほりに行ったなさては!?」

　よりによってなんでクリスティーナを相談相手に選ぶのか。

　助けが必要ならぼくらで力になるからと、すぐに連れん絡らくしろと、口が酸すっぱくなるほどそう言ったはずなのにこの有様！

　ぼくは治めかけたルシオンへの怒りを再び噴ふき上がらせた。

　と同時にルシオンにばかり構ってもいられないと、ぼくはサフィちゃんの後を追おうとした。

　すると、

「ユーリ様！　お待ち下さい！」

　踵を返したぼくを、クリスティーナが呼び止める。

　振り返ると、クリスティーナが修道服の裾すそを摘つまんで、祭壇からこちらに駆けて来た。

　何事かと焦じれったく思っていると、クリスティーナはぼくのローブの袖そでを健けな気げに摘まんで、縋るようにこう言った。

「私は、ルシオン様には、何もしていません。ユーリ様にそれを誤解されるのは、嫌です……」

「…………」

　ずくんと、胸が高鳴った。

　そのわけは咄とつ嗟さには判然としない。

　けれど、瞳が潤うるむ切実そうな顔で、息を切らしてまで、わざわざそんなことを言いに来られたことは、ぼくの胸に得も言われぬ熱を灯ともした。

　……とはいえ、

「わ、わかってるから」

　直感的にぼくは危険なものを覚え、クリスティーナにローブの裾をそっと手放させる。

　するとクリスティーナの眉まゆ尻じりが不安げに下がった。抱いだく必要なんてないのに、ぼくは罪悪感を抱いた。

　けれどそれを振り切って、ぼくはサフィちゃんの後を追い、礼拝堂を飛び出した。

「サフィちゃん！」

　ぼくの声が虚むなしく響ひびく。

　サフィちゃんの姿はどこにも見当たらない。

　ぼくは急いでコネクテルを取り出して、サフィちゃんに音声コネクトをかけた。

　キュイキュイという呼び出し音が鳴り止やまず、ぼくは文字列ラインを送ることにした。

　文面は、迷った挙げ句、簡潔に、


《大だい丈じよう夫ぶ？》



　その一言。

　すると既き読どくは思いの外ほか早く付いた。

　けれど、それから待てど暮らせど返事はない。既読スルーだ。

　それは、サフィちゃんが負った傷の深さの証あかしだろう。

　あの気配りのできるサフィちゃんが、既読スルーなんてそう滅めつ多たにするはずないだろうから……。

　それを思うと、心が痛んだ。

　悪いのはルシオンかもしれない。

　けれどぼくだって、ぼくの目的のために、ルシオンとサフィちゃんの結婚に反対していた。

　言ってしまえばぼくは、サフィちゃんの失しつ恋れんを望んでいたのだ。

　さすがにこんなひどい形での失恋なんて望んでいなかったけれど、そのことに変わりはない。

　だからこそ、現実にそうなってしまった今、ぼくの胸中には共犯者めいた意識が芽生え、良心の呵か責しやくを喚かん起きする。

　最低だ。

　どの口で彼女に慰なぐさめの言葉を掛かけられるというのだろう。

　ぼくは宿屋のベッドで、夜が更ふけるまで悶もだえた。




　そしてこの日を境に、アインブルク王国は一変する。
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「──ーリ。ユーリ。ウェイクアップ」

　囁ささやき声と、肩かたを揺ゆする手が、ぼくの意識を眠ねむりの淵ふちから掬すくい上げる。

　寝ね返がえりを打って、重たい瞼まぶたを薄うっすら持ち上げた。夜明けはまだ遠く、真っ暗な部屋、耳の尖とがった特とく徴ちよう的なシルエットが、ぼくのことを覗のぞいていた。

「……ん、んん……ふぁ、どうしたの？　アハト」

　あくびとともに上体を起こす。

　明かりも点つけぬまま、アハトは珍めずらしく緊きん迫ぱくした小声で答えた。

「どこの誰だれか知らないデスケド、武装グループがこの宿を囲もうとしてマース。すぐに出マショウ」

　寝ぼけ眼まなこが一瞬で冴さえた。

　ぼくは暗がりの中、手て探さぐりで荷物をまとめ、ものの数秒で出発の準備を整えた。

「ケケ起こしてくる」

「ボクはシイナを」

　そう示し合わせて、アハトが隣となりのシイナさんの部屋に入っていく。




「──……な、なな、なんじゃアハト。よもや夜よ這ばいかっ。……ふ、ふふっ、面おも白しろい。この儂わしを組み伏ふせられるものならやってみい。さぁ来い！」

「ノー！　誤解よシイナ！　早くベッドから起きて！　そんなアントニー・イノキＶＳ．マホメド・アリ状態で臨戦態勢に入ってる場合じゃないデスヨ！　──……」




　扉とびらの隙すき間まからそんなやり取りが漏もれ聞こえてきたが、ぼくは構わず、さらに隣のケケの部屋へ。

「ケケ、ケケ」

「…………」

　暗くら闇やみの中においてもなお黒い塊かたまり──ベッドの隅すみっこで丸くなって寝ているケケを、ぼくは揺する。が、

「…………」

　ケケは一度寝付くとなかなか起きない。揺すっても声を掛けても無反応。微び動どうだにせず、いびきはおろか寝息すら聞こえてこない。

　ケケってほんと死んだように眠るから、たまに不安になるんだよなぁ……白しろ魔ま道どう士し的に。

　ぼくはケケを揺するのをやめ、手のひらをぴたりと身体からだに添そえた。

　そしてケケの身体の中に、水圧を掛けるイメージで魔力を流し込む。

「よっと」

　それは白魔法の初歩。〝気付け〟。

「──……ん？」

　するとケケは、寝起きとは思えない軽かろやかな動作で、ようやく起き上がるのだった。

　そしてぼくに胡う乱ろんな目を向けてこう言う。

「……また寝る前に怖い本なんて読むから……。俺はついてってやらないぞ、トイレ」

「違ちがうし……。敵てき襲しゆう。すぐに発たつ準備して」




　　　　☆




　騎き士し隊による宿屋の包囲が完成した。彼らの手には、抜ぬき身のショートソードが握にぎられている。

　隊長らしき男が手て振ぶりだけで突とつ入にゆうを指揮すると、部下の騎士たちが、極力物音を立てないように、中へ踏ふみ入っていく。

　動きは慎しん重ちようでありながら迅じん速そくで、統制も取れており、練度の高さが見て取れた。

　騎士隊は案の定、ぼくらの部屋に踏み込んだようだ。窓からその様子が窺うかがえる。

　しかし残念ながら、もうそこにお目当てのぼくらはいない。

　ぼくらは数軒けん離はなれた民家の屋根の上から、その様子を眺ながめていた。

「──さ、あらかた中に入ったことだし、宿ごと燃すか！」

　ケケが嬉き々きと、手のひらに黒くろ紫むらさきの炎ほのおを揺らめき立たせる。

「ダメだから。無関係のお客さんもいるし、それにあれ、アインブルクの兵士たちだ」

　ケケを諌いさめ、ぼくは騎士隊隊長の直垂ひたたれに目を凝こらす。そこには鳥の図ず柄がらの、アインブルクの国章が刻まれていた。

　ぼくもアハトもてっきり、相手は連合側の刺し客かくだろうと思った。彼らによるぼくらへの襲しゆう撃げきは、今に始まったことではないからだ。

　しかしどういうわけか、ぼくらは今アインブルクの正規兵に追われているらしい。

「なぜ儂らの寝首をかこうというのかのう。あの者らには感謝こそされども、襲おそわれる謂いわれはないはずなのじゃが」

　まったくだ。身に覚えが全くない。

　が、だからこそ事を荒あら立だてしまうのは悪手。彼らを撃退するのは容易たやすいが、状じよう況きようも事情も把は握あくしていない今、いたずらな衝しよう突とつは避さけるべきだろう。

　相手がアインブルクの正規軍なら、そちら側にいるルシオンやサフィちゃんは何か知っているかもしれない。

　そう思って二人に文字列ラインは送ったが、既読は未いまだつかない。まぁ、時間が時間なので寝ているのだろう。

「とりあえず夜明けを待って様子を見よう」

　ぼくらはその場から離り脱だつして、下町のほうへ身を隠かくした。




　　　　☆




　翌日の昼頃ごろ、ぼくらはアルテミッサの中央広場へ行ってみた。

　道中、何かを探すような鋭するどい目つきでアインブルク兵が巡じゆん回かいする姿を何度も見た。

　なので念のため各おの々おの変装をし、移動の際には人ひと混ごみに紛まぎれた。

「──なにこれどういうこと……？」

　そうして中央広場にたどり着き、そこで見た光景にぼくらは面めん食くらった。

　どうやら王宮からのお触ふれ書がきが出たようで、アドルフ国王陛下の銅像の脇わきに、立て札が掲かかげられている。

「うおおおおおお！　クリスティーナ様ぁぁぁああああ！」

　そしてその立て札の前には、何やら熱ねつ狂きよう的な男たちがいて、知った名前を叫さけんでいた。

「やりましたね！　てっちょんさん！　俺達の推おしが報むくわれたっすね！」

「うん、うん……感かん慨がい深いねえ……ここまで来たねえ……」

　見覚えのある顔がちらほら見当たる。彼らは確か、クリスティーナを信しん奉ぽうしていた〝懺ざん悔げ室ループ勢〟ではなかったか。

　彼らの上げる雄お叫たけびは、喜びと希望に溢あふれる歓かん呼このそれだ。眦まなじりに感かん涙るいを滲にじませて、固い握あく手しゆや抱ほう擁ようを交かわす者もいる。

　一体何の騒さわぎだ。何を盛り上がっているんだ。

　人ひと垣がきを縫ぬって、ぼくらも立て札のお触書を読みに行く。




【アインブルク国王の名において、司教代理クリスティーナを、聖女として正式に認め、これを崇すう拝はいと信しん仰こうの対象として広く国民に布教するもの也なり】




「…………」

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない内容に、ぼくらはぽかーんと立ち尽つくした。

　……なんだこれ……聖女として正式に認める？　聖女ってただの愛あい称しようじゃなかったの？　それを職化するってこと？

　しかもそれを崇拝と信仰の対象にするって、おかしいよねえ？　ぼくら一神教なのに、クリスティーナを神格化してどうするつもり!?　宗派分ぶん裂れつものの暴挙なんですけどそれ！

　名君と言われてるような人がやることか!?

　次々湧わき出る疑問に困こん惑わくしたが、立て札はそれのみに留とどまらない。

　隣に掲げられた立て札にはなんと、ルシオンを除くぼくら〝軍資に一番近い旅団サークル〟の人相書きが貼はり出されていた。




【この者らは聖女を狙ねらう背信者也。この者らへの幇ほう助じよは罪となり、この者らの行方ゆくえを知る国民は通報の義務を負うもの也】




　そんな一文を添えられて──。

「……なぜ儂が密ひそかにクリスティーナの命を狙ってるとバレたのかのう……」

「いや、そういうわけじゃないと思いますけど……。多分、ぼくらがクリスティーナをこの国から連れ出そうとしてることを咎とがめてるんじゃないですか？　っていうかあのシイナさん、それほんとですか？　冗じよう談だん？」

「安心せい。七しち氏し族ぞく軍ぐん資しを見つけるまでは手は出さん」

　逃にげてー。クリスティーナ、全力で逃げてー。この人マジだー。

「──てっちょんさん！　こいつらってあの時の！」

「うん、現場にいた、あのにわか臭くさい新規たちみたいだね……。……許さない。せっかくここまで来たクリスティーナたんの足を引っ張ろうとするやつは敵だぁ！　親衛隊を結成だぁ！　叩たたいて叩いて叩きまくって他界させてやるぅぅうう！」

　逃げないとー。ぼくらも全力で逃げないとー。てっちょんさんたちに他界させられるー。

　理由のところははっきりしないが、ともあれぼくたちが置かれた状況は理解した。

　何かの行き違いか、はたまた誰かしらの謀はかりごとにはまったか。なんにせよぼくらは今この国では、お尋たずね者だ。

　またクリスティーナもこの騒そう動どうの渦か中ちゆうにあるようなので、一いつ旦たん話をしたほうがよかろうと、ぼくらは直接教会へ向かった。

　コネクテルで音声コネクトもかけたが、クリスティーナに繫つながらなかったのだ。

　そして教会へ来てみると、薄うす々うす予想していた光景がそこにはあり、ぼくらは物もの陰かげに身を潜ひそめざるをえなかった。

「Ｏｈ……鉄てつ壁ぺきのディーフェンス、ディーフェンス」

　聖女クリスティーナを背信者の手から守ろうと、そういうわけだろう。

　教会の周囲にも敷しき地ち内にも、警備のアインブルク兵が大勢詰つめて、厳げん戒かい態勢を敷しいているのだった。

「……どうする？　燃す？」

　燃さない燃さない。指先に点つけたその黒紫の火、消しなさいケケ。

　さてどうしたものか。無用な争いは避けることを大前提として考えると、正面からクリスティーナに会いに行くのは無理。

　となると……、

「Ｈｅｙ！　ボクはスタンバイ出来てるヨー！　ＧＯサイン、いつでもクダサーイ！」

　アハトがここぞとばかりに張り切り出す。

　そう、厳戒態勢とはいえ、それでもこの程度なら、教会内に忍しのび込むことくらいアハトにとっては朝飯前だろう。それが超ちよう一いち流りゆうの狩人かりうどの実力だ。

　が、

「ダメじゃ」

「ダメだ」

「!?　ホワイ!?　何故なぜェ!?」

「信用ならん」

「お前一人いいカッコするのズルい」

　シイナさんとケケがそれを許さない。

　正直ぼくも、アハトを一人で行かせることに気乗りしない。というのも、ルシオンとの例の一件がどうしても頭にチラつくのだ。

　ルシオンがあのザマだし、アハトも「ＨＡＨＡＨＡ！　気分が盛り上がっちゃいマシタ～！」なんて言って粗そ相そうしないとは言い切れない。

　同じ轍てつは踏ませまい。これ以上クリスティーナのお尻しりを揉もみしだかれてたまるか！

　…………。

　……いや、違くて。

「Ｄａｍｎ……それじゃあどうするデスカー？」

　出鼻を挫くじかれ、アハトが口をすぼめる。

　さてね、どうしようか。

　代だい替たい案あんを練ろうとしたその時だった。

「──放しなさい！　あなた達、いくら国王陛下のご命令とはいえおかしいと思わないの!?　それは王家に伝わる財宝よ！　寄き贈ぞうなどして良いものでは……！　こら！　は、放しなさい！」

　何やら教会の門前で騒ぎが起こっている。

　見れば豪ごう奢しやな荷を載のせた輿こしが、教会へ運び込まれていく。それを、廷臣のマントを肩かたに掛かけた一人の女性が止めようとして、歩ほ哨しようと揉み合いになっていた。

　よくよく見れば、サフィちゃんの侍じ臣しんか従卒かと思っていた、あの女騎士さんだ。

　聞くところによると、国宝が教会へ運び込まれているということか？

　一体どういうことなのか。

　怪け訝げんに思っていると、ぼくのコネクテルがキュイキュイと鳴った。

　画面に表示された名は、サフィちゃん。

「サフィちゃん!?」

　ぼくは食いつくようにコネクテルに呼び掛かけた。

　すると、

「『あ、やっぱりユーリ君たちだった』」

　耳に当てたコネクテルと、ぼくらの背後から、同時に同じ声が聞こえた。

「え？」

　振ふり返るとそこには、古びた甲かつ冑ちゆうで全身を固めた大男が立っていた。

　そしてそのお腹なかがパカッと開く。

　と、

「──なんか王宮にいろって言われてたんだけど、抜ぬけ出してきた……」

　甲冑の中からサフィちゃんが、浮うかない顔を覗のぞかせたのであった。

「サフィちゃ──」

　驚おどろきの声を上げかけて、ぼくは慌あわてて口を噤つぐむ。周囲の注目を集めるのはまずい。サフィちゃんがわざわざ甲冑を纏まとっているのもそのためのはずだ。

　サフィちゃんは教会のほうを一いち瞥べつすると、下した唇くちびるを嚙かんで声を震ふるわせた。

「なんか、おかしいよね、あれ……。あのね、王宮も──というか、パパが変なの。急にあの司教代理のことを守るとか言い出して、こんな騒ぎに……。国宝まで、司教代理に寄付するとか言って、あの通り渡わたしちゃうし……」

　クリスティーナを聖女なんてものに担かつぎ上げ、挙げ句ぼくらをお尋ね者に仕立て上げた張本人、アドルフ国王陛下──その実の娘むすめであるサフィちゃんすらが、それらを暴挙とみなし、困惑していた。

　サフィちゃんはさらに続ける。

「それなのに、王宮であの司教代理の信奉者を自認すると、その人のこと辞やめさせちゃうんだよ!?　ずっとうちに仕えてくれてた顧こ問もん官も直参もみんな！　おかしいよね!?　変だよね!?　国の運営とかどうするつもりなんだろう!?」

　あまりにも衝しよう撃げき的な内容に、ぼくは返す言葉も見つからなかった。

　まさか王宮内部でも、そんな混乱が起こっていたとは。

　サフィちゃんが取り乱すのも無理はない。名君の呼び声高く、衆望を担にない、アインブルクという国に繁はん栄えいと安あん寧ねいをもたらしたお人が、なぜそのような真似まねを……。

　ぼくらが揃そろって当とう惑わくした、その時だった。

　ぼくのコネクテルがペコンペコンと鳴る。





《ご無事でしょうか？　ブロッサム通りの広場で会えないでしょうか》






　それはクリスティーナからの文字列ラインだった。




　　　　☆




　ブロッサム通りの広場といえば、サフィちゃんとも待ち合わせした場所である。今日は市が開かれておらず、緩ゆるやかに時間が流れていた。

　アドルフ国王陛下の銅像までやって来ると、アハトの耳が忙せわしなく動いた。

「アーハァン？　誰だれかがボクの名を呼んでイルー!?　……Ｏｈ！　あそこデス！」

　言ってアハトが指差した先、細い路地の物陰で、ぴょこぴょこ跳はねてぼくらを手招きしている人がいる。ウィンプルで顔を隠かくした、一人の修道女──クリスティーナだ。

　ぼくらもそそくさと路地へ入ると、クリスティーナが安あん堵どの声を上げた。

「あぁ良かった！　みなさんご無事で何よりです！」

「そっちこそ！　どうしてこんなところに!?」

　教会が厳重に警備されていたので、てっきりあの中にいるのだとばかり思っていたが……。クリスティーナは答える。

「はい。ほとんど軟なん禁きん状態にあったのですが、熱心な教徒さんが教会の緊きん急きゆう避ひ難なん用の隠し通路を教えて下さいまして」

　なるほどと合が点てんがいく。

　先さき程ほどコネクテルが繫がらなかったのもそのためか。

　おそらくその緊急避難用通路というのは地下通路で、魔ま力りよく波が届かなかったのだろう。

　なんにせよ会えて良かった。目で事情説明を求めると、クリスティーナは意を汲くんで話し始めた。

「……すみません。こんなことになったのは、おそらく私のせいです」

　開口一番の謝罪で、ぼくらは嫌いやな予感を覚えて身構えた。

「昨日、あのあと私、国王様にはっきりお伝えしたんです。『自分の記き憶おく探しのために、〝軍資に一番近い旅団サークル〟のみなさんと一いつ緒しよに行きたい』と。『このまま後任も決めてくれないなら、勝手に出ていく』と。だからそうはさせまいと、国王様はこのような真似まねを……」

　クリスティーナは申し訳なさそうに目を伏ふせる。

〝あのあと〟とは、ぼくとサフィちゃんがルシオンとクリスティーナのキスを目もく撃げきしたあとのことだろう。

　あの時のクリスティーナは、不本意を露あらわにしていた。ぼくに理解を求めてきた。きっと、だから、クリスティーナは自分でも何とかしようと、アドルフ国王陛下に掛け合ったのだろう。

　けれど、

「え、ちょ、え、まさか……」

　冷や汗あせが背筋に流れ落ちる。胃と心臓が、キリキリと痛む。

　掛け合った結果、今このようになっているということは、つまり──、

「……はい。国王様は、私を手元に置いておきたいのだと思います……。アドルフ国王陛下も、私にご執しゆう心しんになってしまったようでして……」




「んもぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおお！」




　がくっと膝ひざから力が抜けて、ぼくはその場に崩くずれ落ちた。

　ゼクト様並びにその他聖職者、教徒の人らだけに留とどまらず、一国の王様まで陥落させるとか……なにこの子……何者？　あ、そうか、対魔ま族ぞくの大戦争まで引き起こした傾けい城せいの美少女マリアだ。さすがだわ。パないわ。

「稀き代たいの名君であると、誰もが誇ほこらしげにしておったんじゃがのう……」

　ぼくだけでなく、シイナさんもやれやれと肩を竦すくめる。

　するとクリスティーナは、気になることを口にした。

「……ええ、そうですね……。ですが名君であるからこそ、名君だと周囲から期待されていたからこそ、あのお方は人知れず重圧を抱かかえてしまわれ……人一倍私に〝バブみ〟を……」

「……ん？」

　耳慣れない単語が不意に出てきたので、ぼくは再度聞き返す。

「バブ……え？　なに？」

「ユーリ、〝バブリー〟デスヨ。つまり王様はチャンネーとテッペンまでラブジェネレーションしたかったのデショウ」

「いえ違ちがいますアハト様。〝バブみ〟です。私も知らなかったのですが、国王様がそう仰おつしやってました。意味は母性とか、そういったニュアンスなのだそうで……」

　母性？　ほう。クリスティーナに？　ほほう。なるほど。ふむ。わからないでもない。

　内心で共感するぼくのことはさておき、クリスティーナは続ける。

「最初は普ふ通つうにお城に招かれて、懺ざん悔げを聞いてるだけだったんです。これはゼクト様の頃ころからなさっていたようで……」

「…………」

　サフィちゃん──の纏っている甲冑──は身じろぎ一つせず黙だまって聞いているが、反論がないのでそうだったのだろう。

　クリスティーナはさらに続けた。そして、とんでもないことを暴ばく露ろした。

「けれど、懺悔を聞いて、私なりにご相談に乗っている内に、どんどん国王様からおかしな要望を寄せられるようになりまして……法ほう衣えではなく、看護服やメイド服を着て懺悔を聞いて欲しいとか……」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、妙みような間が生まれた。

「……え、なにそれなんで？」

　一呼吸置いてぼくが聞き返すと、すかさずケケが答えた。

「そんなこともわかんないのー？　クリスティーナちゃんに秘ひめられた、その並々ならぬ〝バブみ〟を引き出すために決まってんじゃん」

「…………」

　確信的に気まずい沈ちん黙もくが、ぼくらの間に流れた。

　え、なに、名君と称しようされる国王様が、クリスティーナにそんな要求しちゃったの？

　しかも〝バブみ〟とやらを得んがため？

　もうさぁ、それってさぁ、アレだよね。言葉にするのは憚はばかられるけど、アレだよね。

「Ｏｈ……コスプレ……」

　あー言っちゃった。アハト我が慢まんできずに言っちゃったよ。

　でもそうだよ。それもうプレイだよプレイ。

　呆あきれながらふとサフィちゃんの方を見ると、わなわなと肩かたを震わせていた。

　まぁそうだよねぇ……父親のこんな話、聞きたくないよねぇ……。

　しかし、これで終わりではなかった。

　この話にはまだ続きがあった。

「懺悔を聞くのにわざわざ服を着き替がえるなんて、おかしいなとは思いつつ、国王様は特にカラダを求めてくるというわけでもなかったですし、満足しているご様子でしたので、そういった要望に応こたえ続けていたんです。そしたらその、国王様が、なんと言いますか……そう、若返られてしまったのです」

「…………」

　ちょっと言ってることがわからない。

「わ、若返る？　元気になったってこと？」

「いえ、そういうことではなく……あ、そうだ」

　クリスティーナはふと思い出したように、修道服のポケットをまさぐる。そしてコネクテルを取り出すと、ぼくらに見せてきた。

「これは数日前の、私と国王様の文字列ラインのやり取りなのですが……このように若返られてしまって……」

　どれどれと、みんなでコネクテルの画面を覗のぞき込み──そして凍こおり付いた。





　国王《聖女たま～！　今日も公務ちゅかれたよ～！　よちよちして～！　でないと明日あしたはもうだめだめぽよ……》

　クリスティーナ《頑がん張ばりましたね。よしよし》

　国王《うゅ……もっと……》

　クリスティーナ《もう、しょうがないですねえ。よしよし》

　国王《うゅゅ……！　もうちょっと……！》

　クリスティーナ《よしよし、よしよし。元気になーれ！》

　国王《うゅゅゅゅ～～～……んにゃー！　ぽくちんげんきになった！》

　クリスティーナ《明日も頑張れそう？》

　国王《にゃい！》






「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　ぞわっと全身にサブイボが立った。

「にゃ───────い！ｗｗｗｗｗ　あのオッサンがにゃ─────い！ｗｗｗｗｗ」

　ケケは広場の銅像を指差しながら、腹を抱えて転げ回った。

「なんと言いますか……立派な国王様でいることにお疲つかれのようなのです……」

　そしてクリスティーナが憐あわれむようにため息をつくと、

「──わ……わ……」

「？」




「私のパパを返してぇぇえええええええええええええええええええええええええええ！」




「!?　サフィ様!?」

　泣き喚わめきながらサフィちゃんが、甲かつ冑ちゆうの腹から飛び出してきた。

「この泥どろ棒ぼう猫ねこぉぉぉぉお！　ダメ男製造機ぃぃぃぃぃいいいいいいいいいいいいい！」

　サフィちゃんはクリスティーナを殴なぐり倒たおさんという勢いだ。

　ぼくは慌あわててその小さな体を抱だき竦める。

「ちょ、サフィちゃん！　気持ちはわかるけど落ち着いて！」

「は～な～し～て～！　こ～ろ～す～！　ぜ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]った～い～こ～ろ～すぅ～！」

「放してやれいユーリ！　サフィよ！　お主の怒いかりをあの女の顔面に──人じん中ちゆうにぶち込んでやれい！」

「煽あおらないでくださいシイナさん！」

　そしてぼくの腕うでの中でジタバタと暴れるサフィちゃんを見やり、クリスティーナは息を吞のんだ。

「え！　ええ!?　この方、サフィ様だったのですか!?」

　あぁそういえばそうだよね。この甲冑がオートマタで、中身がサフィちゃんだなんてクリスティーナには知る由よしもなかったわけで、驚おどろくのも無理はない。

　クリスティーナはあわあわと狼ろう狽ばいし、自らの失態を詫わびる。

「す、すみません！　まさかサフィ様とは知らず、こんな、知らないほうがよかったような、お父君の秘密を……！」

「ち～が～う～、こんなのパパじゃない[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ぶんぶんと首を振ふって否定するサフィちゃん……その正面にケケが回って、優やさしく諭さとす。

「いいかい、サフィちゃん……たとえ人の親になろうとも、男は誰だれしも心の中に『にゃい』を飼ってるものなんだよ。驚いただろうけど、それを受け入れてあげなきゃ駄だ目めにゃい」

「〝にゃい〟言うな[image: ～][image: ～][image: ～]！」

[image: ]

「……ケケ、治癒取消ヒールキヤンセルされたくなかったら黙って」

「〝ＢＡバＢＵブＭＩみ〟……〝Ｕｙうｕゆｙｕゆ〟……〝ＮＹＡＩにやい〟……人間はイッちゃってるヨ、未来ニ生キテンナ……。ほんと神秘的クレイジーなこの文化、帰ったらエルフの里にも紹しよう介かいしたいと思いマ～ス！」

「やめんか。人間に対する誤解と偏へん見けんを招くじゃろ」

　暴れていたサフィちゃんだったが、やがてぐにゃりと脱だつ力りよくする。

　ぼくが腕の力を緩ゆるめると、そのまま地面に突つっ伏ぷしてしまった。

「うぅ……噓うそ……信じない……パパは、こんな気色悪い人じゃない……！　こんな馬ば鹿かげたことする人じゃない……！」

　ほんとに、ね……。どうしてクリスティーナの手にかかると、男ってみんなこんな馬鹿げたことするようになるのかね……。

「なんとお詫びすればいいのやら……」

　サフィちゃんも辛つらそうだが、クリスティーナもまた心苦しそうで、目を伏ふせていたが、ふと閃ひらめいたようだった。

「あ、そうです！　私が今から国王様に文字列ラインを送って抗こう議ぎします！」

　手に持っていたコネクテルに、クリスティーナは早さつ速そくせっせと文字を打ち込む。

「これだけ私のことを慕したってくださっているのです！　であれば真しん剣けんに、キツくお諌いさめすれば、私の言葉を聞き入れてくれるかもしれません！　聖女様なんて担かつぎ上げるのも、ユーリ様たちをお尋たずね者扱あつかいするのも、国宝を貢みつぎ物に贈おくるのも、全部撤てつ回かいしてもらいます！」

「……あとクビにされた家来の復職も追加で……」

「!?　そ、そんなことまでされていたのですか!?　了りよう解かいです！　それも抗議します！」

　サフィちゃんの力ないつぶやきも盛り込んで、クリスティーナは勇んで文字を打つ。

　なるほど。きっとクリスティーナはこれまで散々国王陛下を甘やかしてきたのだろう。そして国王陛下はそれにのめり込んだ。であれば、現実的に、論理的に、情け無用で厳しく咎とがめれば、国王陛下もはたと正気に戻もどるかもしれない。

　普ふ段だん怒おこらない人の大おお真ま面じ目めな叱しつ責せきほど、心に刺ささるものはないから。

　成果の見込めるいい手だと、ぼくはそう思った。

　が、

「……ん？　真剣に、キツく、お諌め……？　──あ、ダメダメそれ！　逆効果！」

　ケケが何かに気付いたように、慌ててクリスティーナを止めに入る。

「え？　……あ、もう送っちゃいました。──しかもすぐに既き読どくが……」

　しかし手て遅おくれだったようで、ケケは失意のため息を漏もらしたが、すぐに笑え顔がおを取り繕つくろった。

「うん、まぁ済んだことはしょうがないよクリスティーナちゃん！　平気平気！　クリスティーナちゃんは悪くない！　良かれと思ってやったことだもん。結果はどうあれ俺はその健けな気げな気持ちを評価したい。俺はそういう男だよ」

　おいなんだその口くち振ぶり。まるで状じよう況きようが悪化したみたいじゃないか。どういうことだ。

「ちなみに、なんて送ったの？」

　ケケがクリスティーナのコネクテルを覗き込むので、ぼくらも覗く。





《畏おそれ多くも上申致いたします。国王陛下のやっていることは間ま違ちがっています。悪政に他ほかなりません。即そつ刻こくこんな馬鹿げた真似まねはおやめ下さい。》






　といった前文があり、それからつらつらと国王陛下のしでかした悪行を指し摘てきする本文が続いていた。

　その文章は平易で淡たん々たんとしており、歯に衣きぬ着せぬ物言いで、クリスティーナの真剣さや厳しさが滲にじむ、よく出来た上表に仕上がっていた。

　いいじゃないこれ、と。

　これならのぼせ上がってた国王陛下も冷水を浴びせられて我に返るでしょ、と。

　ぼくはそう思ったのだが、

「──あ、うん。やっちゃったねこれ！」

　ケケは不ふ吉きつな予感のする会心の笑みを、クリスティーナに向けるのだった。

　どういうことだ。何がまずい。

　ぼくらがわけもわからずにいると、ペコーンという着信音とともに、不意に返信が投とう稿こうされた。





　国王《新しい》






　たった一言。





　クリスティーナ《？》






　ぼくもクリスティーナも意味がわからず、シンプルに疑ぎ問もん符ふを返す。

　と、




　ペコーン。


　国王《そのパターン、新しい》



　ペコーン。


　国王《悪政であることは百も承知している》



　ペコーン。


　国王《それを真っ当に指摘され、叱しかられることに今、得も言われぬ喜びを覚えた。快感に打ち震ふるえた》



　ペコーン。


　国王《こんな駄目な私をもっと叱ってほちぃ……！》






「…………」

　ぼくらは絶句し、ケケはさもありなんと唸うなる。

「あーあ……やっぱり。国王の気持ちになって考えてみれば、わかることだったんだけどなぁ。罵ば倒とうならまだしも、叱っちゃったらそれもう愛情表現だからなぁ。母性の発はつ露ろだからなぁ」

「…………」

「たぶん今国王、コネクテル握にぎりしめてビクンビクンしてるはず。気持ち良すぎて」




「あ──────────！　や──────────────────────！」




「!?　サフィちゃんが壊こわれた！　もう何も言わないでケケ！　これ以上サフィちゃんを追い詰つめないで！」

　もう何も見たくない聞きたくないとばかりに、サフィちゃんは半はん狂きよう乱らんで叫さけぶ。

　誰か───！　今すぐこの子をそっと抱だきしめてあげて───！

　あとケケ、ダメ人間の気持ち読むのに長たけ過ぎさすがです───！

　実の父親のこんな醜しゆう態たい、娘むすめとしてはやり切れなくて堪たまらないだろう。

　その心中は察するに余りあるが、慰なぐさめの言葉はかけそびれてしまう。

　またもペコーンとコネクテルが鳴いたのだ。


　国王《ところで今報告を受けたが、教会に姿が見当たらないそうだな》

　国王《抜ぬけ出したな？》



　げっ、バレた。


　国王《逃にがしはせんぞ》



〝うゅゅ〟だの〝にゃい〟だの言ってた人とは思えない、剣けん吞のんな文字列ラインが送られてくる。

　その直後だった。

「──っ!?」

　ぞわりと背筋に悪お寒かんが這はう。

「ワッツ!?」

　ぼくが感じたくらいなのだ。アハトは無論のこと、シイナさんもケケもこの気配を感じているようだ。にわかに緊きん張ちようして身構える。

　降って湧わいたように、この都市に何かが──強大な何かが生まれたのだ。

　そしてその何かが、急速にこちらへ接近してくるのだ。

「──……この気配、まさか……」

　先さき程ほどまで取り乱していたサフィちゃんですらが、はっと息を吞む。

　そして、

「！　上デス！」

　アハトが頭上へと矢を番つがえた。

　ぼくらも頭上を振り仰あおぐ。

　と、遥はるか上空に鳥の影かげが見えた。

　一いつ瞬しゆん、鳶とびか何かかと思ったが、それにしてはサイズがおかしい。

　こちらに急降下してくるその鳥は、家屋一棟むねほどはある大きさだ。

「──お、おい！　なんだあれ！　広場に突っ込んでくるぞ！」

「も、もももモンスターだ！　逃げろ！　子供どもたちを家の中へ！」

「兵士を呼んでこい！　モンスターだぁぁあああ！」

　広場の平へい穏おんに火がついた。混乱の怒ど号ごうと、恐きよう怖ふの悲鳴が飛び交う。

　その中心に影が落ち、鼓こ翼よくの乱流が横おう溢いつし、人々は吹ふき飛ばされるように逃げていく。

　そうして瞬またたく間に人ひと気けが捌はけた広場に、異形の鳥が降り立った。竜りゆうのような鉤かぎ爪つめで、頭には捻ねじくれた角が生えている。

　モンスター──かとも思ったが、その威い容ようはどこか神こう々ごうしく、高貴ささえ覚え、またぼくらですらが緊張を強しいられるような魔ま力りよくの滾たぎりを肌はだで感じた。

　こんな感覚は、シェグのダンジョンでも何度か体験したことがある。

　単なるモンスターとは異なる存在感──精せい霊れいや神しん獣じゆうと呼ばれる類たぐいのそれだ。

「噓、でしょ……なんでシルヴァケツァルが!?」

　サフィちゃんが驚きよう愕がくして叫ぶ。

「シルヴァケツァル？」

「王家の秘伝の召しよう喚かん獣じゆう！　国の危機とかでない限り、召喚しちゃ駄目って言われてる特別な子！　……なのに……！」

　なるほど。言われてみれば確かに、体毛の色といい、角や鉤爪といい、アインブルクの国章にあった鳥と特とく徴ちようが一いつ致ちしているようだ。

　そういえばサフィちゃんが前に王家に伝わる秘術がどうとか言っていたけれど……そうか。きっと、このシルヴァケツァルの召喚と使し役えきがそれなのだろう。

　そして驚おどろきは、それだけにとどまらない。

　シルヴァケツァルの頭頂部に、一人の男が姿を現して、遥か高みからこちらを見下ろす。

　白のマントと銀の甲かつ冑ちゆうが、日差しを照り返して目に眩まぶしく、ぼくは眉まゆ根ねを寄せて唸った。

「……ルシオン……！」

「…………っ」

　ぼくら全員から向けられる糾きゆう弾だんの眼まな差ざしに、ルシオンはぐっと苦虫を嚙かみ潰つぶすように呻うめいた。

「……アドルフ国王陛下から命を受けた。クリスティーナを無事教会に連れ戻し、〝軍資に一番近い旅団サークル〟を仕留め、決別するようにって……」

「はぁぁぁあ？　それでなに、ヘコヘコと言う事聞いてんの？」

　ケケが真っ先に嚙み付いた。

　するとルシオンは、いよいよ追い込まれたように声を張る。

「[image: ～][image: ～][image: ～]！　メナード家を──家族を人ひと質じちに取られちまってるんだよ！　言う事聞かなきゃうちの実家潰すって脅おどされちまってんだ！」

　と、

「──……パパ、が？　そんなひどいこと言ったの……？」

　力なく零こぼれたサフィのつぶやきはしかし、鮮せん明めいなまでの痛切さを帯びる。

「あ……サフィ……」

　その姿に、ルシオンは深い罪悪感を滲ませていた。

　それはそうだろう。あんな形でサフィちゃんとの婚こん約やくを反ほ故ごにし、さらには国王陛下の横暴ぶりを、堕だ落らくぶりを、弾はずみとはいえ彼女の前で暴ばく露ろしてしまったのだから。

「…………」

　サフィちゃんは最も早はや言葉もなく、虚うつろな目でその場に膝ひざをつく。

　痛ましすぎるその姿に、ルシオンはおろおろと視線を彷徨さまよわせたが、やがてぼくとばっちり目が合った。

「…………」

「…………」

　そのルシオンの視線を逃のがすまいと、ぼくはじっと見つめてやる。

　ルシオンは、苦し紛まぎれのように言う。

「……こじれてきやがったな」

「こじらせたんだけどね。ルシオンが」

　すかさずぼくは言い返した。苛いら立だたしさを隠かくすことなく。

　すると、

「……ユーリ」

「なに」

「助けてけろぉ……」

　ついにルシオンは、半べそで音を上げた。

「今いま更さらぁああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　ぼくはもどかしさのままに吼ほえる。

「だから助けが必要ならすぐ頼たよってって、前々から言ってたよね!?　なんでこじらせる前に言わないの!?」

「うぐっ……」

　ルシオンだけに責任があるわけではない。自分の力を過信しているわけでもない。

　とはいえ、それでも、もっと早くから相談してくれさえすれば、まだいくらか穏おん便びんに、サフィちゃんのことをここまで傷つけることもなく、この国を発たてたのではなかろうか。

　そう思うとやり切れなくてたまらないのだ。

　ぼくが叱りつけると、ルシオンはふっとばつが悪そうに視線を逸そらす。

「そ、それは、その……男の見み栄え的な……」

「カッコつけるなよもぉぉぉぉ！　それほんとルシオンの悪い癖くせ！」

　ぼくは叱り飛ばしたが、そこに込められた憤いきどおりの感情に、シルヴァケツァルも当てられてしまったようだ。

　甲かん高だかくひとつ鳴いて、威い嚇かく的に両りよう翼よくを広げた。そのたったひと扇あおぎで、逆巻いた風に飛ばされそうになった。

　そしてその巨きよ体たいからは想像もつかないほど軽かろやかに、とんと跳はね、鉤爪をクリスティーナへ伸のばす。

　クリスティーナを連れ戻もどすようにと遣つかわされたのだ。当然といえば当然の狙ねらい。

　が、突とつ如じよ空間に紫し電でんが弾はじける。

　次いでクリスティーナとシルヴァケツァルとの間に噴ふき上がる、黒くろ紫むらさき色の業ごう火か。

　それはクリスティーナを守る防ぼう壁へきとなり、シルヴァケツァルを大きく仰のけ反らせた。

「──下がれ鳥。クリスティーナちゃんには羽毛ひとつ触ふれさせねえ」

〝闇やみの寵ちよう児じ〟ことケケの、黒き魔まの理ことわりが冴さえる。

　またそれが引き金となって、クリスティーナの争そう奪だつ戦が幕を開けた。

「ばっ、ケケ！　下手へたに抵てい抗こうすんな！　おとなしくクリスティーナを渡わたしてくれ！　お前らのことは取り逃がしたってことにしとくから！」

　ルシオンがシルヴァケツァルの背中から懇こん願がんするも、ケケはそれに舌を出した。

「誰だれが渡すかボケ！　お前もお前の実家も知ったことか！　このままクリスティーナ連れてトンズラこいてやるっつーの！」

　そして今回はアハトもケケの側についた。

「イェス！　クリスティーナを〝ＢＡバＢＵブＭＩみ〟とかいうイカれた人間文化の餌え食じきにはさせマセン！　性的搾さく取しゆデス！　エルフの里の女性権利団体が黙だまってないデスヨ！　執しつ拗ような抗こう議ぎを食くらうがいいデース！　──そしてクリスティーナは健全なボクと幸せに暮らすがいいデース」

「……おう、お主ら、何やら下心が混じっとりゃせんか……？」

　そしてクリスティーナへの未練を仄ほのめかすケケとアハトに対し……特にアハトに対し、シイナさんがゆらりと殺気を立ち昇のぼらせる。

　ちょっとシイナさん！　ただでさえややこしいのに今ヤキモチ焼くのやめて！　お願い！

　一瞬ヒヤッとさせられたが、しかしそこは百ひやく戦せん錬れん磨まの二人である。




「──鳥のハントなら狩人かりうどにお任せデース」

「──ふんっ。これだけでかいと、当分ササミには困らんな」




　次の瞬しゆん間かんにはもう戦いくさに入っていた。

　アハトは流れるように矢を番え絞しぼる。

　剛ごう弓きゆうから放たれた銀ぎん閃せんが、宙を焦こがしてシルヴァケツァルの胸を突ついた。

　その威い力りよくは大型弩ど砲ほうでも及およばない。喩たとえるなら、砲ほう弾だんの速度で飛来する破は城じよう槌つい。

　たった一射──されど苛か烈れつなるその一射に、シルヴァケツァルは大きくたたらを踏ふんで後退する。

　そこに追い討うつ影が一つ──、

「〝連打・龍りゆう顎がく砕さい〟」

　シルヴァケツァルの足元には、鋼鉄の巨きよ腕わんを握にぎりしめ、ぐっと腰こしを落とすシイナさん。

　刹せつ那な、その足あし腰こしに凝ぎよう縮しゆくさせた力が爆はぜて、シイナさんは垂直に跳ちよう躍やく。

　その勢いを鉄腕に乗せて、シルヴァケツァルの嘴くちばしを打ち抜ぬいた。

　轟ごう音おん、そして衝しよう撃げき──二つの波動が広場を駆かける。

　シルヴァケツァルは上体を浮うかせ、シイナさんが空中でそれを見下ろしていた。鋼鉄の裏うら拳けんを構えた姿勢で──。

「とどめじゃ」

　地から空への一撃目に次ぐ、空から地への二撃目。

　脳のう裏りをよぎったのは、シルヴァケツァルが地面に叩たたき伏ふせられる光景だった。

　誰もがきっと思い描えがいたはずだ。




　が、その光景は、幻まぼろし。




　二つの風切り音が重なった。

　ひとつはシイナさんの裏拳が、空から振ぶりに終わったためのそれ。

　そしてもうひとつは、シルヴァケツァルの翼つばさのそれ。

「っ!?」

　たったひと扇ぎだ。

　ただそれだけで、信じられないほど機き敏びんに、シルヴァケツァルは鉄腕をするりと躱かわしてのける。その様は水中を自在に泳ぐ、海豚いるかや鯱しやちを思わせた。

　そしていとも容易たやすくシイナさんのさらに上空をとると、魔ま力りよくの茫ぼうたる光を纏まとい、両翼を扇いだ。

「くっ!?　おのれ──……」

　魔力を帯びて光る突とつ風ぷうが、広場に荒あれ狂くるう。石いし畳だたみは剝はがれ、木造の家屋は倒とう壊かいし、アドルフ国王陛下の銅像もその土台から横よこ倒だおしになった。

　そんな熾し烈れつなる光の奔ほん流りゆうが、シイナさんに激突する。

　空中にいたシイナさんは踏ん張りを利きかすこともかなわず、木の葉のように軽々吹ふっ飛んだ。

　吹き飛ばされた先には、煉れん瓦が造りの堅けん牢ろうな建物。

　しかしシイナさんという名の肉弾は、その壁かべをやすやすと砕くだき割り、貫つらぬいてなお、勢いが衰おとろえない。

　背後の数軒けんもの建物をも破は壊かいして、その瓦が礫れきの中に埋うもれてしまった。

「シイナさん！」

「──あれ……？　なに、こ……れ……かはっ……！」

　ぼくはシイナさんの名を叫さけんだが、絞しぼり出すようなケケの苦く悶もんの声に耳を引かれた。

　見れば紫し炎えんの防ぼう護ご壁へきは、すでにかき消されていた。

　そしてケケは、シルヴァケツァルの生み出した輝かがやける風に纏まとわりつかれ、喉のどを押さえて喘あえいでいた。

　見る見るケケの顔が、青あお紫むらさき色に変色していく。

「息、でき、な、……！」

　えげつない攻こう撃げきをする召しよう喚かん獣じゆうだ。窒ちつ息そくとは。

　やがてケケは白目を剝むいて、カクーンと卒そつ倒とうした。

　シルヴァケツァルはそれを見届けると、胸に刺ささっているアハトの矢を、嘴で引き抜いて捨てた。その仕草はどことなく忌いま忌ましげで、唾つばを吐はき捨てているように見えた。

　と、不意に翼を翻ひるがえす。

　それに合わせ羽が抜けて舞まった。桜の花はな弁びらを思わせるほどに大量に。

　されどその羽一本一本は、ひと一人ほども大きく、そして根の部分が鋭えい利りに尖とがる。

「！　ダメ……！　アハト君、防いで！」

　サフィちゃんの悲鳴が響ひびいた。

　シルヴァケツァルがひと鳴きして風を起こす。

　すると宙に舞っていた羽が、矢の驟しゆう雨うとなってアハト一人の身に殺さつ到とう。

　アハトは頰ほおを引き攣つらせる。

「Ｏｈ……シット……これが人間で言うところの〝目には目を、矢にはアロー〟？」

　そんな言い間ま違ちがいを口にした、次の瞬間、アハトの全身に羽が突き立つ。

　もはや生身も見えない状態になって、さすがに応こたえたか、アハトもまたその場に倒たおれ伏した。

「──街もめちゃくちゃです！　それが国王のなさることですか!?　……もしもし!?　……もう！」

　珍めずらしく──いや、初めて見た。クリスティーナがこんなにも苛立っているところを。

　クリスティーナはコネクテルに向かって叱しかりつけていたが、乱暴な手つきでそれを切った。

　通話の相手は察しがつく。

「今の、国王様!?　なんだって!?」

　駆け寄って行って訊たずねると、クリスティーナは恥はじ入るように答えた。

「『はきゅ～ん、もっと叱ってほちぃの～』と……」

　完全にご乱心だなサフィちゃんのパパ！

　ぼくはたまらずに叫んだ。

「んも───！　どれだけ人のこと狂わせれば気が済むのさ、クリスティーナぁぁああ！」

　と、




「──ですから、ユーリ様が私を連れ出して下さい。私で狂うことのない、ユーリ様が」




　クリスティーナが、ぼくの袖そでを引いた。

　ぎゅっと握って、少し強めに。

　縋すがるようでありながら、どこか拗すねるように、ややもするとぼくをなじっているかのような上うわ目め遣づかいで──。

「え……」と、ぼくは狼狽うろたえた。

　その言葉を、仕草を、表情を、つい深読みする。

　額面通りに受け取るならば、ぼくなら正気を保ってくれるだろうという信しん頼らい感があるのだろう。

　けれどその反面で、正気を保ててしまえるぼくへのもどかしさが──他ほかの人たちのように自分に靡なびいてくれない、狂ってくれない不安と不満があるのではなかろうか。

　それが、この拗ねるような表情や、なじるような眼まな差ざしの理由では？

　そう思い至った瞬間、ぼくの胸は大きく脈打った。

　顔が熱くなり、くすぐったいような歯は痒がゆさを覚えた。

　だって、もし本当にそうだとしたら、正直、彼女のことをいじらしく思えてしまうから。

　ぼくのことを信頼してくれて、その上ぼくの気を引きたい？

　そんなの、嬉うれしくないわけがない。

　男としての優ゆう越えつ感を抱いだかないわけがない。

　下げ衆すだけど、それが本心だ。

　ぐらりと大きく心が揺ゆらいだ。

　何もかもを放り出して、後先のことなんて考えないで、クリスティーナを連れ出して行ってしまいたい衝しよう動どうに駆られた。

　すると、そんなぼくの背を押すように、手を引くように、クリスティーナは艶つやっぽい声こわ音ねで付け足した。

「私にはユーリ様しか……ユーリ様だけが頼たより──」

　が、




「──対象ケケ、アハト〝治癒ヒール〟！」




「!?」

　ぼくはクリスティーナに、最後まで言わせなかった。

　白しろ魔ま法ほうの詠えい唱しようで彼女の言葉を遮さえぎり、誘ゆう惑わくを断たち切った。

「──たはー！　っぶなー！　死ぬかと思ったー！　もっと早く治せしー！　仕事しろ白魔道士この野や郎ろう！」

　ケケが息を吹き返し、ガバッと起き上がる。

「──オーウフ～……ひどいデスヨ……ボク今サンバな感じになってませんデシタ……？　こんなに楽しくないサンバ、生まれて初めてデス……ぐすっ、えぐっ、ひぐっ……」

　全身に突き立っていた羽が、枯かれ落ちるようにバサバサと落ちて、アハトが泣きながらむくりと身体からだを起こす。

「……ユーリ、様？」

　キョトンとした顔で、クリスティーナはぼくを見上げる。

「私の言ったこと、聞いてましたか？」と、「あなたしかいないと、そう言っているのですよ？」と、目で返答を求めてくる。

　ぼくはそれを重々承知した上で呻うめいた。

「だから、そういうところなんだってば。クリスティーナ……！」

　複雑な苦味が、口いっぱいに広がった。

　信頼されてることは嬉しい。気を引きたいと思われてることは優越感に浸ひたれる。

　けれどそれ以上に、ぼくにはクリスティーナに苦い思いがたくさんあった。

　旅団サークル内で四よん股またかけられたこともそう。ゼクト様を筆頭に、教会をめちゃくちゃにされたこともそう。そして今この通り、一国の王様を狂わせてしまったこともそう。

　ぼくは彼女に、不信感は欠片かけらも持っていない。疑いの気持ちは一いつ切さいない。

　ただただ、彼女が彼女であることに、強い反感を覚えている。

　だからぼくは、彼女に惹ひかれはするけれど、手を出すことは絶対にない。

「…………っ」

　ぼくの返答に、クリスティーナもまたやり切れなそうに下した唇くちびるを嚙かんだ。

「……でも、だって、じゃあどうすればいいんですか……！」

　クリスティーナ自身、自分の性質の御ぎよし方がわからずに苦く悩のうしているようだった。

　これもまた、初めて見るクリスティーナの表情だ。

「──取り込み中のところ、悪いな」

　不意にぼくとクリスティーナの間を、乾かわいた風がびゅうと吹き抜ぬける。

　シルヴァケツァルがぼくらのすぐ近くに悠ゆう然ぜんと着地し、その背中からルシオンが下りてきた。

「クリスティーナ、とりあえず、俺と来てくれるな？」

　言いながら、ルシオンはクリスティーナの肩かたに手を置く。

　するとその時、倒壊した家屋の瓦礫の山が、ガラガラと大きく崩くずれた。

「──何をしておるユーリ！　クリスティーナを守らんか！」

　そしてその崩れたところから、シイナさんが声を張り上げて這はい出てくる。

　けれどぼくは首を横に振ふった。

「……今ここで下手へたに抵てい抗こうしても、被ひ害がいが広まる一方です。一いつ旦たん、態勢を立て直しましょう」

　気付けば広場はめちゃくちゃだ。

　シルヴァケツァルと少しやり合っただけでこの有様なのだ。ルシオンまで本格的に戦いに加わってきたら一体どうなることか。

「……む、むぅ、まぁ妥だ当とうな判断じゃな。承知した」

　シイナさんは瓦が礫れきの山を振り返りながら、些いささかばつが悪そうに首しゆ肯こうする。アハトも同じく「やり過ぎマシタネ～」と頰をかき、ケケも憮ぶ然ぜんとしながらも異は唱えない。

　引き止める者がいないのを見て、ルシオンがほっとしたようにクリスティーナを促うながす。

　しかしクリスティーナは躊躇ためらって、足をもたつかせた。

「ユーリ様……」

　そして、ぼくを呼ぶ。これでいいのかと、問うように。

　なのでぼくは、ぎこちなくも微笑ほほえんで伝えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと待ってて」

「……はい……」

　そう、何もクリスティーナが永遠に失われてしまうわけではないし、ぼくらもクリスティーナを諦あきらめたわけではない。

　ただ今は、国王陛下に預けておこうというだけの話……。

「……すまねぇ……」

　ルシオンが去り際ぎわ、ぼくにそう漏もらした。

　ぼくはそれにも、「大丈夫」と答えておいた。

　そうして、ルシオンとクリスティーナを乗せたシルヴァケツァルは、勝ち誇ほこったようにひと鳴きすると、王宮の方へと飛び去っていく。

　はらりと一本の羽が、小こ憎にくたらしくも優ゆう雅がに、ぼくの足元に舞まい落ちた。




　　　　☆




　ようやく、広場には静けさが戻もどった。

　ただし平へい穏おんも活気もなく、破は壊かいの爪つめ痕あとが深く残る。

「…………」

　変わり果てた眼前の光景を──倒れた国王陛下の銅像を見て、サフィちゃんはすとんと尻しり餅もちをついた。

「……どうしよう、パパが、国が、おかしくなっちゃった……」

　荒こう廃はいの中心に、か細く震ふるえた声がぽつりと浮うかぶ。

「どうにかしなくちゃ……」

　それは王女としての、娘むすめとしての、使命感と罪悪感のつぶやきであろう。

　しかしそこに気丈さはなく、むしろ無力感と絶望に塗まみれている。

　当たり前だ。サフィちゃんにとってこの数日は、悪夢の連続であったろうから。

　愛いとしの婚こん約やく相手には裏切られた。

　しかもその婚約相手を奪うばった相手に、愛する父親までをも狂くるわされた。

　結果豊かで平穏だった愛すべき国も、大いなる混乱に見み舞まわれている。

　婚約相手も、父親も、国も、サフィちゃんの愛するものがこうも立て続けに壊こわれたのだ。

　身を引き裂さかれる思いだろう。

　強い孤こ独どくを感じていよう。

　そしてそれは、サフィちゃんから気力も希望も奪うだろう。

「…………」

　サフィちゃんの力になりたいと思った。

　ぼくは彼女が大好きだ。

　明るく、元気で、無む邪じや気きな笑え顔がおがとても素す敵てきで、本っていう趣しゆ味みもばっちり合う。大事な友達だ。

　ルシオンのためでも、クリスティーナのためでも、七氏族軍資のためでもなく、ただこの子のためだけに力を振るい、すべてを丸く収めてあげたいと、そう思った。

　心から。

　だから──、




「──実はサフィちゃんに言わなきゃいけないことがあるんだ。封ふう印いんされてたクリスティーナを解き放ったのはぼくらなんだ。彼女は七氏族軍資の在り処かを握にぎる鍵かぎなんだ。この国に来たのも彼女を追うためで、彼女を見つけたら君との婚約からもなんとか逃のがれて、ルシオンと一いつ緒しよにまた七氏族軍資を探す旅に出ようとしてた。つまり今起きてる厄やつ介かい事は、ぼくらに全部責任があるんだ」




　一いつ気き呵か成せい、ぼくは洗いざらい打ち明けた。

　軽けい蔑べつされることも恨うらまれることも憎まれることも嫌きらわれることも覚かく悟ごの上の告白であり、懺ざん悔げだった。

「……え？」

　サフィちゃんはへたり込んだまま、キョトンとぼくを見上げている。

「ひどいことするよね。ずるいよね……」

　言いながら、ぼくは片かた膝ひざをついてサフィちゃんと視線の高さを合わせる。

　そして真っ直すぐにサフィちゃんを見つめ、乞こい願った。




「だからサフィちゃん、この厄介事を丸く収めるために、ぼくたちの力を利用して欲しい。君にはその資格がある」




　サフィちゃんの力になりたいと思った。

　ぼくは彼女が大好きだから。

　でも今いま更さらそんな綺き麗れい事、ひどくてずるいこのぼくには、言う資格なんてあるはずない。

　それでもやっぱりぼくは彼女の力になりたいから、乞い願った。

　ぼくたちの力を利用しろと──。

「…………」

　サフィちゃんはぼくの言葉に黙だまって耳を傾かたむけていた。

　それか愕がく然ぜんとして、言葉を失っていただけか……。

　ともあれ、やがてぽつりと、サフィちゃんは零こぼす。

「……一つだけ、いい？」

「なに？」

「実は私も、すごくズルいの……。ルシオン様が私との結婚に乗り気じゃないこと、私、知ってた……！」

　声は慚ざん愧きに震え、光の粒つぶが目め尻じりに滲にじむ。

　それは、サフィちゃんの真相の告白。

　ぼくと鏡合わせの懺悔──。

「でも私、ルシオン様のことホントのホントに大好きで、ホントのホントに結婚したかったから、それに気付いてないふりしてた……！　七氏族軍資を探す旅に出たがってることも知ってた……！　なのに、強ごう引いんにでも結婚しちゃって、既き成せい事じ実じつを作ろうとしてたんだよ、私……ひどいよね……」

　苦しげに吐と露ろするその様は、一言一句に棘とげがあるようだ。

　見聞きしているこちらにまで痛みが伝わるが、ぼくはそれから逃にげなかった。

　サフィちゃんの縋すがるような眼まな差ざしを、ぼくは真正面から受け止めた。

「ねえ、ユーリ君……これ聞いても、それでも私の力になってくれる……？」




「うん、勿もち論ろん。サフィちゃんのそういうちゃっかりしてるところも、ぼくは好きだからね」




　即そく答とうした。迷いや躊ちゆう躇ちよなんて微み塵じんもなかった。

　むしろ互たがいの胸の内を晒さらし合えたことで、わだかまりもなくなって、より深い部分でサフィちゃんと理解し合えた気さえする。

　けれど無性に照れくさくもあり、ぼくはへにゃりと笑って誤ご魔ま化かした。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　ユーリ君！」

　サフィちゃんの瞳ひとみがなみなみと潤うるみ、涙なみだが溢あふれ出す。

　そしてガバッとぼくに抱だきつくと、嗚お咽えつ混じりで絞しぼり出した。

「……助けて、ユーリ君……！」

　ぎゅっと、サフィちゃんの腕うでに力がこもる。

　サフィちゃんの身体からだは温かくて、柔やわらかい。

　と同時に、とても華きや奢しやで、儚はかなくて、ぼくはそっと抱きしめ返し、慰なぐさめるように頭を撫なでてあげた。

　すると、かえってわんわんと泣きじゃくられて困ってしまったけれど、シイナさんが続けてやれと目で催さい促そくするので、サフィちゃんが落ち着くまで撫で続けた。




　安心して。クリスティーナが原因の恋こい煩わずらいは初めてじゃないから、治してみせる。

　大丈夫。これくらい〝なんともない〟よ。




　　　　☆




　依い然ぜんとしてぼくらはお尋たずね者なので、本来なら大っぴらに宿屋には泊とまれない。

　しかし今はサフィちゃんが一緒だ。

　さすがに王宮に戻る気はないし、今戻ったらもう抜ぬけ出して来られなくなりそうだからと、ぼくらと行動を共にすることになったのだ。

　おかげでサフィちゃんと懇こん意いの宿屋さんが、ぼくらを匿かくまってくれることとなった。まったくサフィちゃんの人望には舌を巻く。

　ちなみにこの宿のご主人が、聖女クリスティーナ様にどハマリしてて、その日も聖女様信者による会合に出で掛かけてしまっているとか。

　女将おかみさんのためにも、ほんとクリスティーナをどうにかしなきゃなって思いました。

　夜、頃ころ合あいを見計らい、ぼくはその宿の屋上に出た。

　そしてエマにコネクテルをかける。ちょっと頼たのみ事があったのだ。

　なので、

『──なに？』

「〝君がいないとぼくはダメなので、支えてくれないですか〟」

　開口一番、ぼくは言った。

　そう、それはサフィちゃんから教えてもらい、どうやらエマに物を頼むときには効果があるっぽい魔ま法ほうの言葉。

『…………』

　魔法の言葉──、

『…………』

　魔法のこと──、

『…………』

　まほ──、

『…………』

　……あ、あれ？　おかしい。なんか変な沈ちん黙もくが流れてる。

　しかもすごい。何も聞こえないし相手の表情も見えないのに、エマが怒おこってるっぽいことはひしひしと伝わってくるぞー！

「……あ、あの、エマさん？」

　恐おそる恐る呼び掛かける。と、

『……ユーリさぁ、ほんと、ガッカリさせないで？　その言葉の価値、ガタ落ちだよもう』

　静かな立ち上がりの喋しやべり方が超ちよう怖こわい。

　察するに、この魔法の言葉、乱用は良くないらしい。

　……ま、まぁ、考えてみたら昨日の今日だしね。週一くらいじゃないとまずかったか……。

「ご、ごめんなさい……でも、本当にお願いしたいことあって……」

『なに』

　冷ややかな返事にビビり、しどろもどろになりながらも、ぼくはこれまでの経けい緯いとエマへのお願い事を打ち明けた。

『──なるほど、そういうこと』

　すると話を聞き終えたエマの声こわ音ねは、いくらか柔らかく、そして、憂うれいを帯びたものになっていた。

『私とサフィちゃんが直接コネクテルで話したときさ、サフィちゃん、私に文字列ラインくれるーって言ってたじゃん？　あのあと、本当に送ってくれたんだよ。文字列ライン。それで普ふ通つうにその……他愛たわいもないやり取りしたんだ』

「へえ。……ん？」

『そう。ってことはさ、今のユーリの話からすると、かなり凹へこんでる時のはずなのに、私に文字列ライン送ってくれたってことだよね。律りち儀ぎに口約束を守って……。しかも文字列ラインでも、そんな素そ振ぶり一いつ切さい見せずにだよ？』

「…………」

　言葉もない。あの小さな身体のどこにそんな、痛ましいまでの強さが秘ひめられているというのか。

『さっきの話だけど、そんなんでよければいくらでも力になるよ。っていうか、他ほかに私に手伝えることない？　あったら言って』

　エマもぼくと同じ気持ちなのだろう。進んで協力を買って出てくれる。

　だからぼくは少し考えて答えた。

「それなら、このあとサフィちゃんに音声コネクトかけてあげてくれる？」

『え？　うん。いいけど、なんで？』

「ケケにしつこく絡からまれてるから助けてあげて」

　今後についての話し合いはすでに終えて、今晩はもうゆっくりしているのだが……ここぞとばかりにケケがサフィちゃんと仲良くなろうと、執しつ拗ようなアタックを繰くり返しているのだ。

　……まぁあと、シイナさんもなかなかしつこくサフィちゃんにアタックをかけているのだけど。自分の流派への勧かん誘ゆう的な動機で。

『……ふっ、ふふ。あはは。うん。わかった』

　半分冗じよう談だん、半分本気でぼくがお願いすると、エマは笑って快かい諾だくし、こう言った。

『ユーリ、サフィちゃんのことお願いね。私、あの子好きだよ』

「うん。ぼくもだ」

　エマとの通話を終えて、ぼくはふとアルテミッサで一番の高台の方を見やる。

　星の瞬またたきとは違ちがう橙だいだい色の明かりが、規則的に配されて揺ゆれている。

　王宮の篝かがり火びだ。

　今このときもあそこでは、かつて名君と呼ばれた男が傾けい国こくの聖女と、歪いびつな戯たわむれにうつつを抜かしているのだろうか。

「…………」

　ふとそんな邪じや推すいを脳のう裏りに巡めぐらせて、ぼくは自らの頰ほおをパンと張った。




　さて、やるか。

　一流の白しろ魔ま道どう士したるもの、国こつ患かんを取り除くこともまた仕事だ。







[image: 第五章　こんなんされたらそりゃ泣くよね]




　その日は今にも雨が降り出しそうな、暗灰色の曇どん天てんだった。

　まるでアインブルクの民たみの胸中を暗示しているかのようだなと、一人の女おんな騎き士しが独り言ごつのを聞いた。

　アルテミッサの街は嵐あらしの前を彷ほう彿ふつとさせる有様で、どの家屋も鎧よろい戸どを固く閉じ、通りに一いつ般ぱん市民の姿はない。

　それもそのはず。戒かい厳げん令れいが敷しかれているため、みな屋内に引っ込んでいるのだ。

　今町中を、大手を振ふって行進しているのは、軍装を整えた騎士の一団──アドルフ国王陛下により、解かい雇こを言い渡わたされた顧こ問もん官や直参たちの手勢である。

　そして馬に跨またがり彼らを率いるのは、一ひと際きわの威い容ようを放つフルアーマーの偉い丈じよう夫ふ──の、オートマタ。

　そう、この国の王女サフィ・シルバーラッシュだ。

　彼女の脇わきを固める形で、ぼくら〝軍資に一番近い旅団サークル〟の面々も随ずい行こうする。また従卒の女騎士さんは旗手となり、アインブルクの国旗を堂々と掲かかげていた。

　やがて王宮へ続くつづら折りの坂道が見えてきた。

　しかしその登り口の広場には、ぼくらと同じくアインブルク国旗を掲げる一団が陣じんを敷いて待ち構える。

　アインブルクの正規兵だ。

　そして彼らの先頭に立つは、見知った顔に、見知った鳥。

　ルシオンと、シルヴァケツァルだ。

　かくしてアドルフ国王陛下指揮下の正規軍と、我らがサフィちゃん率いる〝国王討伐軍〟の両陣営が、正面を切って相対した。

　しんと張り詰つめた緊きん張ちようの中、ルシオンが前に歩み出て、苦く笑しようを漏もらす。

「……まさかこんな大だい胆たんな真似まねに出るとはな」

「全すべてを丸く収めるには、これしか思いつかなくてね」

　ぼくもまた、苦笑いで肩かたを竦すくめた。

「感謝してね。決意してくれたサフィちゃんに」

「ああ……頭が上がらねえ……」

　かたじけなさそうに目礼をするルシオン。

　偉えらそうなことを言っているが、ぼくも気持ちは同じだ。サフィちゃんには頭が上がらない。

　この作戦は、サフィちゃんに大きな負担を強しいることになる。だから、これを閃ひらめいたは良かったものの、提案するのは憚はばかられた。

　けれどサフィちゃんは、ぼくの躊ちゆう躇ちよを見み透すかしているようだった。それともぼくの顔に出過ぎていたのか。

「何か考えがあるなら言ってね？　この国とパパを救うためなら、私、頑がん張ばるから」と、サフィちゃんは柔やわらかくそう言った。口くち許もとに浮うかんだ微笑ほほえみは、覚かく悟ごを決めた者のそれだった。

　だからぼくも腹をくくった。必ず成功させるという決意と、全てが終わったその後も、もし何かあれば彼女の力になろうという誓いを立てた。

　そしてぼくは作戦のあらましをサフィちゃんに伝え──今に至る。

　実の父たる国王を、この国難の元げん凶きようと名指しし、王位奪だつ取しゆのために元顧問官や元直参らとともに蜂ほう起きしたのだ。

　紛まがうことなく、反乱である。

　体てい裁さいは悪く、正当性の如何いかんも曖あい昧まい。にもかかわらず、この反乱を決断してくれたサフィちゃんに、ぼくは敬意を表して止やまない。

　彼女はきっと、いい女王になる。

「──難しいだろうけど、殺さず制圧ね。シルバーラッシュ家の大事な召しよう喚かん獣じゆうみたいだから。よろしく」

　ぼくがルシオンにそう言うと、ルシオンは重々しく頷うなずく。

「ああ、うちのメンバーを使っていいんだろ？　なら問題ない」

「おー？　使うってなんだ使うって。態度デカくなーい？　お前の尻しり拭ぬぐいしてやるんだから感謝しろよなー」

「ルシオンの手など借りずに再戦を挑いどみたかったところなのじゃが……まぁ致いたし方ないの。未来の妹いもうと弟で子しのためじゃ」

「前回はつい油断しちゃったデスケド、今度はそうは行かないデスヨー。本気と書いて読み方は本気フアンキー！　狩人かりうどの本気フアンキー見せてやるデス！」

「ああ……悪いケケ。確かにそうだな。今回ばっかりは世話かける」

　そして旅団サークルの面々とも、ルシオンは勝手知ったる様子で言葉を交かわす。

　それを見たアインブルク正規軍は、みな一様に怪け訝げんな顔をした。

「？　敵方となんのお話をしているのですか？　ルシオン様」

　当然の疑問であり、動どう揺ようだ。

　なにせ自軍の大将が、敵軍の者らと通じているような素振りなのだから不安にもなろう。

　そして申し訳ないが、その不安は的中してるのだ。

「ああ、悪いな。俺はサフィ側に寝ね返がえる」

「え、えええええええええええええええええええ!?」

　正規軍が驚きよう愕がくと狼ろう狽ばいでざわめいた。

　シルヴァケツァルも苛いら立だたしげに鉤かぎ爪づめを蹴け立たて、鋭するどく鳴いた。

　それらを振り切るように、ぐんとルシオンは跳ちよう躍やくする。

　宙で白きマントをはためかせ、身体からだを捻ひねり銀の軌き跡せきを描えがく。

　そして軽かろやかな着地を決めたその先は、サフィちゃん率いる国王討とう伐ばつ軍ぐん陣営。

　ルシオンはぼくらと肩を並べると、正規軍と向かい合った。

「いやーさすがルシオン様！　寝返るにも伸しん身しん宙返りで寝返るとか、カッコいいなー！　ニクいなー！　やってることはただのコウモリ野や郎ろうなのにね！」

「お前はほんと嫌いやなとこ突つくな……。家族を人ひと質じちに取られてたんだ。勘かん弁べんしてくれ……」

　ケケの嫌味にルシオンはばつが悪そうに呻うめく。

　ケケが文句を言う気持ちもわからなくはないが、ぼくはねぎらうように、ぽんとルシオンの肩を叩たたいてあげた。

　まぁ当たり前の話。この反乱が成功して国のトップがかわるのなら、ルシオンの行動を制限していたメナード家の人質の件も白紙。

　とくればルシオンは堂々寝返って、サフィちゃんの王位奪取に協力できるという寸法だ。

　正規軍だって、国王陛下がおかしいとは思いつつ、嫌々命令を聞いてる人も多かろうに……ごめんね！　でも安心して！　投降してくれた人は反乱後もちゃんと免めん責せきするって、そういう手て筈はずになってるから！

　ともあれ役者は揃そろい、機は熟した。

　ぼくがサフィちゃんに目配せすると、サフィちゃんはこくりと兜かぶとで頷き、抜ばつ剣けん。

　天に振り上げ、鞍あん上じようで大だい喝かつした。

「アインブルク王女サフィ・シルバーラッシュ！　押し通る！」

　甲かつ冑ちゆうの内から発せられる、毅き然ぜんたる響ひびきのこの一声で、アインブルクの歴史が大きく動いた。




　　　　☆




　王宮内には近この衛え兵が詰めていたが、戦せん況きようと政情を見て取ったか、忸じく怩じたる無言で道を空けてくれた。

　サフィちゃんとぼくと女騎士さん、それに元顧問官や元直参たちだけで、王宮内の廊ろう下かを進む。

　正規軍の相手はルシオンたちに任せ、王宮への道を切り拓ひらいてもらい、この少数でやってきたのだ。

　ここまで来てしまえばもう、武力は必要ではないから──。

　それは近衛兵や廷臣たちの態度が証明している。

　誰だれもがサフィちゃんの姿を認めては、目礼を以もつて彼女を迎むかえた。

　行く手を遮さえぎるものは誰もいない。

　ぼくらは反乱軍だというのに、まるで望まれるべくして参さん内だいしたかのようだった。

　やがてぼくらは王宮の最さい奥おう、重じゆう厚こうな扉とびらの前に至る。

　サフィちゃんはその扉の前で立ち止まると、ふとこちらを振り向いた。

「……ユーリ君、ここは私に任せてくれる？」

「うん。……でもやりすぎないようにね？」

　サフィちゃん今、バリバリに全身武装してるから、生身の人間にカッとなったら大だい惨さん事じ必至だからね？

「やりすぎても治せるんでしょ？　ユーリ君なら」

「……それでも」

「ふふ、冗じよう談だん。わかってるって」

　甲冑の肩かた当あてが上下に揺ゆれる。

　高度に修練を積んだオートマタというのは、こんなにも感情表現が豊かになるものなのか。くつくつと笑っているのがよく伝わる。

　そんな、今はどうでもいいことを考えていると、サフィちゃんは扉に向き直り、そっと押した。

　広く、そして上品な一室だった。

　毛足の短い絨じゆう毯たんが敷かれ、壁かべ際ぎわには整然とした本ほん棚だながある。

　調度品はどれも最高級のものなのだろうが、無む駄だな豪ごう華かさはなく、また必要最低限のものしかない。

　深い色味の書しよ斎さい机、ビロードのソファ、天てん蓋がい付きのキングサイズベッド──。

　そう、ここはアドルフ国王陛下の寝しん室しつ。

　そして今、そのベッドの上には、二人の男女の姿があった。

　一人は修道服姿のクリスティーナ。ベッドの真ん中で、足を崩くずしてぺたんと座っている。

　そしてもう一人は、アドルフ国王陛下。クリスティーナの太ももに、顔を埋うずめて震ふるえていた。クリスティーナはその頭を、ゆっくりと撫なでている。

「…………」

　ぼくとクリスティーナの目が合った。

　その途と端たん、クリスティーナの目元はほっと気が抜ぬけたように緩ゆるんだ。

　お待ちしておりましたとでも言いたげで、とても嬉うれしそうで……不覚にもぼくまで嬉しくなってしまった。その可か憐れんさに、健けな気げさに、男心をくすぐられた。

　本当に彼女はズルい。そしてぼくはチョロい。

　そう戒いましめて、ぼくは曖あい昧まいに頷いておいた。

　するとクリスティーナの視線が落ちて、国王陛下に向けられる。

　その眼まな差ざしはまさしく、甘えん坊ぼうの我が子に困る、優やさしい母親のそれだった。

　あぁなるほどと、例の〝バブみ〟とやらをちょっと理解できてしまう自分がいた。

　クリスティーナにあんな風に頭を撫でられたら、多分狂くるう。

　母性を求める男を虜とりこにしてしまう、彼女のその魔ま性しようの引力は、傍はたから見ていても凄すさまじいものがあった。

　……正直言おう。ぼくもアレされたい。

　いや、実際ヤバいでしょ。あんなんされたら多分正気を保ってられずに泣くと思う。「オギャー！」って。

　とはいえ、とはいえ、理解と共感はしつつも、国王陛下の一連の横暴はやはり許されるものではないのだ。

「…………」

　そしてサフィちゃんが動いた。

　一直線に、ベッドの方へと歩み寄っていく。

　ガチャガチャと接近してくる足音に、国王陛下も恐おそる恐るといったように顔を上げた。

　銅像で見たのと同じ顔──けれど表情はまるで別人。名君と謳うたわれるような厳格さ、雄お々おしさは欠片かけらもなく、ただただ情けない顔だった。

　その顔に──、




「はいドーン！」

「ぐほぁ!?」
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　サフィちゃんは軽い助走をつけて、踏ふみ抜くような飛び蹴げりをかました。

　国王陛下はベッドの向こうへと転がり落ちて、ぼくの視界から姿を消した。

「言った側から────!?」

　やり過ぎ注意って言ったのに！

　鉄てつ靴かで顔面蹴り抜かれたら相当のダメージだよ！

「へーきへーき。パパ、丈じよう夫ぶだから」

　サフィちゃんは事も無げにそう言って、ベッドの上でひらひらと籠こ手てを振ふる。

　クリスティーナはぎょっとした顔で、邪じや魔まにならぬようベッドの枕まくら元もとへと下がっていった。

　するとベッドの向こうから、這はい上がるようにして国王陛下が顔を出した。鼻と口から盛大に血を流し、ブランケットを赤く汚よごす。

　表情は先の情けないものから一転、憤ふん慨がいの形相を呈ていし、唾つばと血を飛ばしながら喚わめいた。

「な、なにをするサフィ！　蜂ほう起きした挙げ句、私を足蹴にするなど──！」

　が、

「それだけのことをパパがしてるからでしょ？　ぜーんぶ知ってるにゃい」

「…………っ」

　たったそれだけの当てつけで、サフィちゃんは国王陛下を黙だまらせ、恥はじ入らせる。

　ただ、サフィちゃんのその口振りに、嫌いや味みや皮肉、侮ぶ蔑べつや嫌けん悪おといったものはない。

　あるのは寂さみしげで切なげな、憐れん憫びん。

　物悲しい同情の響き……。

　そして、

「……聖女様に叱しかられるのは良くても、実の娘むすめに叱られるのは嫌？」

「…………」

「……私だって嫌だよ……」

　そう続けられた言葉には──否いな、佇たたずまいそのものには、痛切の遣やる瀬せ無なさが滲にじんでいた。

　高度に修練を積んだオートマタというのは、こんなにも感情表現が豊かになるものなのか……。

　どんな痛つう撃げきにも耐たえられるよう、頑がん強きように鎧よろわれた全身が、小刻みに震えていた。

「──……失礼」

　すると機を見た女おんな騎き士しさんが、すっとぼくを追い抜いて、国王陛下のもとへ歩み寄る。

　そして懐ふところから書状を取り出し、粛しゆく然ぜんと読み上げた。

「アインブルク王位継けい承しよう者しやサフィ・シルバーラッシュの名の下もと、現国王アドルフ・シルバーラッシュを国事犯に認にん定てい。王位の奪だつ取しゆをここに宣言し、アドルフ前国王には王宮からの追放及および辺境地での蟄ちつ居きよを命じます」

　アドルフ前国王陛下は、呆ぼう然ぜんとその宣言を聞いていた。

　女騎士さんは書状を包くるめると、駄だ目めを押すように、最後にこう付け足す。

「これは、城に残る臣下も支持を表明した、正当なる王位継承です。アドルフ様」

「…………」

　これに対し、アドルフ前国王陛下は食い下がることもなく、ただがっくりと項うな垂だれて──、




　武装蜂起によるアインブルクの王位継承、ここに成立。

　女王サフィ・シルバーラッシュ、誕生の瞬しゆん間かんであった。




　……ちなみに。

　クリスティーナはこの歴史的瞬間の一部始終を、その場にいながら見ていなかった。

　ずーっと目を逸そらし続けていた。

　その理由は、アドルフ前国王陛下の流血。

　クリスティーナ、血、苦手だもんね。




　　　　☆




　サフィ即そく位いの報はすぐさま王宮坂下の戦場にも届けられ、反乱軍との戦いは終結した。

　といっても、その報が届く前にすっかり正規軍は戦意を喪そう失しつしており、実質激しい戦いを繰くり広げていたのは〝軍資に一番近い旅団サークル〟とシルヴァケツァルで、その戦いも明確な形で勝敗が決していたのだけれど……。

「──ふぅ。これでよし。さぁアハト、捌さばけ。獣けものの調理は得意じゃろ」

「ラジャー！　高タンパク低カロリーなエルフ流ダンジョン飯をシイナにご馳ち走そうするヨー！」

　シイナに言われ、アハトは調理用のナイフを抜く。

　それを見てシルヴァケツァルは悲痛な鳴き声を上げたが、逃にげることはかなわない。

　シルヴァケツァルは両足を縛しばられ、王宮の断だん崖がいに逆さ吊づりにされていたからだ。さながら肉屋の鶏にわとりである。

「まだ生きとるからのう。鳥とり刺さしもいけるな。誰か、醬しよう油ゆに柚ゆ子ず胡こ椒しようを持ってきてくれぬか？」

「お、酒に合いそう！　おーい、兵士さんらー？　食料庫から酒かっぱらってきてー？」

「こらこら、ユーリの話聞いてなかったのか？　生かして制圧したのは新しん鮮せんな食材にするためじゃない。女王になったサフィが今後も使役出来るようにだ」

「こんな鳥より俺がサフィたんの召喚獣になったほうがいいと思うんだよなー。召喚獣の採用ってどうなってんだろ」

　生け捕どりという高難度の任務だっただけに、それなりに苦戦した形けい跡せきはあるものの、誰だれ一人ひとり大きな怪け我がもなく、見事任務を果たしていた。

　最初の交戦時にはちょっと押され気味だったけど、やっぱりなんだかんだルシオンがいると戦力が桁けた違ちがいなのだ。お疲つかれさん。

　シイナさんたちがシルヴァケツァルを取り囲んでキャッキャしている一方で、王宮から続く坂道をトボトボと下りてくる一団がある。

　アドルフ様と、その侍じ従じゆうたちだ。

　馬上のアドルフ様は肩かたを縮ませて、深く外がい套とうを被かぶり、衆目から逃のがれようとしているようだった。

　その後に続く侍従たちも、アドルフ様の私物と思おぼしき荷車を引いているのだが、皆みな一様に沈ちん鬱うつな面おも持もちだ。

　そんな一団の様子を、甲かつ冑ちゆうを脱ぬいだサフィちゃんが、しかとその目で見送っていた。

　ただその横顔には、惜せき別べつが濃こく滲み……。

「ごめんね。こんな解決方法しか思いつかなくて。サフィちゃんにこんな大役を押し付けるようなことになっちゃって……」

　ぼくはサフィちゃんの肩に手を置きながら、そっと詫わびる。




　──クリスティーナ本人と、クリスティーナが巻き起こした厄やつ介かいを、まとめてぼくらが引き受ける。




　そう大口を叩たたいておきながら、結局サフィちゃんに負担と痛みを強しいないことには、全すべてを丸く収める方法なんて思い浮うかばなかった。

　国はめちゃくちゃになっているが、問題は至ってシンプル。

　アドルフ様が人格者、名君などと呼ばれる重圧ゆえに、クリスティーナへの依い存そん心を強めてしまっているのが原因。

　ならば解決方法は単純明快。その重圧からアドルフ様を解き放ってやればいい。多少強ごう引いんではあるが、反乱による王位奪取を以もつてして。

　これでサフィちゃんがこの国の一いつ切さいを取り仕切れるようになり、全てを丸く収められる。

　ルシオンの件も、クリスティーナの件も、全て──。

　しかしそれはつまるところ、サフィちゃんに女王という大役を押し付けることにほかならないわけで……ぼくはそれが心苦しくてならない。

　が、サフィちゃんはぼくの手にそっと自らの手を重ねると、首を横に振った。

「ううん。いいの。元々ルシオン様がうちにお婿むこさんに来たら、パパは退位する予定だったし。だからちょっとその予定が早まって、ちょっとその方法がゴタゴタしちゃっただけ」

　サフィちゃんはそう言うと、ぴょんと一歩前に出て、ぼくと向き合う。

「ユーリ君、自分に責任があるって言ったよね。あの人を封ふう印いんから解いちゃった責任があるって。……でもそれ、ちょっと違ちがうと思うんだ。だって、あの人のせいだけじゃないもん。パパだって悪いんだよ。いくら重圧を感じてたからって、こんなことしていい理由にはならないから」

「サフィちゃん……」

　パパだって悪い──思ってはいても、ぼくには口に出来なかった台詞せりふだ。

　そう。責任の所在の話をするならば、いつだってクリスティーナだけが悪いわけではないのだ。それが、彼女の本当に厄介なところ……。

　そしてサフィちゃんは、冷静にそれを見み抜ぬいた。

　婚こん約やく相手を奪うばわれた恨うらみがあろう。父親と国を狂くるわされた憎にくしみもあろう。しかし、それに囚とらわれることなく、サフィちゃんは公正に実父を評した。

「だから、パパの尻しり拭ぬぐいは私がするの。だって私は家族だから」

　言いながら彼女が零こぼした微笑ほほえみは、子供のあどけないそれではなく、はっとするほどに大人びたものだった。

　その眩まぶしさのあまり、ぼくはつい一度視線を外す。それは強い敬意から来る、小市民的仕草だった。

「……本当に、君は立派だね。今この国にいる、どの大人よりも」

「ありがと。──でも、まだ終わってない」

　サフィちゃんがふと、去りゆくアドルフ様一行に視線を戻もどして呟つぶやく。ぼくは相あい槌づちを打った。

「そうだね。本当に大事なのは、これから……」

　そう、実はまだこの作戦には続きがある。

　ただその成否を、行く末を、この目で直接見届けることはかなわない。ぼくらは内心で気を揉もみながら、ただアドルフ様たちを見送るほかなく──。

「ユーリ様！」

　名を呼ばれ振り向くと、クリスティーナがこちらに駆かけて来た。

「あの、あの、本当にアドルフ様を追い出してしまわれるのですか？」

　まぁ、形はどうあれあんなにも自分の弱みを曝さらけ出し、全力で甘えてきてくれた相手だ。愛着というか、同情心というか、それこそ母性も湧わこう。

　なんだかんだクリスティーナは、アドルフ様の身を案じているようだった。

　それがクリスティーナの優やさしいところであり、また質たちの悪いところではあるのだけれど……ともあれぼくは答える。

「うん。これだけのことをしでかしといて、王宮暮らしはさせられないよね」

　些いささか冷れい淡たんな言い方になってしまったが、それは事実。

　それに案外、本人的にもこのほうが気楽なんじゃなかろうか。娘にこのような形で王位を奪われた者が王宮に居座るなど、針のむしろだろう。

「でも……」

　クリスティーナはもどかしげに、アドルフ様の後ろ姿とぼくとを交こう互ごに見やる。

　だからぼくは念を押した。

「追っちゃダメだよ、クリスティーナ。──もし追うなら、アドルフ様に呼ばれてからにして」

「……え？」

　クリスティーナは、ぱちくりと目を瞬またたかせた。

「あの、それはどういう……」

「…………」

　そして意味を問い返してきたけれど、ぼくは答えなかった。

　答える必要がなく済むよう、ただ胸中で祈いのっていた。




　　　　☆




　アインブルク王国の西南のはずれ。豊かな緑の中を野鳥が歌う、山さん稜りよう地域。

　澄すんだ空気も、どこからか微かすかに届く清流のせせらぎも、浴びると心身が濾ろ過かされていくようだ。

　時折木々の拓ひらけた場所から、来た小こ径みちを振ふり返れば、裾すそ野のに漠ばくと広がる麦畑と、ぽつりぽつりと点在する集落の眺ちよう望ぼう。素そ朴ぼくだが長閑のどかで雄ゆう大だいで、景勝と讃たたえて差し支つかえない。

　だがそんな景色の一部でありながら、その一行の表情は優すぐれない。

　疲ひ弊へいした顔つきは、それら自然の美しさを皮肉がっているようですらあった。

　特に列の中央を騎行する男は、目も虚うつろで生気に欠けていた。また、どこかで強く打ったのか、鼻と口くち許もとに咲さいた青あざとカピカピに乾かわいたかさぶたが、男のみすぼらしさに拍はく車しやを掛かける。

「…………」

　男は馬上でぼんやりと、これまでの道程を顧かえりみていた。

　王位を継けい承しようしたのは十代半ばのことだった。名将と呼ばれていた父も病には勝てず、その家か督とくを継ついだのだ。

　若いながら、父の名に恥はじぬ良き国王たらんと、必死に公務に邁まい進しんした。

　その最さ中なか、最愛の妻に先立たれたが、それと引き換かえに彼女は一人ひとり娘むすめを残していってくれた。

　だから妻の分も愛情を注いで育てた。同時に、この最愛の一人娘が誇ほこれるような良き父親であろうとした。

　そしてそれを果たした。

　名君であると、人格者であると、国父であると、誰からも褒ほめ称たたえられた。

　その期待を裏切らぬよう、名君たらんと、人格者たらんと、国父たらんとし続けた。必死に……。

　それは自分にとっても、国にとっても、民たみにとっても、娘にとっても良いことのはずだった。

　はずだった……。なのに……この山道がその末路か……。

　そんな思いが、馬上の男の胸に去来する。

　そう、山道を行くその一行は、王宮を追われた前国王アドルフと、その侍じ従じゆうたちである。

「──こんな僻へき地ちに実の父君を追いやるとは、不義不孝の極きわみじゃ。嘆なげかわしい」

「いえ、わざわざお屋や敷しきをご用意してくださっているのですから、やはり血の繫つながったご息女であられますよ。野心から来る反乱であったならこうはいかない」

　時折そんな、侍従同士の会話が浮かんでは消える。

　首都から遠く離はなれたこの地での蟄ちつ居きよを命ぜられ、彼らは今、その刑けい場じようである屋敷へ向かっている道中であった。

「──おぉ、見えましたぞ、アドルフ様。あちらが蟄居の屋敷だそうです」

　先頭の者が、前方で地図を広げながら声を上げる。

　ようやく着いたかと行ってみて、侍従たちは「おや」と意外そうな顔をした。

「ほう。蟄居と言うからどんなボロ屋敷かと思えば……それなりに立派ではないか」

　簡素ながら造りのしっかりした、鉄てつ格ごう子しの門もん扉ぴと石いし塀べい。それをくぐった先に佇たたずむ屋敷は、瀟しよう洒しやな趣おもむきを湛たたえていた。

　広さは侍従全員を住み込ませてなお、ゆとりがありそうだ。

「──まずは屋敷の手入れから始めねばと思っておりましたが……存外片付いておりますな」

　屋敷には目立った傷いたみも見当たらず、修復、修しゆう繕ぜんの必要はなさそうで、中庭の雑草も取り払はらわれている。

　まるで、最近まで使用していたどこぞの貴族の別べつ荘そうを、そのまま居い抜ぬきで寄よ越こしたかのようだった。

「…………」

　蟄居とは、刑けい罰ばつである。咎とが人びとを俗ぞく世せから隔かく離りし、封ふうずる処置である。

　ゆえに侍従たちは、過か酷こくな住じゆう環かん境きように身を置かれることも覚かく悟ごしていたのだが……これには些か拍ひよう子し抜ぬけだ。

「ふ、ふん。つまりはこの反乱が成功すると見込んで、予あらかじめ準備をしていたわけだ。傲ごう岸がんじゃな」

「ま、まぁまぁそう仰おつしやらず。ちょっと中を見て参ります」

　意地を張る侍従を、また別の侍従がなだめすかし、屋敷の正面玄げん関かんから中に入っていく。

「…………」

　アドルフは朧おぼろな眼まな差ざしながらも、興味深げに屋敷の外観を見上げていた。

　すると、

「！　ア、アドルフ様！　これを御ご覧らんください！」

　屋敷の中から声が上がる。

　それは驚きよう愕がくの一声であり、侍従たちは何事かと剣けんの柄つかに手をかけて身構えたが、「中は安全なのでご安心を！」と続く。

　なので侍従たちはアドルフと共に、屋敷の中へ踏ふみ入った。

　外観同様、やはり内装も、貴族の別荘を居抜きで寄越したようだった。手入れが行き届き、調度品の類たぐいも揃そろっている。すぐにでもここでの生活に移れそうだ。

「アドルフ様！　こちらです！」

　アドルフを呼ぶ侍従の声は二階、奥の部屋から聞こえる。

　アドルフはふらふらとそちらへ吸い寄せられて、半開きの扉とびらを開けた。

「…………」

　虚ろであった瞳ひとみが、見る見る見開かれ、光を取り戻す。

「……こ、これは……」

　青あざが咲き、かさぶたがへばりつく口から、驚きよう嘆たんの吐と息いきが漏もれる。

　そこは、目にも鮮あざやかな書しよ斎さいであった。

　花で編まれた綱つなが壁かべ天てん井じように飾かざり付けられていた。

　そして部屋の中央にはこんもりと山が出来ている。新品の釣つり道具や狩しゆ猟りよう道具、盤ばん上じよう遊ゆう戯ぎや書しよ籍せきといった、アドルフの趣味の品々の山が……。

「アドルフ様、後ろを……」

　侍従に促うながされ、呆ぼう然ぜんと立っていたアドルフは振り返る。

　と、壁一面に文字が貼はられていた。カラフルな紙で切り抜かれた文字が。




【おつかれさまでした！】




　と……。

「アドルフ様、机にも包みが」

　侍従が言う。

　アドルフははっとして、机に駆け寄った。

　その紙の包みにはリボンがあしらわれ、二つ折りのカードが差してある。

　アドルフは恐おそる恐る、そのカードを抜き取って、そっと開いた。





【今まで大変なお務めご苦労様でした。これからは私が頑がん張ばるから、パパはのんびり自分の時間を満まん喫きつして下さい。たまに遊びに来るからね。


サフィより愛をこめて】








「…………」

　カードを持つアドルフの手が震ふるえる。

　目には涙なみだが浮うかび、洟はなをすすりながら口許を引き締しめた。

　アドルフはカードをそっと置き、包みに手を伸のばしてリボンを解ほどく。

　中から出てきたのは、ビスケットだった。

　大きさや形状が不揃いで、また、どれも少々不格好……。

　が、それをこそ愛いとおしむように、アドルフはひとつビスケットを摘つまんで、齧かじった。

　程ほどよい歯ごたえが心地ここちよく、咀そ嚼しやくの度たびに感動がこみ上げる。

　息を吸い込むと、バターの香こうばしさと微かなココアパウダーの風味が、胸の中いっぱいに広がり染しみる。

　潤うるむ瞳から、ついに涙の粒つぶが零こぼれた。

　美味おいしい。今までに食べたどんなビスケットよりも美味しい。

　ただそれを、ここまでの旅の疲つかれのせいにしたくはない。

　これは純然に、サフィの腕うで前まえによるもののはずだ。

　と、その時、不思議な事が起こった。

「ア、アドルフ様……？　それは……」

　侍従たちも驚おどろき、目を見張った。

　ビスケットを持つアドルフの手が──否いな、アドルフの全身が、淡あわく柔やわらかな魔ま力りよくの光に包まれているのである。無論、アドルフ自身のものではない。

　だがアドルフは、何か腹の底から力が漲みなぎってくるのを感じた。旅の疲れが吹ふき飛ぶようだ。

　そして、

「！　お、お顔の傷が……！」

　アドルフの顔の青あざやかさぶたが──サフィに蹴けられた時に負った傷が、見る見る癒いえていくではないか。

　侍従たちはどよめき、そして、打ち震えた。

「料理に白魔法を込めるとは……しかも、これほどまでに高度な白魔法を！」

　感かん涙るいを滲にじませる侍従たちに、アドルフはぽつりと返す。

「……大方、サフィの側にいたあの白魔道士の業わざであろう」

「え、ええ。いや、それはそうでしょうが、しかし──！」

　アドルフが意地を張っているのかと、侍従たちは前のめりに異を唱えかけたが、それをアドルフは手で制した。

「言うな。重々承知している。この傷を癒やしたのは白魔道士の業であり、そして……サフィの思い遣やりだ」

　そう、誰だれの術によるものかは関係がない。

　誰の意志でこれがなされたのかが肝かん要よう。

　それを思うと、こみ上げるものを抑おさえきれず、アドルフはその場で声を上げて泣いた。

　臣下の目も憚はばからずに泣きじゃくり、幾いく度ども目を拭ぬぐいながら、ビスケットを齧った。

　するとその時、ペコンペコンと音が鳴る。

　アドルフの懐ふところのコネクテルからで、表示を見ると、クリスティーナからの文字列ライン。





《大だい丈じよう夫ぶですか？　ご無事ですか？　しっかりご飯は食べてますか？　風邪かぜは引いてませんか？　たまには声を聞かせてください。》






「…………」

　アドルフは一いつ瞬しゆん、放心した様子で画面に釘くぎ付づけになった。

　その様子に、侍従が誰からの文字列ラインかと、どんな内容かと訝いぶかしみ、不安を覗のぞかせた。

　少しして、アドルフの指が画面上を滑すべる。

　文字列ラインを打っているようであった。

　侍従たちの与あずかり知らぬことではあるが、その文字列ラインは──、





《何から何まで、本当にありがとう。お言葉に甘えさせてもらおうと思う。だから君も、いつでも遊びに来て欲しい。待ってるよ、サフィ》






　そう、最愛の娘むすめに向けた、礼の言葉。

　そしてそれを打った指でそのまま、アドルフはクリスティーナの連れん絡らく先と、彼女と交かわした睦むつ言ごとの履り歴れきを、コネクテルから躊ちゆう躇ちよなく消した。




　彼に既き読どくスルーされたクリスティーナがどんな顔をしていたのか……それを知る機会は、永遠に訪おとずれることはなかった。







[image: エピローグその１　ユーリのくせに生意気だ]




　アインブルク王国、首都アルテミッサのブロッサム通り。

　その中央に位置する広場は、先日シルヴァケツァルが暴れたがために大きな被ひ害がいを被こうむっていた。

　在りし日には市が開かれていた広場は、今や無残な姿に成り果てている。

　が、この日、人ひと気けと活気だけは市の開かい催さい時を彷ほう彿ふつとさせていた。

　広場の復旧作業に当たる普ふ請しんの兵士や、日ひ雇やといの市民らが、威い勢せいのよい掛かけ声を上げながら汗あせを流しているのである。

　そしてその陣じん頭とう指揮に立っているのは、この国の新女王サフィちゃんだ。

「サフィ様！　新しい銅像の設計図なのですが、確かく認にんをお願いします！」

「はーい！　……うん、オッケ！　ただもうちょっとウエスト絞しぼって、手と足も気持ち長くしてくれる？　気持ちね？　気持ち。……あと胸も気持ち盛って？　そしたら完かん璧ぺき！」

　以前の広場にはアドルフ前国王陛下の銅像が建てられていたが、それも倒とう壊かいしてしまったことだし、新しく作り直すついでにサフィちゃんの銅像も建こん立りゆうする計画だとか。

　今度遊びに来た時には、きっと完成したものが見られることだろう。

　それが楽しみで、ぼくはあえてその銅像の設計図は見ずにおいた。

　この通り、アドルフ様から王位を奪だつ取しゆしたサフィちゃんは立派に女王としての務めを果たしている。

　反乱という手段ではあったものの、アドルフ様があの有様だったということもあって、臣下も民たみも挙国一いつ致ちでサフィちゃんを支持した。

　普ふ通つうこんな混乱が起こると、それに乗じて野心を振ふるう輩やからが現れたりもするものだが、そんなこともなく、サフィちゃん自身の人望の厚さを見た。

　これならアドルフ様も安心して、蟄ちつ居きよとは名ばかりの悠ゆう々ゆう自じ適てきの隠いん居きよ生活を送ることができるだろう。

　優ゆう秀しゆうな顧こ問もん官や直参も付いていることだしね。

　それに……、

「みんなー！　もうあと一息でお昼休きゆう憩けいだから頑張ってねー！　私お手製のビスケットも用意してるからー！」

　彼女自身も、こんなにちゃっかりした子だし。これにはちょっと笑っちゃったよ。

　アドルフ様に贈おくったサフィちゃんお手製のビスケット──あれは、昔ぼくが遠出する際に、エマが作ってくれたものと同じレシピだ。

　保存がよく利きく上にとても美味しく、不思議と身体からだに染み渡わたるような、元気が湧わいてくるようなビスケットだったから、アドルフ様への贈り物には最適だろうと、エマにお願いしてレシピを教えてもらったのだ。

　そうしたら意外な事実が判明した。




『──ああ。あれ隠かくし味があるからね。あのビスケットの材料に、私が白魔法掛けてたから』




　道理で身体に染み渡るし、元気が湧いてきたわけだ。

　てっきり旅の疲れとか気のせいかと思ったけど、ちゃんと理由があったらしい。




『悪かったね。隠し味過ぎて気付かせてあげられなくて。私の微び々びたる魔力と、聞き齧りの白魔法の知識だけじゃ、あれが精せい一いつ杯ぱいだったんだよ』




　いえいえとんでもないですと、ぼくはエマに感謝した。

　そんな手間ひまをかけて作ってくれていたことへの、遅おそまきながらの感謝がひとつ。

　そしてもうひとつは、名案をくれたことへの感謝。

　白魔法が込められた、労ねぎらいのお手製ビスケット──そんな素す敵てきなものを実の娘から贈られて、心動かされない父親はいないだろうから……。

　ともあれエマのおかげで、アドルフ様も無事クリスティーナと決別できた模様。

　これでぼくも後こう顧この憂うれいなく、この国を発たつことが出来る──。

「──サフィちゃん」

　サフィちゃんのお手て隙すきを見計らって、ぼくは声を掛ける。

「あ、ユーリ君！」

　振り向いたサフィちゃんは、満面の笑えみをくれた。

「ぼくが知る限りでだけど、司教様にふさわしい人と、逆に『この人だけはやめといたほうがいい』って人の名前、一覧表にしてあの女おんな騎き士しさんに渡しといたから、教会に打だ診しんするときの参考にして」

「わ、ありがとー！　すっごい助かる！」

　サフィちゃんが女王になったことで、クリスティーナの聖女認定は撤てつ回かいされ、ぼくら〝軍資に一番近い旅団サークル〟が彼女を預かることになった。

　留守になった教会には、すぐに聖職者たちを派は遣けんしてもらうという。

　ゼクト様、クリスティーナと、色んな意味で傑けつ物ぶつが続いた司教職だ。その後任は大変だろうけど、健けん闘とうを祈いのりたい。

「……行くの？」

　サフィちゃんがぼくの旅たび支じ度たくを見て言う。口角は上がっているものの、眉まゆ尻じりが下がって、ちょっと寂さみしげだ。

　そんな顔をされると、ぼくも惜せき別べつの念に駆かられてしまうが、頷うなずいた。

「うん。──ごめんね。ぼくらのせいで色々お騒さわがせしちゃって」

「ううん。そんなことない。むしろ、色んな膿を出してくれたって感じ。私、今結構スッキリしてるよ」

「そう？」

「うん！　結けつ婚こん相手を自分で決めるのだって、すっごい楽しみだしね！」

　サフィちゃんはそう言って、屈くつ託たくなく笑った。

　サフィちゃんの即そく位いに伴ともなって、ルシオンとの婚約の件も白紙になった。

　まぁ当然といえば当然の帰結。サフィちゃんはルシオンの一連の醜しゆう態たいを目まの当たりにして、百年の恋こいも冷めたろうし、ルシオンの方は元より望んですらいなかったのだから。

　両人のためにもこの話は流れるのが正解。

　ぼくとしてもルシオンを七しち氏し族ぞく軍ぐん資しを探す旅に連れてけるしね。

　アハト風に言うなら三者大勝利のウィンウィンウィンだ。

　それに、これは超ちよう私情だけど、サフィちゃんとルシオンが結婚するのは……やっぱりなんか嫌いやだ。

　それはルシオンが悪いとかではない。相手が誰だれであっても嫌だと感じてしまうと思うなぁ、お兄ちゃんは。……誰がお兄ちゃんか。

　けれど、そんなこと言ってるくせに、ぼくは彼女の結婚を切に願い、心待ちにしてもいる。

　なぜかって？

　そんなの決まってる。

　だって想像だけ膨ふくらませておいて、結局拝みそびれてしまったから。

　きっと世界一可愛かわいい、彼女のウエディングドレス姿を……。

　それとあと、やり損そこねてしまったから。

　披ひ露ろう宴えんでの、お色直しのエスコート役を……。

　……だから誰がお兄ちゃんか。

　ともかくぼくがサフィちゃんに抱いだく感情は錯さく綜そうしている。

　すると──、

「……結婚相手」

　不意にサフィちゃんが、にいっと口こう端たんを持ち上げた。そしてイタズラな笑みでこう付け足した。

「ユーリ君も、その候補だからね♪」

「…………」

「…………」

「……え？　あー……ありがとう。頑がん張ばるね」

「えー……なにそれ。反応薄うすい～」

　サフィちゃん渾こん身しんのからかい文句だったのだろうか。しかし残念、不発に終わり、サフィちゃんは唇くちびるを尖とがらせていた。

　ぼく、女の人は苦手だけど、子供は平気なんだよねぇ～。

「あ、でもそれやっちゃうと、私も人のものに手出すことになっちゃうのかな～？」

「……ぼくは誰のものでもないよ」

　無論クリスティーナのものでもないしね。ぼくはみんなのユーリだよ。

　そう否定すると、サフィちゃんは再び、意味深に口端を持ち上げた。

「んっふふ～。それはどうかな～？」

「？」

　なに？　その思わせぶりな顔。ちょっとどういうことか教えなさい。年上をからかうんじゃありません。

「──おーいユーリ、そろそろ行くぞい」

「はーい。──それじゃサフィちゃん、ぼくたちはこれで」

　サフィちゃんを問い質ただしたかったけど、旅団サークルのみんなに呼ばれてしまったので、ぼくは別れの言葉を告げた。

　サフィちゃんは頷き、一いつ生しよう懸けん命めい、口早に言う。

「うん！　文字列ライン送るね！　既き読どくスルーしないでよ？　面おも白しろい本見つけたら教えてね！　旅が終わったら絶対にまた来てね！　もっともっと、たくさん本のお話ししたいから！」

「うん。絶対また来るよ」

　後ろ髪がみを引かれる思いを振り切り、ぼくは歩き出す。

「フルーツジュース飲みにも連れてってね！　ケーキだって、美味おいしいところ他ほかにもたくさんあるから！」

「うん。次来るときには七氏族軍資を見つけて大金持ちだから、いくらでもご馳ち走そうするよ」

　背中に投げかけられるサフィちゃんの、ちゃっかりしたおねだりに、ぼくは手を振る。

「あとー！」

　あはは。まだあるの？

　ぼくは首だけで、サフィちゃんを振り向いた。




「私、今はユーリ君に恋してるから！　憧あこがれとかじゃなくて、ホントのホントに！」




　スコーンと突つき抜ぬけるような声だった。

　ビックリしすぎて転びそうになった。

　大声で言うもんだから、広場で復旧作業をしてる人たちも驚おどろいていた。

　こんな公衆の面前でそんなこと言って、恥はずかしくないのかと。

　むしろあんな堂々と言えるってことは、心にもないからかい文句なのかと、そう思った。

　事実、いつまでもぼくを見つめる彼女の表情は、清すが々すがしいほどの笑顔だった。

　けれど。

　それなのに。

　彼女のその顔は、火が出そうなくらい真っ赤っ赤。

　汗あせに濡ぬれた前髪が、おでこにぺとぺとへばりつく。

　彼女の胸の高鳴りが、こちらにまで届いてきそうで──むしろ、共鳴すらしてしまって、ぼくの心臓までドキドキ鳴り始めて──、

「……っす」

　ぼくは鳩はとみたいにかくんと首だけ突き出して応じた。

「なにそれ」と、サフィちゃんはくすりと笑う。

　それを最後に、ぼくは前を向いて、せかせかと広場を後にした。




　ああ、もう、これはやばい。

　次に会った時、サフィちゃんと自然にしゃべれる自信がない。

　だってきっとその時には、歳としを重ねてもっと成長してるんだよね。彼女。

　そんなのもう、子供として見れるわけないじゃない……。




　　　　☆




「しょらっ！　しゃらっ！　せやっ！　てやっ！」

「……ちょ、痛い。痛いって。もういい加減やめてくれない？　ケケ」

「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]？　なにを[image: ～][image: ～][image: ～]？　なにをやめろって[image: ～][image: ～][image: ～]？　俺普ふ通つうに歩いてるだけだけど。普通に歩いてるその足運びの軌き道どう上にユーリ君のアキレス腱けんがあるだけだけど。むしろユーリ君が俺の足出すとこに先回りしてる説が黒くろ魔ま道どう士し業界を席せつ巻けん中。ちぇいっ！」

「そんな説はない。──痛っ、だから蹴けらないでってば！」

　広場の復旧作業にあたっていた人たちの耳に、先のサフィちゃんの大告白が届いていたということは、無論あの場にいた旅団サークルのみんなにも聞こえていたわけで……。

　ケケがぼくをやっかんで、さっきから執しつ拗ように蹴ってくるのだ。

　しばらくこのことでグチグチ言われてめんどくさそうだなぁ……。

「……素す晴ばらしい……。感動した……。武辺の才のみならず、己おのれの想おもいをあそこまで赤せき裸ら々らに告白出来る胆たん力りよく……武道家としてだけではなく、いち人間として儂わしも見習わねばならん……」

　そしてサフィちゃんに感化されたらしいのはシイナさん。

　ぶつぶつと独り言ごちたのち、何やら決意したように面おもてを上げた。

「……あ、……ああああ、アハトぉ！」

「ワッツ？」

「わ、儂はっ、儂は──！」

　え、えええええ!?　このタイミングで言うの!?

　段取りも何も踏ふまないで!?

　胆力とかそういうことじゃなくて猪ちよ突とつ猛もう進しん過ぎますよシイナさぁん！

「お主がクリスティーナに色目使ったら殺す」

「…………お、オケ」

　あ、なんか思ってたのと違ちがう……けど、よかった。そういう決意なら、うん、よかった。

「…………」

　そしてふと視線を感じたので隣となりを見ると、ルシオンがぼくの方を横目で見ていた。

「……なに？」

「いや……なんつーか……」

「…………」

「さっきのサフィ、可愛かったなって……」

「!?」

　お、お、お前ぇ!?　今いま更さら気づいたの!?　もう遅おそいんだよルシオンのバーカバーカ！

　あ、もうほんとサフィちゃん、ルシオンと結けつ婚こんせずに済んでよかったわ。この人ダメだ。うん。

　そんなこんな話しながら、ぼくたちは教会へ。

　そこでクリスティーナと待ち合わせをしているのだ。

　いよいよ七氏族軍資を──クリスティーナの記き憶おくを探す旅に出るために。

　が、

「…………」

「……おらんのう。時間にだらしないものは好かん。あとで性しよう根ねを叩たたき直さねばな」

「シイナ？　なんで鉄てつ腕わんバキボキ鳴らすノ……？　ダメダヨ？　それで叩いたら潰つぶれちゃって、もう二度と直らないカラネ……？」

「そうだそうだ。大体クリスティーナちゃんはシイナと違ってお出で掛かけの準備にも時間がかかるんだよ」

「……そんなに入念な準備運動を？」

「化け粧しようとかオシャレに決まってんじゃん。なんでそう発想が汗あせ臭くさいの」

「は？」

「……わー、ちょうちょ」

　教会の門前、駄だ弁べりながら待てど暮らせど、クリスティーナは現れない。

「……本当に来ないね」とぼく。

「礼拝堂で待ってるとかか？」とルシオン。

　開放された礼拝堂を覗のぞいてみる。

　が、やはりそこにもクリスティーナの姿はない。

「……コネクテル掛かけてみるか」

　ルシオンが言った瞬しゆん間かん、男たちの空気がピリッと張り詰つめた。

　コネクテル、誰だれが掛ける──!?

「……もうそれは良いからユーリが掛けい」

　シイナさんに信用されててぼく嬉うれしいです。

　音声コネクトを掛ける。

　キュイキュイという呼び出し音が耳元から──そして、礼拝堂からも聞こえた。

「あれ？」とぼくらは顔を見合わせる。

　音が鳴る方へ行ってみる。

　すると、礼拝堂の隅すみにコネクテルが落ちていて、呼び出し音を鳴らしていた。

　ひび割れてしまっている画面に表示されてるのは、ぼくの名前。つまりこれはクリスティーナが持っていた司教用のコネクテルに違いない。

　それがなぜこんなところに？

　そしてさらにもうひとつ、奇き妙みような点が。

「……あれ？　っていうか、ここって懺ざん悔げ室なかった？」

　ぼくが言うと、みんなもあっと声を上げた。

　そう、コネクテルが落ちていたこの場所には、懺悔のための例の小屋があったはずなのだ。

　それが、忽こつ然ぜんと姿を消している。実際そこだけ床ゆかが変色しており、長年置かれていた小屋が撤てつ去きよされたことを示し唆さしている。

　はてこれはどういうことだろう。

　ぼくらが首をひねっていると、ヨボヨボのおばあさんが一人、礼拝堂に入ってきた。

　そしてぼくらに気づくと、にこやかに話しかけてきた。

「ありゃ、あなた達もお祈いのりかえ？」

「えーと、ちょっと人と待ち合わせをしてて」

「はぁ、懺悔をしに来たのかい。たしかにねぇ、そっちの子は、罪が深そうな顔してるもんねぇ」

「このおばあちゃん、会話嚙かみ合ってない上に超ちよう失礼なんだけど」

　耳がちょっと遠いのか、お年寄り特有のぼんやりか……おばあさんはケケを見ながらマイペースに言い、さらに続ける。

「でも今、懺悔室がないでしょう？　昨日だったかねぇ、撤去されちゃったから」

「そう、それが気になってたんですけど、どうしてですか？」

「この教会も、ようやく静かになったねぇ。司教様が女の子になってから、変な人達が出入りするようになってたから」

「…………」

　やっぱり微び妙みように嚙み合わない会話に、ぼくは苦笑いで相あい槌づちを打つ。

　と、




「ようやく静かにお祈り出来るねぇ。これも懺悔室が撤去されたおかげだねぇ。司教様ごと」




「……………………はい？」

　ただならぬおばあさんの証言に、ぼくらは啞あ然ぜんとした。

〝司教様ごと〟というのはつまり、〝クリスティーナごと〟ということか!?

「ど、どういうことですかそれ!?」

「そのままの意味よぉ。男の人たちが、司教様がまだ中に入ってる懺悔室を担かついで出ていっちゃって」

「男の人たち!?　って、それ誰です!?」

「はて、なんていったかねぇ……。親分っぽい人の名前を呼んでたような……。確か、ええと、てっちょんじゃなくて、テリーじゃなくて……あ、そうそう、マイケル」

「一発目で正解出てますよ！」

　聞き覚えのある名前が飛び出して、驚おどろきのあまり声が上うわ擦ずった。

　てっちょん！

　といえばあのクリスティーナの熱ねつ狂きよう的信者！

　懺悔室ループ勢の古参！

　マイケルって誰だ！

　ぼくはおばあさんを問い詰める。

「それって、どういう感じだったんですか!?　司教様の様子は!?」

「手を振ふってたねぇ」

「手を!?」

「そう。それで、『助けて～』って」

「！　めっちゃ助けを求めてるじゃないですか！　助けてあげて下さいよ！」

「若い人が年寄りを助けるのは義務だけど、年寄りが若い人を助けるかどうかはこっちのさじ加減ひとつだからねぇ」

「!?」

「下手へたに口を出して、厄やつ介かいに巻き込まれても嫌いやだしねぇ。見て見ぬふりが長生きの秘ひ訣けつだから」

「!?　……あ～まぁまぁまぁ確かにそうですけど！　責められはしないですけど！」

　なんかモヤッとするなぁこのおばあさん！

「このババアのほうがよっぽど罪が深いじゃん……」

「儂は歳を重ねても若人わこうどを捻ねじ伏ふせられるくらい強くありたいのう……」

　ケケとシイナさんもおばあさんに胡う乱ろんな目を向ける。

「ヘイヘイ！　そんなことよりクリスティーナデスヨ！」

「もしかしてクリスティーナ……攫さらわれたのか!?　あの聖女信者どもに!?　なんで！」

　アハトとルシオンが狼ろう狽ばいを露あらわにする。

「なんでってそりゃあ……ぼくたちに渡わたしたくなかったからじゃない？」

「…………」

　そしてぼくがそう答えて、みんなで顔を見合わせること数秒……、




「追うぞ──────────────！」




　ルシオンの号令一下、みんな一いつ斉せいに駆かけ出していく。

　ほんとにもうあの娘こときたら……世話が焼けるどころの騒さわぎじゃない。

　どれだけぼくたちのことを振り回せば気が済むのだろうか。

　恨うらみ節の一つも言ってやらなきゃ腹の虫が治まらない。

「…………」

　ぼくは最後に一度だけ、王宮のある高台を振り返った。

　けれどそれは名残なごり惜おしさや、後ろ髪がみを引かれる気持ちからではない。

　背中を押された気がしたからで、そのままぼくも、走り出した。




　空は快晴。風向きは南。

　可か憐れんなる女王のお膝ひざ元もと、泰たい平へいの都アルテミッサ。

　穏おだやかな時が流れる街の片かた隅すみで、ぼくらの狂きよう騒そうだけがなお、終わらない。







[image: エピローグその２　そしてサークルクラッシャーのあの娘は、あなたの許に……]




「聖女様！　聖女様ぁ[image: ～][image: ～][image: ～]!?　どこですか[image: ～][image: ～][image: ～]!?　私達と神聖クリスティーナ帝てい国こくの建国を目指しましょうよー！　聖女様[image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　どうして、いつもこうなってしまうのでしょう。

　私のことを好きになって頂けるのは、とてもありがたいですし、嬉しいです。私はここにいていいんだと安心します。

　けれどアドルフ様然しかり、てっちょんさんたち然り、軟なん禁きんだとか拉ら致ちだとか、私の意思を尊重して頂けないのは困ってしまいます。

　私は〝軍資に一番近い旅団サークル〟のみなさんと一いつ緒しよに行きたかったのに……。




　てっちょんさんたちに拉致された私は、隙すきを見つけて逃にげました。

　飛空艇ていの発着陸場でのことでした。

　てっちょんさんたちは、私をどこか遠くの大陸へ連れ去ろうとしているようでした。

　それは困るので、てっちょんさんたちに見つからないよう、積み荷に紛まぎれて隠かくれました。

　それがいつの間にか、私は積み荷ごと飛空艇に乗せられていたのです。

　期せずしての密航です。

　しかも離り陸りく後すぐに、乗組員の方に見つかってしまいました。

　しかし幸運なことに、その飛空艇の方々はみなさん親切でした。

　私が事情を話したところ、快く乗船を許可してくださいました。

　その恩義に報むくいようと、私はその飛空艇で一いつ生しよう懸けん命めい働き、乗組員のみなさんの雑用を買って出ました。




　結果、飛空艇は墜つい落らくしました。




　なんと外洋上空で、乗組員のみなさんの間で大おお喧げん嘩かが始まってしまったのです。

　……はい、ごめんなさい……。原因は私です……。

　本当に、どうしていつもこうなってしまうのでしょう……。

　男の方は、みんなそうです。

　私のことを好きになってくださいます。

　再三再四申し上げますがそれはすごく嬉うれしいのです。本ほん望もうなのです。

　ですが、それでおかしくなってしまわれるのは困ります。

　しかし、私が目を覚ましてからこれまでに出会った男性で一人だけ、私にご好意を向けつつもおかしくならないでいてくださる方がいました。

　ユーリ様です。

　ユーリ様は白しろ魔ま道どう士しだから平気なのかもと思いましたが、そうではないようです。

　だって巡じゆん礼れい者しや旅団サークルの方々も、ゼクト様をはじめとするアインブルクの教会の方々も、みんなやっぱりおかしくなってしまいましたから。

　ということは、ユーリ様は白魔道士だから平気なのではなく、ユーリ様はユーリ様だから平気なのです。

　すごいお方です。

　頼たよりになります。

　しかしそんなにすごいお方が、私に好意を持つ反面で、良くも思っていないそうなのです。

　矛む盾じゆんしていますが、どうもそのようなのです。

　事実、ユーリ様は私を追ってアインブルクに来てくださいましたが、それは七しち氏し族ぞく軍ぐん資しのためでした。

　私が、七氏族軍資の在り処かを握にぎる鍵かぎ──マリアの可能性があるからでした。

　アドルフ様がおかしくなってしまわれた時も、私のことは基本放置でサフィちゃんのために一生懸命になっておられた印象を受けます。

　私のことをアドルフ様の手から助け出す──そういった意気込みも、残念ながらあまり感じられませんでした。

　なぜでしょう。なにか釈しやく然ぜんとしません。

　ユーリ様から好かれたいなと思います。

　どうすれば好きになってもらえるのでしょう。

　嫌きらわれたくないのです。




　ユーリ様がゼクト様のように、全てを投げ捨てて私に夢中になってくれたらどんなに嬉しいか。




　……あれ？　なんだか私、おかしなことを言ってますね。

　言ってることがぐるぐる回ってます。

　話を戻もどしましょう。

　私が乗っていた飛空艇は海に墜落しましたが、幸いにも陸地の近くだったようです。

　とある漁村で、私は目を覚ましました。

　海岸に打ち上げられていたところを、親切な漁村の皆みな様さまが助けてくださったのです。




　結果その漁村も滅ほろびました。




　原因や経けい緯いなどは割かつ愛あいしますが……ご想像の通りです……ごめんなさい……。

　ともあれここはもう、ユーリ様たちがいるアインブルク王国からははるか遠く、海を渡って別大陸です。合流は難しいでしょう。

　次はどこへ行けばよいかと途と方ほうに暮れていたところ、私はふと、読書を嗜たしなまれる漁師の方のお話を思い出しました。

　なんとこの近くに、高名な戯ぎ曲きよく家かカルルク・ノンクルの生国があるそうなのです。

　国の名前はミゲルアーノ。

　カルルク・ノンクルといえばそう、ユーリ様が探し求めている『ガーネッシュ戦記』の作者さん。

　途方に暮れていた私です。

　何か縁えんのようなものを感じ、それだけを理由にミゲルアーノの都を目指しました。

　するとやがて分かれ道が現れました。

　三つに分かれています。

　標識も何もありません。

　困りました。ミゲルアーノの都はどちらでしょう。

　私はしばらく立ち尽つくしていました。

「──おねーちゃんどーしたのー？」

　不意に声を掛かけられて、私ははっとして振ふり返ります。

　そこには一人の女の子が立っていました。五、六歳といったところでしょうか。

　かと思うと、その後ろから、同じ年くらいの男の子と女の子がさらに二人ずつやって来ます。

　団体さんみたいです。可愛かわいいです。

「なになにー？」

「なんかボーッとしてたから、このおねーちゃん」

「かぜー？」

　風邪かぜではありません。道に迷っていたのです。

「こらー。そのおねえちゃん困ってるでしょー。囲まなーい」

　すると舌っ足らずじゃない声が飛んできました。

　見れば私と同じ年くらいの女の子が一人やって来ます。この子たちのお姉さんでしょうか。

　その方は苦笑いで私に言います。

「ごめんね。この子たち、全然人見知りしないもんだから」

「いえ、全然。──あの、ミゲルアーノへ行きたいのですが、どの道を行ったらよいか迷ってしまって」

　渡わたりに船とはこのことです。

　見るからにこの辺りの人のようなので、私は訊たずねます。

　するとお姉さんは快く答えてくれました。

「ミゲルアーノだったら、ここはもうミゲルアーノだよ。行きたいのは都？」

「あ、はい！　そうです！」

「なら右の道だね。町を四つ辿たどれば着くよ」

「そうですか！　ありがとうございます！」

「どういたしまして。私たちもこっちなんだ。その一つ目の町の人間でさ」

　あぁ、私は運が良いです。

　お姉さんたちが通りかからなかったら、間ま違ちがった道を選んでしまっていたかもしれません。

　同じ方向ということで、私とお姉さんは連れ立つように歩き出します。

「ぼくらの町におきゃくさん？」

「おきゃくさんらしいぞー」

「おもてなししなきゃだな」

「さき行って、おもてなしのよういしとくからー」

　子供たちがキャッキャとはしゃぎながら走っていきます。

「弟さんと妹さんですか？」

「ううん。町の教会の子。──こらダメだよあんたたちー。私の目の届かないところには行かないのー」

　どうやらお姉さんではなく、町の面めん倒どう見みのいいおねえさんのようです。

　すると、




「ちぇー」

「おもてなし、したかったねー」

「ケチだなー、エマねーちゃんは」




　おねえさんの心子知らずですね。子供たちが口をとんがらせます。

　ところで、このおねえさんのお名前は、エマさんとおっしゃるのですね。

　そうですか。

　とてもいい人そうです。

　気も合いそうです。

　短い間でしょうが、仲良くできたらなぁと、私は心より思います。








つづく？









　あとがき







〝つづく？〟と冗談めかして一巻を締めたのですが……おかげさまでつづきました！

　またお会い出来て嬉しいです。

　そして本刊も〝つづく？〟の文言で締めましたが、次巻は一体どうなるのか!?

　つづいたらいいなぁ。




　ともあれ、本書の制作、販売に関わって下さったすべての方々に感謝を。

　そして、今この本を手に取って下さっている貴方様にこそ最大級の感謝を。

　少しでもお楽しみ頂けたのであれば、これに勝る喜びはございません。

　秀ひで章あきでした。それではまた。
















カバー・口絵・本文イラスト／Ｒ_りんご

デザイン／中村晋弥（LUCK'A Inc.）
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